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　大理石で築きずき上げられたディシベリア帝国の王宮。その敷しき地ちの一画、小宮の小部屋は書しよ棚だなと机しか置かれておらず、飾かざり気けがない。そこに唯ゆい一いつ華はなやかさを添そえているのは、ひとりの女性だった。

　肩かた口ぐちまでの髪かみは銀、机き上じようの書類に向けられる瞳ひとみは澄すんだ水色。整った面おも差ざしは冴さえ冴ざえとしている。

　彼女の名はフィグネリア。華やぎの欠片かけらもない黒い軍服姿ではあるが、ディシベリア帝国の第一皇こう女じよだ。

　フィグネリアはカラスの羽根ペンで書類に署名を書きつけ、次の書類へと手を伸べる。廊ろう下かから大きな足音が聞こえるが、一向に気に留めない。

　それより気になるのは王宮行事の予算書にある雑費の数字である。

「……額が大きすぎるな」

　つぶやくフィグネリアの表情は険けわしい。

「フィグネリア！」

　そこへ樫かしの扉とびらをぶち破らんばかりの勢いで入ってきた、大岩のごとき男が声をとどろかす。短く刈かり込んだ髪はフィグネリアより少し濃こく、瞳の色は同じ彼は、十歳上の兄のイーゴルだ。纏まとう群ぐん青じようの軍服は皇こう帝ていであることを示している。

「……兄上、王宮行事の雑費の使用目的は？　経費に関してはできるだけ明確に示すように命めいじてほしいとお願いしたのですが」

　兄の頭の中には加減という言葉がない。それをよく知っているフィグネリアは書面から顔を上げずに淡たん々たんと問う。

「うむ。それは十八になるお前への誕たん生じよう祝いわいだ！　今年は今までで一番すごいぞ！」

　庶しよ民みんが三年は暖だん炉ろに火を絶やさず、真新しいパンを食べられそうな誕生祝いとはなんだ。

　柳りゆう眉びを顰ひそめたフィグネリアはようやく顔を上げて兄を見る。

　イーゴルの目は無む垢くな少年のように輝かがやいていた。

　去年自分で捕とった大おお熊ぐまを担かついで持って来た時以上の表情に、嫌いやな予感がした。

「本当は当日まで秘密にしておきたかったのだが、準備もあるからな」

　たっぷりと間を持たせてイーゴルが分ぶ厚あつい胸むねを張る。

「今年のお前への誕生祝いは婿むこだ！　十日後の誕生日には挙きよ式しきだぞ」

　式の費用にしてもいささか多いのではないだろうか。

　実に満足げな兄を見上げ、しばらく呆ほうけていたフィグネリアは、椅い子すを倒たおす勢いで立ち上がった。

「私は嫁とつがないと言ったでしょう！」

「だから婿だぞ。俺もお前に嫁がれると困るしな。嫁よめに行かせられないというのなら、婿を取るとはいい考えだと思わないか。相手はハンライダ公国の第六公子でクロードという、お前よりひとつ年下の者だ」

　ハンライダ、と聞いてフィグネリアは素早く頭の中の大陸図から、国名を書き込むのが精せい一いつ杯ぱいな小さな国を見つけ出す。

「……パン[image: 屑]ミエツト？　またなぜそんなところから」

　かつて北のディシベリア帝国と南のロートム王国は、大陸の領りよう土どを皿の上の一個のパンを引きちぎるようにして奪うばい合った。それから百年経たって、開戦時より大陸の国を半数以下に減らし、戦争はようやく終結した。そんな中、益も薄うすく後回しにされて戦火の及ばなかった大陸南西部の小国達はパン[image: 屑]ミエツト、と呼ばれている。

　さらに五十年経ってその小国達も合がつ併ぺいしたり併へい吞どんされたりして数を減らし、今は八カ国が残っている。

　ハンライダ公国といえば戦乱の前より残り続け、小鳥すらつつかない〝黴かびたパン[image: 屑]くず〟とまで言われる弱小国である。

　どう考えてもこちらに婚こん姻いんを結ぶ有ゆう益えき性せいはない。

「益がないからお前も気き兼がねしないだろうと皆みなが言っていたぞ。会ってみたが、なかなかいい奴やつだった。しかしあちらの人間はやはり小さいな。お前より少しだけしか大きくなかった」

　イーゴルにとって他人の九割は〝小さくていい奴〟だ。どうせまた重臣達の口車に乗せられたに違ちがいない。

　そもそもハンライダはロートムに日ひ和よって改宗までしている国である。こちらに媚こびを売るにしても妙みようだ。

「……なんだ、気が進まないか」

　兄が目の前でおやつを取り上げられた子供のような顔をしているので、フィグネリアは笑顔を取り繕つくろう。

「謹つつしんでお受けいたします。ただし、式の費用の詳しよう細さいは提出してください」

　ぱっとイーゴルの表情が明るくなり、フィグネリアは仕方ないなと思う。

　これまで自分で潰つぶしてきた縁えん談だんと、今回のものはまるで違う。出で所どころを探さぐる前にすでにこの純じゆん朴ぼくで人のいい兄に話を持ち込んで、相手に引き合わせることまでできている。

　ここまで迫せまってこられたらひとまず策にかかってみるしかないだろう。

　フィグネリアはそう決意を固め、顔すら知らない男との結婚を決めたのだった。
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　大たい陸りく北部に位置する大国、ディシベリア帝国。広大な領りよう土どに多くの民を抱かかえるが、それと同時に多くの神が息づく国でもある。

　地ち母ぼ神しんギリルアを始め、彼女が産み落としたという多くの神しん霊れいや、彼らが従える妖よう精せい達の存在を人々はいつも身近に感じている。

　短い夏を終えた今、赤あか煉れん瓦がで築きずき上げられた帝都に暮らす人々は、もうすぐ北風を司つかさどる神霊クルドと冬を司る神霊スノウェンがやってくると忙せわしない。

　クルドは風の妖精達を駆かけさせて国中を冷やし、その後やってくるスノウェンは雪の妖精達を揺ゆり起こして、家も石いし畳だたみも真っ白に染そめ上げてしまう。

　そしてふたりの神霊は妖精達を従えて半年は居座り、人々は長く厳しい冬を耐たえなければならないからだ。

　ただ今日は皆、冬ふゆ支じ度たくの手を止めて北側の王おう宮きゆうと南側の大だい神しん殿でんの真っ白いふたつの建物を繫つなぐ大通りの沿えん道どうに集まっていた。

　そろそろ嫁いき遅おくれに片足を突っ込みかけていた第一皇こう女じよがようやく結けつ婚こんし、その相手は名前も聞いたことのないような国の公子。

　めでたさと物もの珍めずらしさで、帝都に限らず買い出しついでの近きん隣りんの村や町の住人までもが集まり、皆、大神殿の方を向いて新婚夫婦が来るのを待っていた。

「結局、報告書は間に合わなかったか」

　式の刻こく限げんが近づく中、大神殿の控ひかえ室でレースや白鳥の羽根で飾かざられた純白の花はな嫁よめ衣い装しようを纏まとうフィグネリアは、苦々しくつぶやいた。

「フィグお姉様、旦だん那な様さまのことが知りたくて仕方ないのは分かるけれど、そんな顔ではいけませんわ。笑顔でいないと」

　フィグネリアの髪かみを整えるのは、この日のために嫁とつぎ先から帝都へ夫と共に帰ってきた妹のリリアだ。髪と目の色はフィグネリアと同じで、ふんわりと愛らしい面おも立だちの彼女は十七。すでに三つ子と双ふた子ごの、合わせて五児の母でもある。

「では楽しみにできるようひとつだけ教えて差し上げますわ。ロジオン大神官長様とは少し趣おもむきが違ちがうけれど、見み劣おとりがしないぐらい綺き麗れいな方。ねえ、髪の色か瞳の色、どちらを知りたい？」

「必要ない」

　欲しい情報はそんなことではなく、どんな出自でどんな立ち位置でどこと繫がりがあるかだ。とにかくこの式のための費用が無む駄だにならない程度の何かが摑つかめればいいが。

「義あ姉ね上うえ、このたびはおめでとうございます」

　フィグネリアがまた自分の思考に没ぼつ頭とうする前に部屋に入ってきたのは、どう見ても彼女の弟には見えない屈くつ強きような壮そう年ねんの男だった。両りよう腕うでにリリアによく似た二歳の女の子三人を抱えた彼は、リリアの夫のデニス・バラノフ伯はく爵しやくだ。

「遠方よりお越しいただきありがとうございます。……会えるとは思わなかった」

　フィグネリアは三つ子の姪めい達のふにふにとした頰ほおを撫なでてつぶやく。

「赤子は無理ですが、この子らだけなら私ひとりでも面めん倒どうを見られますので」

　三つ子に髭ひげを引っ張られながら生き真ま面じ目めに答える十六年上の義ぎ弟ていを、どうやって妹が十四で口く説どき落とせたのかいまだに[image: 謎]なぞだ。

「あら、お父様のお髭が本当に好きね。お母様と一緒」

　娘むすめと妻に好きなように髭をいじられているデニスの瞳は優しいものに満ちている。何はともあれ妹夫婦は幸せそうだ。

「準備ができたかっ！　おお！」

　次に相変わらず全力で扉とびらを開けて突進してきた兄のイーゴルが、満面の笑みで言った。

「あんなに小さかったお前が、こんなになって……」

　イーゴルが言葉を詰つまらせて目め尻じりに涙なみだを浮かべる。まったくこの式を楽しんでいないフィグネリアはそっと視線を遠くに向けた。

「遅れてごめん！　ちょっと熊くまが見つからなくてね。きゃー、フィグ綺麗ねー！　リリアもデニスも久しぶり。三つ子ちゃん達も今日も可愛かわいいわね」

　兄妹の微び妙みような空気を打ち破って最後にやってきたのは皇こう后ごう、つまりイーゴルの妻のサンドラだ。そばかすの散る顔はイーゴルと同い年にしては幼おさなく、纏っているのも使い込まれた狩かり装しよう束ぞくで、とても大帝国の皇后には見えない。けれどそんな彼女の飾らないところが、フィグネリアは好きだった。

「……いえ、猪いのししでも十分です。ありがとうございます。しかしいつもながらお見事です、義姉上」

　黒髪が美しい長身のサンドラが背中に担かついでいる猪は大物だ。さすが兄が惚ほれ込んだ狩りの腕前の持ち主だけある。

「喜んでもらって嬉うれしいわ。じゃあこれ、城の厨ちゆう房ぼうに持って行くよう頼んであたしも着替えるから。また後でね！」

　さっとイーゴルの頰に口づけて、来た時の勢いのままでサンドラが出て行く。

「俺は本当にいい妻を貰もらったな」

　いつまでも新婚のような兄夫婦、一家で幸せな空気を振りまいている妹家族。

　それに触ふれている時が何よりも幸せを感じる瞬しゆん間かんだった。家族の幸福は自分の幸福と同義だ。それを護まもるためならば、なんでもできる。

　たとえ意に沿わない婚こん儀ぎだろうと。

　全ての支度が調ととのうとフィグネリアは硬かたい表情で部屋を出て、波は紋もんの文もん様ようの絨じゆう毯たんをたどり礼れい拝はい堂どうへと向かう。扉が開かれ、最さい奥おうに置かれた地母神ギリルア像の前には夫となる男、クロードがいた。

　まず目についたのは真新しい銅どうのように艶つやと輝かがやきがある赤い髪だった。顔はリリアの言った通り優美ではあるが、女め々めしさはない。

（目立つのか地味なのか、よくわからん男だな）

　色は派手だが全体的に印象が薄うすい。じっと見ていると、琥こ珀はく色いろの瞳と視線がぶつかった。

　クロードはフィグネリアの鋭するどい視線に眉まゆを上げて驚おどろきを見せるものの、すぐに優しい笑みを浮かべる。それはまるで長年寄り添そってきた恋人を迎むかえるような表情だった。

　隣となりに並び立ってみると遠目で見たより背せ丈たけはあるが、式を見守っている男達より縦にも横にも二回りほど小さい。

　これが向こうの国の平へい均きん的てきな体格だと分かっていても、全体的な柔やわらかい印象も相まって顔だけの軟なん弱じやく者ものに見えた。

（というか、本当に十七なのか？）

　ひとつ年下と聞いていたが、目の前の男の面立ちに少年らしさは微び々びたるもので、その上纏う雰ふん囲い気きが落ち着きすぎていて二十半なかばぐらいに見える。
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「汝なんじらこれより共に大地に根を下おろしやがて同じ土へと還かえる日まで、黄金の果実を育はぐくみ神霊方へ捧ささげ続けることを誓ちかいなさい。同時に夫は妻へ妻は夫へとたゆまぬ愛と幸福を捧げると誓いなさい」

　三十前後と見られる硬こう質しつな美び貌ぼうの大神官長、ロジオンが厳おごそかに告げる言葉に、フィグネリアは式へと意識を戻した。

「誓います」

　そうふたりの声が重なる。

「では、神霊方への誓いの証あかしをここに」

　差し出されたふたりの親指にロジオンが短刀で傷をつける。そして地母神像の前に置かれた杯さかずきへ血が落とされた。

「……最後に、夫婦の誓いの証を」

　クロードがフィグネリアの手を取り、傷に口づける。

　フィグネリアも同じように彼の傷口に唇くちびるを当てた。

「これをもってふたりを夫婦となす」

　全てが終わり、静かだった周囲から歓かん声せいが上がる。

　そして皇こう帝ていであるイーゴルがむせび泣き始めると、周りのやはり厳いかつい近衛このえ達ももらい泣きし始めた。

「……よろしくお願いします」

「ああ……」

　後ろの暑苦しい男泣きに目を丸くしながらも微笑ほほえみかけてくる夫に、フィグネリアは小さくうなずいた。

　挙式が終わると馬を並べて市街を周り、王宮まで戻ることになった。待ちわびていた民衆が花びらを撒まいて祝う中、フィグネリアはクロードの様子が気になった。

　笑顔は絶やさないものの、どこか無理をしているように見える。手た綱づなさばきもどうも怪あやしく、時々遅れたかと思うと追い越してしまう。なのでフィグネリアがどうにか馬の速さを合わせなければならなかった。

（まさか、まともに馬に乗ったことがないのだろうか）

　ふとそう思ったが、さすがにそれはないだろう。どこの国でも王おう侯こう貴族の男ならば目的は様々ではあるが、馬には乗れるよう訓くん練れんをするはずだ。

（……しかしいくらなんでも下へ手たすぎる）

　ふらふらとこちらにぶつかってきそうなクロードから距きよ離りを取り、フィグネリアは民衆の喜びに水を差すわけにもいかないと、顔をしかめるのをこらえる。

　王宮にたどり着いて馬を止めた時、クロードの体が揺らいでぎょっとした。しかしなんとか落馬せずに彼はよろよろと地面に降りた。

「……馬は苦手なのか？」

「それが、三み月つき前まえに初めて乗ったんで全然慣れてなくて……」

　小声で聞いてみると、肩の荷が下りた顔でクロードは苦笑する。

　普通の少女達ならば、ほのかに覗のぞく年相応の幼さに母性をくすぐられるような表情だったが、フィグネリアは怪け[image: 訝]げんな顔をするだけだった。

　密みつ偵ていか、はたまた刺し客かくかと警けい戒かいしていたのに、これでは気が抜ける。

　しかしそれが狙ねらいなのかもしれないと、フィグネリアは気持ちを引き締しめ直した。

　次いで場所を王宮に移してからは盛大な晩ばん餐さん会かいで賑にぎわうが、慣例通りふたりは一言も喋しやべらず何も食さず、日が落ちると同じ杯の火酒を飲んで義姉の捕とってきた猪の肉を口にする。その後、侍じ女じよに導かれてふたりは別々に湯ゆ殿どのに浸つかった。

「姫様、けして手を出されてはいけませんよ。今夜だけはお人形のように大人おとなしくしていてくださいね」

　古参の侍女がフィグネリアの濡ぬれた髪から水気を取って梳すき、真しん摯しに言う。

　さすがに初夜で夫を殴なぐるほど何も知らないわけでもないのに、なぜこんなことを言われるのだろう。

　若い侍女達も何やら人差し指と中指を唇に当ててお祈いのりをしている。

　しかし彼女らには悪いと思うが、大人しくするつもりはなかった。

　全ての支度を調えたフィグネリアは、体の線にそった薄うす手での夜よ着ぎの袖そで口ぐちに針を一本、巧こう妙みように忍しのばせた。
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　足に絡からんでまとわりつく夜着の裾すそを颯さつ爽そうとさばき、寝室に乗り込んだフィグネリアはクロードの姿が見えずに眉根を寄せた。

　扉を閉めると部屋の中で風が踊おどる。そしてベッドにかかる天てん蓋がいの紗しやが揺れてめくれ上がり、横になっているクロードの姿が見えた。待ちくたびれたのか、寝ていたようだ。

　本当になんの目的もないのだろうか。それにしても花嫁より先に寝ているなど失礼な奴やつだ。

　フィグネリアは起こそうとベッドに近づくが、クロードが体を揺らしたのでそのまま足を止めて身構える。

「うん。分かった……分かった……」

　寝言のようなことを言った後に、クロードが半身を起こしてあぐらをかく。

「すいません。勝手に仮眠取らせてもらっちゃいました。……ええっと、改めましてふつつか者ですがよろしくお願いします」

　頭を下げる夫へと慎しん重ちように近づき、フィグネリアはベッドに腰こしを下ろした。

「単刀直入に聞くが、ハンライダの目的はなんだ」

「三カ月前急に婿むこに行けって父上に言われて来ただけです。なんか裏はあると思うんですけど俺、この通りですし何も分からないって、うわあっ！」

　小首を傾かしげて笑うクロードの腕を摑み、組み伏ふせる。

　反射神経は鈍にぶい。とっさの受け身もできないようだし、腕も贅ぜい肉にくはないが筋肉もさしてないようだ。

「……刺客、というわけではないな」

　フィグネリアは戸と惑まどうクロードの琥珀色の瞳を覗き込んでつぶやく。

「だから何も知りませんって。せっかくの初夜なのにこういう話やめません？　このまま俺、下でもいいんで」

「残る可能性は密偵か」

　クロードの言葉を聞き流して、フィグネリアは袖口に仕込んであった針を出した。

「…………すいません、俺ちょっとそういう趣しゆ味みはないんで」

「拷ごう問もんの趣味は私にもない。ひとまずお前はただの腑ふ抜ぬけのようだな」

　本気で怯おびえているクロードの様子に呆あきれて針を袖口に戻す。

　顔以外に何も取とり柄えのなさそうな男だ。だが、目的が分からない以上は用心に越したことはないだろう。

　そんなことをクロードの上に乗ったまま、つらつらと考えていたフィグネリアは、腰に腕を回されてびくりとする。

　殺気はないが、煩ぼん悩のうははっきりと分かる手つきだ。

　フィグネリアは無言のままその手を取って手首をねじり上げた。

「いいか、私は口で言ってすむならそれに越したことはないと思っている。だが、それですまなければこうする」

「分かりました！　そ、そろそろ折れますから！　…………う、痕あと、ついてる」

　フィグネリアが手を離はなすと、クロードは赤くなった自分の手首を見ておののいた。

　貧ひん弱じやくにもほどがあるが、扱あつかいは楽そうだ。

「分かったなら、隣の部屋で寝ろ」

「初夜は？」

「床とこ入いりする気はない。この状況から察しろ」

　クロードが目を瞬しばたたかせ、おもむろに彼女の薄うす布ぬのに包まれた豊かな胸元から細い腰のくびれへと視線を滑すべらせる。

「あんまりだ」

　そしてもう一度胸元に視線を戻して、この世の終わりかのような悲ひ壮そうな声でつぶやいた。

「ちょっと寒いんで上うわ掛がけ貰っていっていいですか？　あとそろそろどいていただけると嬉しいです。感かん触しよくと眺ながめが魅み力りよく的てきすぎて辛つらいです」

　このまま腹に膝ひざを沈しずめてやろうかという思いをこらえつつ、フィグネリアはクロードから下りる。

「侍女が外に控えているから、頼めば上掛けは持ってきてもらえる。明日は私の公務につきあえ」

　必要最低限のことだけ告げると、クロードはとぼとぼと部屋から出て行こうとする。だが、彼はなぜか扉に向かってぼそぼそと話し始めてしまった。

「何をしている？」

「えっと、扉が開かないです」

　クロードが振り返って笑顔を引きつらせる。

「そんな馬ば鹿かなことがあるわけないだろう」

　警戒しながら立ち上がると、背中から強い風が吹きつけてきた。ばさばさと天蓋の帳とばりが揺れ動き、ベッドの上掛けも半ば浮き上がっている。

　燭しよく台だいの火が大きく膨ふくらんで、騒そう然ぜんとする部屋を明るくする。

　振り返った先の窓は開いていなかった。

「何が……」

「お前ら勘かん弁べんしてくれよ……」

　フィグネリアが呆あつ気けに取られていると、戸口で困り果てたクロードの声が聞こえた。視線を向けると、彼はいつの間にか銀の横笛に口をつけていた。

　細く高い笛の音ねが狭せまい場所を彷徨さまよい、音階も大きく変わらずに一定の旋せん律りつを作る。

　閉へい塞そく感かんと退たい屈くつさを聴きき手が覚える前に、急に音が低く落下する。そうかと思うと一気に跳はね上がる。上下に広がった音はさらに世界を広げていく。

　歩いたり、走ったり、飛び跳ねたりしながら、音はやがて果ての見えない場所へと消えていった。

　それと同時に嵐あらしは収まり、部屋は薄暗さを取り戻す。

（上う手まい、どころではないな）

　聴き手の意識を一瞬で引きずり込む演奏に、フィグネリアはすっかり吞のまれていた。

「待て！」

　風の名残なごりが肌はだを撫でて、我われに返ったフィグネリアはこの場を逃にげだそうとしているクロードに気づく。彼は足もそう速くなく、その首根っこを捕つかまえるのは簡単だった。

「逃げてどうするつもりだ」

「どうしましょう……」

「いいからそこに座れ」

　部屋に引き戻し顎あごでベッドを示すと、クロードはちょこんと座った。

「お前、楽士だな。それで、これは妖精か。どうなっている？」

　クロードが、灯ひが映うつり込んで黄金にも見える目を丸くする。明確な恐きよう怖ふと驚きよう愕がくとで、彼は完全に硬こう直ちよくしてしまっている。

「だからどうなっている？」

「……どうなってるって、そこまで分かってるなら、俺のこと知ってるんじゃ」

　先ほどまでの軽い口く調ちようとは真逆な警戒心の強い声に、いまいち話が嚙かみ合っていないとフィグネリアは首を傾げる。

「……私はナルフィス教徒ではないぞ。妖精達は悪あしきものではなく、万物に宿る命そのものだ」

　クロードが異教徒であったことを思い出して、フィグネリアはそう告げた。

　ロートムの国教であるナルフィス教に宗しゆう旨し替がえしたハンライダでは、世界はひとりの神の掌てのひらの上に乗せられているものとなっている。そして妖精達は災さい厄やくをもたらすものとされ、この国で神霊と呼ぶものは妖精達を諫いさめ払う使徒と、妖精達を操り人に害をなす悪あく魔まのふたつに分けられる。

「悪魔の使いとか言われない？」

「そもそもこの国に悪魔はいない。それは全ての神霊方に対する侮ぶ辱じよくだ。それで、これはどういうことだ？」

　改めて問いかけると、クロードはそろりと口を開いた。

「なんていうか、妖精に気に入られてるんです。母の血筋がそうみたいなんですけど、いろいろ教えてもらう前に母が亡なくなって、俺もよく分からないんですよね。これが形見です」

　クロードは首から提さげている袋に三つにばらした笛を入れる。

「皇女殿でん下かは何か知ってるんですか？　あんまり驚かなかったですけど……」

　むしろ驚きすぎて冷静になれたわけだが、とフィグネリアはクロードの目の前に立つ。

「この国では妖精をナルフィス教のように忌いみ嫌きらわない。そこに存在するのが当たり前のものだ。ここまではっきり存在感を示すのを見るのは初めてだが……」

　さっきの風は、風を司る四女神のいずれかが気まぐれに駆かけさせたり、踊らせたりする時に吹く風とはまるで違った。どこか子供が駄だ々だをこねているような印象だった。

　フィグネリアはこういうこともあるのかと、今さらながらに感かん銘めいを受けた。

「だから、悪魔もいないんですね」

「そもそもナルフィス教は神霊や妖精の存在は信じず、ただ責任をなすりつける先のない都つ合ごうの悪いものを妖精に押しつけたいだけだろう」

「この国では、みんな俺みたいにいつも妖精の気配を感じてるってことですか？」

「いや、それは神み子こ様だけだ。しかし、我々は確かに神霊方や妖精達の力を借りて多くのものを得ている」

　地母神ギリルアが産み落とした数多あまたの神霊らは、大神殿に座する大おお神み子こを通じて言葉を発し、時折万物に宿る妖精らを従えて人々に様々なものをもたらす。

　大神子以外は神霊を降ろすことはないが、地方の各神殿の神子達は妖精の動きをある程度は感じ、日々の天気の予測などはできる。他にも神霊が大神子を通じて宝探しでもさせるようにある一帯を示し、神子が妖精の動きを頼りに鉱こう脈みやくや水脈を見つけることもある。

「すごい、ですね」

　それを聞いてぽかんとしているクロードを、フィグネリアは腰に手を当てて見み下おろす。

「神霊方や妖精達は音楽を好むから楽士が気に入られているのは当然だが、さっきも言ったようにこういう事例は見たことがない。もう少し詳くわしいことは分からないのか？」

「本当に何も分からないです。ずっと昔は妖精を好きなように使うこともできたって母が言ってたんですけど……なんか気まぐれにしか話聞いてくれないし、笛吹かないとさっきみたいに暴あばれるしで、むしろ俺の方が妖精の奴ど隷れいみたいです」

　うつむいて落ち込むクロードを見ながら、フィグネリアはひとつの伝承に行き当たる。

「神の楽士、か」

「なんですか、それ？」

「万物に宿る妖精を統すべるのは神霊達だ。だがその昔、人間でも妖精を従える〝神の楽士〟と呼ばれる一族がいたそうだ。あくまで伝承だがな……」

　フィグネリアはクロードのとぼけた顔にこれが、と思う。

　普通の神官ですら高潔な印象があるのに、この男にはまるでない。だが、さっきの様子を見ると信じるしかない。

「だから、ここに送られたのか？」

　問うとクロードは首を横に振った。

「だって、俺の国だとこんなこと知られたら聖堂の地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいか火ひ炙あぶりですよ。知っているのは母だけです。父にも教えていませんから」

「こんなこと起こしたらすぐにばれるだろう」

「俺、六番目だし、こんなだから放っておかれたんで、よくひとりで笛を吹いていたんです。だからそこまで派手に暴れられることもなかったんですけど……この国に来てからあんまり笛は吹いてなかったし。それになんかこの国って妖精が多いっていうか、元気っていうか、ちょっと自分でもびっくりしてます」

　ここまで聞いてフィグネリアはため息をつく。

　密偵でも刺客でもなさそうだが、これでは取り扱いに困る。

「今晩はここで寝ろ。しばらくはその力も含めて私が監かん視しする。その力のことは口にするな。忌むべきものではないが、騒さわぎになる」

「俺も騒がれるのは嫌いやなので、皇女殿下にくっついてます」

　ベッドの上のクロードが真ん中辺りでどうぞ、とフィグネリアを促うながす。

「……そこじゃない。端はしに行け」

「でも遠いですよ。離ればなれじゃないですか」

　ディシベリアの平均的な体格の夫婦のためのベッドは、フィグネリアとクロードのふたりにとっては広い。お互いが端と端で手を伸ばし合っても届かないほどである。

　クロードが不ふ審しんな動きをすれば察知しやすく、それに対応する時間も容易にとれて、ほどよい距離だ。

「私の目の届くところにいれば問題ない。ただし中央からこちらへ来れば容よう赦しやはしない」

　両腕を組んでねめつけると、クロードは大人しく端まで行った。それを確認してからフィグネリアはベッドの下を探り着慣れた夜着を取り出す。

「え、上にそれ、着ちゃうんですか？」

　体の線の出ない大きめの膝ひざ丈たけの上じよう衣いを着て、同じくゆったりしたズボンをはいたフィグネリアにクロードががっかりした顔になる。

「普段はこれだ。婚礼用の夜着は寒い」

「そうですよね。見る分にはすごく楽しいですけど……すいません、もう寝ます」

　フィグネリアが冷ややかな眼まな差ざしを向けると、クロードは小さくなって上掛けの中に潜もぐり込んだ。

　ベッドに上がったフィグネリアも横になる。目は閉じずにクロードが眠るのをじっと待つつもりが、すぐに穏おだやかな寝息が聞こえてきた。

　本当になんなのだろうか、この男は。

　フィグネリアはクロードが本当に寝ているか確認してから、蠟ろう燭そくに火を灯ともしたまま浅い眠りについた。





[image: ]






　翌よく朝あさ、寝室に入ってきた侍女がふたりの距離感にがっかりした様子で朝食を運んでくる。

　フィグネリアはその視線に気づかないふりをして、早い、寒いとぐだぐだ言っているクロードをテーブルにつかせる。

　そうしてタマネギのスープを硬かたい黒パンで掬すくうようにしながら素早く胃に収め、着替えの間だけ隣の部屋へとクロードをやり、軍服に着替えて髪を手て櫛ぐしで整える。

「あ、おそろいなんですね」

　部屋に戻ってきて相そう好ごうを崩くずすクロードは他の兵達に比べると薄っぺらい体格だが、手足が長いのでひとまずは物珍しいお飾りになりそうなぐらいには様になっている。

「……皇こう族ぞくは全員黒だ。お前は婿入りした立場だからな」

「ああ、そういえば見かけた兵士はみんな白い服でしたね。でもこの国の兵士は軽けい装そうですよね。胸当てぐらいしかない……」

　クロードが裏に鎖くさり帷子かたびらが縫ぬいつけられている胸ポケットを心こころ許もとなさそうに触れる。

「実戦の時はこれに少し防具が増えるが、うちの兵どもは肉体に自信があるなら防具などいらんという者が多い。他国に比べれば軽装だが、甲かつ冑ちゆうを着た相手と重量は変わらず、身動きも向こうより取りやすいので不足はない」

　ディシベリアの男は長身に加え隆りゆう々りゆうとした筋肉を全身に纏い、斧おのや大剣、棍こん棒ぼうなどを振り上げて敵に迫せまっていく。その外見だけで圧あつ倒とうされる巨体と腕力を備えた軍団によって版はん図とを広げてきたことは他国でも有名だ。

「……だからやたら天てん井じようが高くて部屋とか廊ろう下かも広いんですね。向こうの部屋のソファーもベッドみたいに大きかったし。そういえば皇女殿下も背が高いし、皇后陛へい下かは俺より背が高かったですよね」

　ハンライダの平均身長より少し高めのクロードが視線を下ろして、自分の目線の高さまで背丈があるフィグネリアと視線を合わせる。

「この国では私は低い方だ。義姉上は義姉上で高いがな。まさかお前、教育すらまともに受けていないのか」

　今初めて知った風なクロードの視線を真まっ直すぐに受け止めて、フィグネリアは問う。

「……受けたけど、寝てるかどこかに隠かくれてたかですね。あ、読み書きぐらいはできます」

　わずかに視線をそらしたのは恥はじているのか、何か隠しているのか。

　その判別はつかなかったが、フィグネリアは仕方なく進路を執しつ務む室しつから書庫へと変更することにした。

「まずは基本からだな。九公は分かるか？」

「…………九人の公こう爵しやく。公爵、だから偉えらい人ですよね」

「この国では子供でも知っていることだぞ。いいか、ディシベリアは十の部族が集まってできた国だ。我わがディシベリア家が武力でもって他の九つの部族を従え、まとめ上げた。九公とはその部族長の末まつ裔えいになる。今でもそれぞれ皇帝に次つぐ権けん威いを持っている。今、口で全部言っても覚えられないだろうが、まずはアドロフ家の名前だけ覚えておけ。先の皇后の父君がアドロフ家の現当主だ。アドロフ家は九公の中ちゆう核かく的てき存在でもある」

「ええっと、要するに皇女殿下のお爺じい様さまってことですよね。あれ、俺挨あい拶さつしてないと思いますけど式に来てましたっけ？　他の家の人達も来てたんですか？」

「いや、誰だれも来ていない」

　フィグネリアの硬い声に、なんとも言いがたい沈ちん黙もくがふたりの間に降りた。

　顔を覗き込もうとしてきたクロードから逃げるように、フィグネリアは歩調を速める。

「祝いの品は届いた。今日の公務はまずその礼状書きだ。文面は私が書くから署名だけでいい。その間に九公と所領の位置ぐらいは覚えておけ」

　早口にまくしたてて、フィグネリアは書庫の両開きの扉を押し開ける。そしてそのまま地図と歴史書を引っ張り出し、部屋の中央の大きなテーブルに広げる。

「これを読むんですか」

　ぱらぱらとページをめくったクロードが、げんなりした顔をした。

「……俺のことは信用してないんですよね。こういうのは見せない方がいいんじゃないですかね」

　そうして一ページ目に目をやり広大な地図を見た後に、彼は愛あい想そのいい笑顔で目の前の課題から逃げようとする。

「まだ信用はしていないが、三食昼寝付きで遊ばせる気もない。雑用ぐらいはしてもらう。あれっぽっちの持参金でタダで食事にありつけると思うな」

　ぴしゃりと言いのけたフィグネリアは礼状のための紙とペンが届けられるのを待つ間、クロードの学習につきあうことにした。

　そして何度目かの驚きと呆れを覚えるのだった。

　クロードはこの国のことはおろか、祖国の政情すらよく知らないというのだ。

「一体何をして暮らしてきたんだ」

「笛を吹いたり古い物語を読んだり、ですかね。宮きゆう殿でんから出たこともなかったんでここに来るまでにもいろいろ驚きがありましたよ」

　不自然な笑顔でこともなげに言うクロードの暮らしぶりは、箱はこ入いりの令れい嬢じようのようだ。フィグネリアは困こん惑わくする。

　身辺調査の報告がまだ届いていないので、どういう立場だったか見当もつかない。

「だから、あまり期待しないでくださいね。なんにもできませんから」

　どこか投げやりな言い方にフィグネリアは苛いら立だった。

「期待はしていない。ただお前にできることを探しているだけだ。それとやる前から音を上げるな。不ふ快かいだ」

　それきりふたりの間に言葉は絶えた。

　静せい寂じやくをかすかに動かしたのは、紙とペンの他に紅茶を持ってきた侍女だった。その顔に見覚えがなく、かつ指先が普段見慣れている侍女の手より荒あれているのに気づいて、フィグネリアは彼女を呼び止めた。

「いつから働いている」

「え、昨日からです。申し訳ありません。洗せん濯たく場ばで働いていて急にこんなお役目をいただいたものでまだ不慣れで。何か不ぶ調ちよう法ほうを……」

　おどおどしている若い侍女の顔色を窺うかがってから、フィグネリアは紅茶に目をやる。

「……いや、なんでもない。ひとつ頼みたいことがある。厨房からネズミを貰ってきてくれ。私がネズミを欲しがっていると言えば分かる」

　フィグネリアの研とぎ澄すまされた声が穏やかになり、緊きん張ちようがとれた侍女は大きくうなずいて早足で出て行った。

「ネズミって、なんです？」

　不思議そうな顔のクロードが紅茶のカップを手に持ち、フィグネリアは目を見張る。

「待て！　出されたものを不用意に口にするな」

　間かん一いつ髪ぱつクロードの唇がカップに触れる前に止まる。そのままの姿勢で彼はカップの中の自分と目を合わせた後に、フィグネリアを見る。

「……もしかして毒どくが入ってるかも、とか？」

　冗じよう談だんめかして笑うクロードは、フィグネリアの硬い表情を見て静かにカップを下ろした。

「素す性じようを把は握あくしている者以外からの給きゆう仕じは受けないようにしている」

「そうなんですか。でも、皇女殿下を暗殺して得する人間がいるんですか？」

　フィグネリアはすぐに十数人の顔が思いつく自分が嫌になりながら頰ほお杖づえをついた。

「皇位の継けい承しよう権けんは男女関係なく年ねん齢れい順で、他家に嫁いでいない私にも継承権はある。兄上は結婚して五年になるが、まだ子供がいないのでこのままであれば私が次の皇帝だ。それが面おも白しろくない連中はごまんといる」

「へえ。え、じゃあもしかして……皇帝陛下とかも」

　クロードが声を潜ひそめて言うのでフィグネリアは鼻を鳴らす。

「兄上は私がいるから無理に側室を持つ必要がないと喜んでいる。兄上ほど優しく権力に執しゆう着ちやくしない者はいない」

　兄のイーゴルは心の底から妻のサンドラを愛している。だからいくら世よ継つぎをと重臣から側室を持つようせっつかれても、妹がいるからいいじゃないかとあっけらかんと答える。

　あの何も考えない楽観主義は尊敬に値あたいする。

「そうなんですか。兄妹仲、いいんですね」

　ぽつりとつぶやくクロードの声は少し重たげだった。

「そちらは悪いのか」

「まあ、あんまりですね」

　歯切れの悪い返事が引っかかったが、フィグネリアに[image: 詮]せん索さくする気は起きなかった。

　統とう治ち者しやの家族に、問題のひとつやふたつはつきものだ。

　それからクロードが時々質問してフィグネリアが短く答える以外に会話はなくなった。沈黙が幅をきかせる中で、不意にカップの紅茶が揺れる。

「じ、地じ震しん？」

「落ち着け、兄上だ」

　椅い子すから伝わる振動におろおろするクロードに、フィグネリアは答える。

「おお、やっと見つけたぞ!!」

　扉が開くと同時にイーゴルが声を張り上げた。

「なんでしょうか、兄上」

「クロードを軍の訓練につきあわせてやろうと思ってな！」

「……皇帝陛下直じき々じきのお誘さそいを断るのは大変恐きよう縮しゆくですが、皇女殿下のおそばにいたいので今日は遠えん慮りよさせていただきます」

　慇いん懃ぎんにクロードが断ると、イーゴルががっかりした顔を見せた。

「そうか。そうだな。お互いのことをこれからよく知っていかないといけないからな。しかし皇帝陛下はいかんな。遠慮なく義あ兄に上うえと呼んでいいんだぞ」

　自分より背丈が頭ふたつ分高い大男の期待に満ちた眼差しを向けられ、クロードがフィグネリアに視線でどうしましょうと問う。

「義兄上……？」

　フィグネリアがうなずいたので、クロードはおずおずとそう口にした。

「うん、まだ硬いがその調子だ！　鍛きたえたくなったらいつでもつきあってやるからな！」

「……兄上、その手に持っているものは私が厨房に頼んだものでは？」

　イーゴルに右みぎ肩かたを摑まれたクロードの笑顔が引きつっているのを見て、フィグネリアはさすがに骨ほねが折れたら面倒だと助け船を出す。

「ん、そこで侍女に会ってお前のところに持って行くと聞いたから代わりにな。しかしネズミなどどうするんだ？」

「こちらのネズミは彼の国のものより大きいと話したところ、見たいと言うので……」

「おお、そうか。人だけでなく、動物も小さいのだな」

　クロードの肩から手を離したイーゴルはあっさり納なつ得とくした。

　兄のこの単純さは愛すべき点ではあるが、悩なやみどころでもある。

　フィグネリアは適当に言い繕つくろって、イーゴルを書庫から追い出し、ネズミの入った四角い鉄てつ籠かごを机に置く。

「……うわあ、ネズミまで大きいんですね」

　摑まれた肩を撫でさすっていたクロードが、でっぷりとしたネズミに身を退ひく。

「そうなのか。まあいい。ちょうど二匹だな」

　フィグネリアはおもむろに自分とクロードのカップの中身をそれぞれのネズミに分け与える。するとほどなくしてネズミ達は体を痙けい攣れんさせたかと思うと、泡あわを噴ふいて死んだ。

「俺も殺されるところだったみたいですね……」

　籠の中の、動かなくなったネズミを見るクロードの顔は青ざめていた。

　芝しば居いでもなさそうなその顔に、フィグネリアは顎に手を当て考える。

　見慣れない侍女をよこしたのは本気で毒殺するつもりはなく、ただの脅おどしだろう。犯人がクロードが死んでも問題ない連中だとすれば、この婚こん姻いんを仕組んだ者とは別になる。

（だが、そうなると私を陥おとしいれるために、この男を連れてきたわけではなくなるか。……とはいえ、奴ら全部が繫がっているわけでもないだろうから言いきれはしないか）

　フィグネリアは矛む盾じゆんに首を傾げながらもそう結論づけた。

「義兄上に報告しなくていいんですか？　さっきの侍女も調べないと」

「……兄上には言うな。事態がややこしくなる。それにあの侍女を追ったところで行き着く先は死体だ。放っておけばいい。お前は余計なことは考えずに目の前の課題に集中していろ」

　鉄籠を机の下に置いてフィグネリアが礼状書きに戻り、七枚目を書き終えた頃。

「失礼します」

　静かな声で告げて、部屋に入ってくる者がいた。漆しつ黒こくの髪と灰色の瞳の生真面目そうな青年が向かってくるのに、クロードが身をすくめる。

「九きゆう公こう家けのひとつ、ラピナ家の御ご嫡ちやく男なんであるタラス殿だ。兄上の近衛をされている」

「あ、そうなんですか。義兄上ならさっき来てすぐ行っちゃいましたよ。入れ違いですね」

　うってかわってのほほんと言うクロードにタラスは少々難しい顔で、フィグネリアに二枚の書類を渡す。

　中身はクロードの身辺報告書だった。頼んだのは別の人間だったはずだが、彼の手にどのみち渡っていただろうものなので受け取っておく。

「……後で確認しておきます。しかしあまり関わりにならない方がよろしいかと」

　足下の鉄籠を蹴けると、タラスがそこに目を向けて口を引き結んだ。

「あの、俺、邪じや魔まですか……？」

　ふたりの雰囲気に居場所をなくしていたクロードが片手をおずおずと上げる。

「いえ、これをお持ちしただけなので。こちらは自分が処分しておきます」

　タラスが屈かがんで鉄籠を取り、立ち上がって紅茶のカップもふたつ籠の上に載せる。その時、風がそよいできて机の書類が浮き上がった。

「窓を閉めてきましょうか」

「お、俺が行きます！」

　タラスが動く前にクロードが慌あわてて立ち上がり、書しよ棚だなの奥へ消えた。

　彼曰いわくこういうことをするのは全ての妖精ではなく、好奇心が旺おう盛せいで騒ぐのが好きな、どこにでも存在できる風の妖精達がほとんどだそうだ。

　妖精側は人間の言葉を理解できるが、人間側は声を聞くどころか姿を見ることもできず、気配を感じることしかできないので、妖精達はこうするしか自分の意思を示せないという理由もあるらしい。

「これは、素す晴ばらしい才ですね」

「そうですね」

　聞こえてきた笛の音にタラスが感かん嘆たんするのにはさらりと答えて、フィグネリアはざっと調査書を読む。

　あの凡ぼん庸ようなクロードの周囲は殺さつ伐ばつとしていた。

　兄弟仲は悪く、病死とされている第一公子と第二公子は相続権を巡めぐって対立し、相あい撃うち。残る公子も疑心の塊かたまりでいがみ合っている。

　クロードの母は彼が七つの時に階段から転落して、腹の中にいた第二子と共に死去。近くで遊んでいた当時八つの双子の第四公子と第五公子が誤ってぶつかったらしい。

　事故、というのは疑わしい。双子の母は第三公こう妃ひで、クロードの母は元は第三公妃付きの侍女。クロードと双子の歳の差は半年足らず。下げ種すの勘かんぐりはおおよそ真実に違いない。

「特にこれといった警戒要素はないですね。笛のことは何もないですが……」

　フィグネリアはつぶやきながら、もう一度書類に目を落とす。

　一番面倒な、妖精を使し役えきする、という力に関しても情報はない。初日からばれてしまっている時点で、それを利用するという意図も見えてこない。

「あちらではそれほど楽士が重要視されていないせいかもしれません」

　タラスの言葉にフィグネリアは同意する。

「しかし、それを除のぞくと本当に取り柄のない男ですね」

　とにかく今、手元にあるものから分かるのは、クロードが後こう見けんもなく捨すて駒ごまにしやすいということだけだ。

「では、私はこれで失礼いたします」

　クロードが戻ってくるのを見て、タラスは一礼をし踵きびすを返した。

「早かったですか？」

　タラスの背を気まずそうに眺めたクロードは、笛を分解して胸ポケットから取り出した袋にしまう。

「いや、話は終わった……この中身に問題はないか？」

　少し思案してから、フィグネリアは調査書をクロードに渡した。そして不思議そうにその資料に目を落とした彼の顔が一瞬強こわ張ばるのを確認する。

「間違いないです。そこに書いてあることで全部です。……地位なし、味方なし、何もしないでいれば相続争いにも巻き込まれないので、妖精の相手しながら遊んで暮らしてたら急に婿入りさせられたわけです。そういうことで安心安全ですよ」

　クロードが茶化しながら調査書を遠ざけ、さりげなく歴史書を閉じようとする。

「……何もない、というのはまだこれからいくらでも詰め込めるということだ。さっさとそれを覚えてしまえ」

　ページを片手でとどめてフィグネリアが言うと、なぜかきょとんとしてクロードが彼女の顔を見ていた。

「無理だとか嫌だとかの文もん句くは聞かんぞ」

　フィグネリアが手を離すと、クロードはもう一度本に目を落とす。彼は膨ぼう大だいな量の文字に怯ひるむ素そ振ぶりを見せたが、今度は閉じようとしなかった。
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「そこじゃない、こっちだ！」

　翌日の朝、フィグネリアは狭い廊下を駆けていた。

　曲がり角が見えるとクロードの背を押してそちらへと行かせる。背後には長剣を持った男が迫ってきていた。

「一番奥まで行って動くな」

「皇女殿下はどうするんですか!?」

「いいからそこで大人しくしていろ！」

　すでに息が上がっているクロードの体力のなさに辟へき易えきしながら、フィグネリアは強い口調で彼を先へと追い立てる。

　そして男が自分だけを狙っているのを確認して、自分は曲がり角の方には行かずにそのまま真っ直ぐ走る。

　広間に出ると急きゆう勾こう配ばいの階段が見え、フィグネリアは速度を落とした。

　振り返り、男から視線を外さずに手すりを摑んでゆっくり上のぼっていく。追い詰められた獲え物もののふりをして。

「お覚かく悟ごを」

　男が追ってくる。

　二段、三段と上り階段の半ばまで来ると、フィグネリアは男が振りかざした刃やいばを避よけて脇わきをすり抜けようとする。

　男が半身を捻ひねり、片足が浮く。

　その瞬間を狙い、膝を蹴って男を落とすと同時にフィグネリアも跳とんだ。

　彼女の片手には短刀があり、落ちる衝しよう撃げきと体重を小さな刃に乗せる。

　仰あお向むけに倒たおれた男の腹の上に着地し、その右肩に短刀を根元まで埋うめたフィグネリアはすぐにもう一本短刀を抜いて、男の首筋の薄皮一枚を裂さく。

「主あるじの名前を言う気はあるか？」

　空あいた片手で肩口の短刀をさらに押し込み問うと、男は苦痛に顔を歪ゆがめながらも固い意思を示した目でフィグネリアを見た。

「だろうな……」

　男の首に短刀を添えたままだったが、フィグネリアはその喉のどを裂く気はなかった。予測していた通りに、遠くから複数の足音が聞こえてきていたからだ。

「フィグネリア様！」

　広間に飛び込んできたのはタラスで、その後ろに何人かの兵がいるのを確認してフィグネリアは男の上から下りる。

「お怪け我がはありませんか？　申し訳ありません。侵しん入にゆうに気づくのが遅れました」

「この通り無事です。後はお願いします」

　男を兵らに引き渡し、フィグネリアは最後に広間に入ってきたクロードに目をやる。ひとまず無傷そうな彼は兵達の間を縫ぬって駆け寄ってきた。

「皇女殿下、よかった、無事だ」

　泣きそうな顔になっているクロードの情けなさに、フィグネリアは苦笑する。

「慣れたことだ。お前に心配してもらうようなことはない。まあ、ここまで入り込んでくることは滅めつ多たにないから安心しろ」

　クロードが兵達の姿を見ながら言いよどんだ。

「……でも、近くに、いたのに。すいません、何もできなくて。妖精にも声はかけたんですけど、なんにもしてくれなくて」

　そして兵達が立ち去ってから、彼はそう言った。

　こんなに貧弱で臆おく病びようなくせに、なぜ自分より強いと分かっている相手に対して何かしようと思うのか。

「自分の身を護れないのは困るが、助けてもらおうとは思っていない。妖精は人の都合に振り回されないのが常だろう」

　もしかしてまだ見くびられているのだろうかと思いつつ、フィグネリアは当初の予定通り執務室に向かう。

「う、でも、俺の取り柄ってそれだけですし」

「今のところはな。妖精に関してはあまり暴れさせないでおいてくれればいい。それより物覚えがよく飲み込みが早いという特性を利用できるようにしろ。そちらの方が日常的には役に立つ」

　昨日一日学習につきあって得た手て応ごたえはそれだった。まだ信頼はできないが、雑用ぐらいはこなしてもらわなければ式やこれからかかる費用の割に合わない。

「……俺の境きよう遇ぐうに同情してくれてたりします？」

　自分に自信がないのか萎しぼんだ声でクロードが言う。

「一日観察しての客観的な評価だ。こっちが執務室になる。ここ以外は隣の応接室ぐらいしか使わない」

　フィグネリアはひとつ奥の部屋を指し示した後に、戸惑い気味のクロードを執務室に招まねき入れた。

「ここも、狭いですね。なんでこんな小さな人ひと気けのない離れでお仕事してるんですか？」

　クロードが寝室のベッドふたつ分ほどの広さしかない部屋を見渡して[image: 訝]いぶかしげにする。

「離れていて限られた人間しかいないので侵入者が見つけやすく、狭さは体格も得物も大きいあげくなんでも力ちから任まかせに突っ込んでくる輩やからを相手にするのに有利だ」

　王宮は最初に建てられた中ちゆう央おう宮きゆうの裏側から放射線状に柱ちゆう廊ろうが延び、各所に大小八つの小宮が建てられている。ここはその中でも立地の関係で特に中央から離れている。それに加えて、三代前の小こ柄がらだった側室のために建てられたもので部屋も廊下も狭い。

「理由は分かったんですけど、相続争いしてるわけでもないのに継承権があるってだけで毒だとか、刺客が襲おそってくるっておかしいですよ」

　フィグネリアは質問に答える代わりに、机に積まれた閲えつ覧らんされても問題のない書類をいくつかクロードに見せてみる。

「……財務の書類に、ええっと人事関連？　これはそれに対する解説文？　あとは不正の報告書とか他にもなんかいろいろ……これ全部、皇女殿下のお仕事なんですか？」

「全部そうだ。解説は兄上が分からないと思った点に印をつけ、それに対して詳しく説明し補足するためのものだ」

　クロードは書類を見直してから、啞あ然ぜんとした顔でフィグネリアを見た。

「丸々一枚理解不能っていうのもかなりあるんですけど、大丈夫なんですか？」

「大丈夫ではないから私がいる。兄上のことはどう思う？」

「いい人、ですね。おおらかな感じで優しそうだなと思いました」

　即座にクロードが答えたので、フィグネリアは大きくうなずく。

「そう、人として兄上はこの上なく優良だ。だが君主としてはどうだ」

　クロードは少し考えて書類の束たばを見ながら口ごもる。

「……お前の思っている通りのことを父上も思った」

　当時十歳になろうとするイーゴルを見て、先帝は国の行く末に不安を抱いだいた。イーゴルは疑うよりも信じ、愛することを尊とうとぶ子だった。それだけならばまだよかったが、武芸には秀ひいでているものの勉学はからきし、だった。

　つまるところお人ひと好よしで頭が悪い、と君主としては最悪の取り合わせなわけだ。

　先帝は第二子を望んだが、当時の皇后は嫡男出産以降は子に恵まれなかった。そして迎えた側室はフィグネリアを産んだものの、難産で娘の産うぶ声ごえを聞いてすぐに亡くなった。リリアはその後皇后が産んだ子で、幼い頃は余命幾いくばくと言われていたほど体が弱く、先に期待をかけられるのは結局フィグネリアひとりになった。

「じゃあ、本当は皇女殿下が皇帝になるはずだったんですか？」

　出生のいきさつを聞いてそう問うクロードに、フィグネリアは首を横に振る。

「前皇后陛下は九公家中核であるアドロフ家の長女だ。兄上が帝位に即つかねば九公家との関係が悪化する。……祖父が増長させてしまったせいで皇帝といえど九公家にそう容易たやすく楯たて突つけない」

　先々帝は九公家を抑おさえきれなかった。贈ぞう賄わい、横領、暗殺と貴族達は腐ふ敗はいし、民は蔑ないがしろにされ、もはや内から崩れかけていたところでフィグネリアの父が彼を玉座から引きずり下ろして帝位についた。

　そして溜たまった膿うみは時間をかけて絞しぼり出され、今の安定した国がある。だが九公家の権威は依い然ぜん強く、一時たりとも気を緩ゆるめられない状況だ。

「兄上を皇帝として据すえることで九公家との関係の均きん衡こうを取りつつ、九公中心の内政を変えるという父の政策を引き継ぐ私は、九公家にとって殺したいほど邪魔な存在だ」

　あげくに九公家の中心であるアドロフ公が側室の子であるフィグネリアを毛嫌いしていて、他の八公を諌めることもしない。三年前に前皇后が亡くなってからはいっそう状況は悪化している。

「それならタラス殿は敵、じゃないんですか？」

「あの方は父上の信しん奉ぽう者しやだ。だからいまだに近衛をしているのだろうな」

　どの貴族も十歳頃から嫡男を帝都の軍に預け、五年ほど従事させるが、タラスは自分の意思で十年軍務についている。歳が近いこともあり、子供の頃から父の政策についてよく話した。先帝に対する畏い敬けいの念は本物だろうが、九公家の嫡男である以上過信はできない。

「九公家と皇女殿下の敵対関係は分かったんですけど、やっぱり暗殺はやりすぎじゃ……」

　まだ納得いかないというクロードにフィグネリアはもうひとつ、とつけ加える。

「相続争いを避さけるために、私の母が天てん涯がい孤こ独どくの身の上で平民出身だったことが今、かえって問題の火種になっている」

　祖父の代には九公家の血けつ脈みやくが国中に広がり、縁えん戚せき関係を持たない者はどれほど優ゆう秀しゆうであっても上へと登れなくなってしまっていた。それに関しても先帝は変えようとしたが、彼が逝いくのが早すぎた。

　実力が認められて半はん端ぱに自信をつけた状態で、最大の後ろ盾だてである先帝に先立たれた下位の者達はまた九公家に虐しいたげられるのに反発し、先帝の死後に反九公家派として派は閥ばつを築き上げた。それはここ数年で肥ひ大だい化かしている。

「反九公家派は九公家の血を汲くまない私を〝影の皇帝〟と呼び、持ち上げて新しい後ろ盾にしようとしている」

「……皇女殿下がいなくなると反九公家派は弱体化して、九公家は皇帝陛下を操って好き放題できるってことですね」

　やはり、物事の飲み込みはいいようだとフィグネリアはうなずく。

「おかげでこの五年で何度か死にかけた」

　五年前に先帝が没ぼつしてすぐの頃は、十三だったこともあり、死なない程度の毒や脅しですんでいた。しかし、一向に政務から手を引かず先帝の政策を推おし進めようとする自分と、それに乗りかかろうとしている反九公家派の拡大で、この頃は本気で殺しにかかってきている。

「もっと近くに護衛を置くとか、義兄上と一緒に仕事するとかできないんですか？」

「駄だ目めだ。私が反九公家派に寄りかかりすぎたり、兄上の側についていると簒さん奪だつを目論もくろんでいると思われかねない。今日、駆けつけてきた者達も、私がいなくなったら困るから自主的に監視をしているにすぎない。それぞれの利害の平へい衡こうを保つには、ここでひとりでいるのが一番いい」

　淡たん々たんと答えると、クロードがどこか寂さびしげに目を細めた。

「じゃあ、あの人達も味方ってわけじゃないんですね」

「王宮内で信の置けるのは兄上と義姉上だけだ。だが、ふたりもこの争いに関してはほとんど知らないので[image: 迂]う闊かつなことは口にするな」

　兄夫婦が動くと面倒なことになるのはもちろんだが、それ以上にふたりはこのまま私欲にまみれた惨さん状じようなどとは縁えん遠どおいところで幸せそうにしていて欲しかった。

　兄だけでなく、両派に挟はさまれた微妙な立場にある妹夫婦も同じだ。自分がここでわずかにでも均衡を崩すようなことがあれば、妹一家の平へい穏おんはなくなってしまう。

　だから全て隠す。そして自分の言動が、何より大事にしている家族の幸福を脅おびやかす可能性を持っていると常に考えていなければならない。

「なんかすごい状況のところにお婿に来ちゃったんですね……」

　感かん慨がい深ぶかそうに言いながらも、クロードの言い方はどこか他ひ人と事ごとのようだった。

「私が消えれば内政は混乱する。そしてお前は私の最も近くまで送り込まれた人間だ。それをよく踏まえた上で自分の置かれている状況を熟じゆつ考こうし、行動するようにしろ」

　声を厳しくすると、クロードはびくりと肩をすくめて沈黙する。

「……俺、皇女殿下の味方になりたいです。そのためには何をすればいいんでしょうか」

　なぜそういうことになる。そもそも考えろと言ったのに訊きいてくるな。

　言いたいことはいろいろあったが、フィグネリアはクロードの真摯な様子にため息を零こぼすだけにとどめた。

「私の命じたことを忠実にこなせ。意見や文句、要求は言ってかまわない。できることは聞く。できないことの理由はちゃんと説明する」

　クロードは首を縦に振ってからじっとフィグネリアを見る。

「なんだ」

　見返すと彼は緊張した面おも持もちで口を開いた。

「皇女殿下のこと、名前で呼ぶのって駄目ですか？」

「問題ない」

　別に異論はなかったので許可すると、クロードがはにかむ。

「これからいろいろ教えてくださいね、フィグ」

　それは名前じゃなくて愛称だろうが。

　その言葉は、クロードが琥珀の瞳を心許なさそうに揺らすのを見て吞み込んでしまった。

　結婚式から二日。彼の様相は目新しいものにはしゃいでいるのが半分、こうして迷子のような顔をするのがもう半分だ。

　何も知らないというのは本当だろう。だが、いずれは敵に回るかもしれない。

　家族以外は敵か、自分を利用しようとする者のふたつにひとつでしかない。

「あの皇女殿下、やっぱり嫌ですか……？」

「いや、かまわん。まずは昨日の続きからだ。そこに座れ」

　言われた通り、クロードが執務机と対面するように置かれた席につく。それから少しして、彼はそろりと机から顔を上げる。

「フィグ」

「何か分からないことでもあったか？」

　声を返すとクロードが顔を綻ほころばせた。

「用がないなら呼ぶな」

　続きが返ってこないのでフィグネリアが自分の仕事に戻ろうとすると、クロードが慌てて呼び止める。

「あります！　この地図の見方がよく分からないんです」

　仕方なく彼の側まで寄って、資料を覗き込む。少し特とく殊しゆな地図で、確かに初めて目にするなら戸惑ってしまうものだった。

「……分かったか？」

「はい。あの、夫婦っぽくていいですよね、名前」

　同意を求めてくるクロードに、フィグネリアははたと気づいた。

　この男もまた、家族なのだ。

　自分にとって結婚とは公務の一いつ環かんで、費用やら相手側の政治的意図やらにばかり考えがいって、新たな家族が増えるということにまるで繫がっていなかった。

　フィグネリアは今頃になって、目の前のよく分からないたいして取り柄のなさそうなこの男が、家族でもあることを理解したのだった。
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　結けつ婚こん式しきからひと月後。フィグネリアはクロードと共に馬で大だい神しん殿でんへと向かっていた。

　肌はだを時々掠かすめていく風は思わず首をすくめてしまうほど冷たいが、陽ひ射ざしだけはまだ暖かく、街を行く人々は外がい套とうまでは羽は織おっていない。

　ただ、温おん暖だんなハンライダ育ちのクロードには堪こたえるらしく、今日は外套を出してやらねばならなかった。

「外はちょっと暖かいけど、風が、冷たいですね」

　ちょうど真向かいから風が吹きつけてきてクロードが体を縮こめる。それからまた彼は首を伸ばして、目の前にそびえる白はく亜あの大神殿を見上げた。

　礼れい拝はい堂どうと大おお神み子この住まう塔とうの合わさった中央の建物を七つの尖せん塔とうが取り囲み、塔と塔の間は回かい廊ろうで結ばれていて、その形は王おう冠かんのようだ。

　クロードは結婚式の時は馬車でここまで送られたので全ぜん貌ぼうを見るのは初めてらしく、物もの珍めずらしそうにさっきから大神殿ばかり眺ながめている。

　フィグネリアはそんな彼を視界の端はしにとどめつつ、大神殿へと向かう人々の様相を眺めていた。

「王宮とはちょっと違ちがう白ですけど……どうしたんですか？」

　フィグネリアの表情の険けわしさに気づいたクロードが首を傾かしげた時、彼女は馬を止める。

「人が多い。もうここから歩くぞ」

　フィグネリアは大神殿の広場の少し手前で馬を降りる。クロードもひと月前とは違い、よろけることなく地面に足をつけた。

（ずいぶん様になってきたな）

　ここひと月の間、彼に馬術も教えていたフィグネリアは少し表情を和やわらげる。

「それにしても本当にたくさん人がいますね。やっぱり神しん霊れい様が身近だと違うんですかね」

　近くの簡易な厩うまやに馬を繫つないで広場に入る。大神殿が近づくにつれて前が見えづらくなるほど人が増えていった。周囲の人間はフィグネリアの存在に気づいているものの、大きく道を空あけようとはしない。

　もうここは大神殿内と同じだ。俗ぞく世せの地位は無む為いのものになる。

　近くに官かん吏りである貴族らしき者も多くいるが、誰だれも気にしていない。

「ここは人々が心と体を癒いやす場でもある。悩なやみがあれば神官様にお話を聞いてもらい、病やまいがあれば薬を処方してもらう」

「悩みがあればっていうのは俺の国と一緒ですけど、他に医者っていないんですか？」

「医術を行うのは神官様のみだ。薬くす師しもいるが、それは神殿で修練を積み資格を得なければならない。そして、全て無む償しようで貧しい者も富める者も平等に診みてもらえる。とはいえ、皆みなそれを奉ほう納のうと名目を代えて納めるがな」

「俺の国とは全然違うなあ……」

　クロードは間近に迫せまった大神殿に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けていた。

　しかし、ここに人が集まりすぎることはよくない。

　官かん僚りようの多さに眉まゆを顰ひそめていたフィグネリアは、指先に触ふれるものがあってそちらに意識を向ける。

　ちょうどクロードの指先が触れていたのだ。当たったのではなく、確かに意思をもって伸べられている。

「人が多くてはぐれそうだから……」

　クロードは目を泳がせながら、無言の拒きよ否ひを示すフィグネリアにしどろもどろに言い訳する。

「目的地はすぐそこだ。はぐれても問題ない」

「寒いし……」

「手袋は明日用意する。今日は我が慢まんしろ」

「……手、繫ぎたいです」

「却きやつ下かだ」

　このひと月、クロードは命じたことは忠実にこなしている。それも義務をこなしている風ではなく、夢中になって学ぶことを楽しんでいるようだ。

　お前は一体何をしに来たんだと最初は思っていたのに、この頃はそれすら思わなくなってきているぐらいに彼は順応してしまっている。

　しかし、少し油断するとこういう行動に出るから気が抜けない。

「まだ、手を繫ぐのも駄だ目めですか……」

　そして突き放すと寂さびしげな目をしてしょげる。

　こういう風に居場所をなくしたような顔をされると、こちらが全面的に悪い気がしてしまって苦手だ。

「言っておくが、遊びに来たわけではないんだぞ」

　フィグネリアが罪悪感に声を和らげ、軽く窘たしなめるとクロードは体を強こわ張ばらせる。

「分かってます。でも、笛の査定って必要なんですか？」

「冬ふゆ籠ごもりの祭事の楽士は重要だ。だが、大神殿に届くほど多くの人間がお前の笛を聴いているはずがないのだがな」

　雪が降る前、その年の最後の狩りをした翌よく日じつに恵みを与えてくれた地ち母ぼ神しん達に感謝を捧ささげる祭事を行う。その時の供く物もつのひとつが音楽だ。

　例年、国内の楽士が何人か選ばれるのだが、今年はなぜか大神殿からクロードを指名してきた。

　今日は大神官長が演奏を一度聴いてから確定したい、ということで来たのだ。

「粗そ相そうのないようにな」

　大神殿の大おお扉とびらまで来て、フィグネリアはクロードにそう告げて中へと入る。

　正面には、礼拝堂の手前の結婚式などで使う控ひかえ室がある間へ続く両開きの扉が見え、左右には診しん療りよう所じよとなっている塔へ向かう回廊への出入り口がある。

　多くの人々がひしめきそれぞれが目的の場所へ向かう中、フィグネリアとクロードはその場で立ち止まる。

　神官を迎むかえによこすと言われたが、まだ来ていないらしい。

　少し待っていると、右手の回廊側で人がさざめく声が聞こえ、誰もが道を空ける。そして姿を見せた細身の青年は、大神官長のロジオンだった。

　漆しつ黒こくの髪と、花のように柔やわらかい色合いの紫の瞳ひとみ。白で統一された大神殿内ではよく目立つ色合いだ。

　何よりその美び貌ぼうが人目を惹ひきつける。何ひとつ表情を湛たたえないその顔は、つくりものにさえ見える。

「お待たせしました」

　そして、ロジオンはフィグネリアとクロードの前で抑よく揚ようなく言った。感情の込められていない言葉を無ぶ愛あい想そうと感じることは不思議とない。紙の上の文字を見る時と同じような感覚である。

「いいえ。お言葉に従い、我わが夫、クロードを連れて参りました。……なぜ、彼を楽士にお選びになったのですか？」

　大神官長自みずから楽士を出迎えるというのは異例のことで、フィグネリアは驚おどろきながら疑問を口にする。

「タラス様からよき楽士だと聞き及びました。今年も昨年と同じ方にと思いましたが、せっかくなので趣しゆ向こうを変え、神霊様方にお喜びいただけたらと思いまして」

　タラスと聞いてフィグネリアは眉び宇うを曇くもらせる。彼のことだからただ何気なく口にしたというわけでもないだろう。クロードを目立たせてどうするつもりなのだろうか。

　しかし悪い影えい響きようを及ぼしそうなことは思い浮かばなかった。フィグネリアはもやもやとしたものを抱かかえたまま、ひとまず考えるのは保留にした。

「クロード様、お受けいただけますか？」

　ロジオンに視線を向けられたクロードがたじろぐ。

「……たいしたものじゃないですけど、お役に立てるなら頑がん張ばります」

　答える声もどこかぎこちなく、フィグネリアは[image: 訝]いぶかしげにクロードを見上げる。

　緊きん張ちようしている、というより恐おそれているといった表情だ。

（何をそんなに怯おびえる必要があるのか）

　フィグネリアは本人の手前それを問いただすわけにもいかず、歩き出したロジオンについていく。

　三人が向かったのは左手側の回廊だ。床ゆかには天てん井じよう近くの硝子ガラス窓まどに刻まれた幾き何か学がく模も様ようが映っていて、光と影で織られた絨じゆう毯たんが敷しかれているかに見える。帰りたそうな顔をしていたクロードも、それを見て琥こ珀はく色いろの瞳を輝かがやかせた。

「綺き麗れいですね、これ」

（だから、遊びに来たわけでは……）

　そう思いながらも、フィグネリアはその無む邪じや気きさに口元が緩ゆるんでしまっていた。

「クロード様」

　しかし、緩やかに湾わん曲きよくした廊下の中央でロジオンに呼ばれて、クロードはまた表情を硬かたくする。

「神を降ろす、という行為についてはお聞き及びですか？」

「はい。祭事では大神子様が神殿から出てきて、楽士は神霊様の声を直接聞けるんですよね」

　声はロジオンに向け、視線はフィグネリアに向けてクロードが確認をとる。

　通常、大神子を通して発せられる神霊の声は大神官長ひとりが聞き、それから彼によって人々に伝えられる。だが、祭事の時のみは楽士と、祭さい壇だんまで大神子に随ずい行こうする皇こう家かの人間や幾いく人にんかの兵は直じかに聞くことができる。

　なので、楽士や随行の兵に選ばれることに誰もが憧あこがれるものだ。

「他の国から来る方はこれをまやかし、と言って信じようとはしませんが、クロード様はお疑いにはなりませんか？」

「そういうことはあってもいいと思っているので、特には……」

「それならば安心しました。我われ々われにとって神霊方とは確固たる規律です。俗世がどれほど移ろおうとけして変わることなく、私達を導いてくださるのです。いずれ、あなた様も神霊方のお言葉に触れてその真意を感ずることになるでしょう」

　そう言ってロジオンはまた黙だまって先へと進む。行き交う人々はロジオンのために道を空けていく。膝ひざを折るようなことはしないが、すれ違う時は皆軽く頭こうべを垂たれてその姿に感じ入った顔をしていた。

「すごい」

　廊下を抜け出ると、クロードが吹き抜けになった天井を見上げてつぶやいた。

　円えん筒とう状じようのこの塔は五階層になっている。二階から五階まで歩廊がバルコニーのように張り出し、どこからでも診療所の待合室である一階の広間を見み下おろせる。

　この変わった造りの塔に対するクロードの反応はなんとなく予想していたもので、フィグネリアは思わず噴ふき出しそうになった。とにかく彼は、目新しいものにはしゃがずにはいられない性質のようだ。

「あまりきょろきょろするな。この先もずっと同じ造りですぐに見慣れる」

　楽士として選ばれるからにはもう少し落ち着きを持ってもらわねば困る。

　フィグネリアが小声で注意すると、クロードは素す直なおにうなずく。しかしその視線は落ち着かない。

　これぐらいならまだいいかとフィグネリアはそれ以上咎とがめるようなことはせず、そのままロジオンの後を静かについていく。

　そうしてまた同じような廊下で繫がれた神官達が居住する塔をふたつ通り過ぎ、一回りほど大きな広間に出た。

　ちょうど礼拝堂と神子達が住まう場所の真裏に位置する、大神官長の塔である。

　三人は広間の右手側にある狭せまい螺ら旋せん階段を上っていく。たどり着いた最上階の部屋は、幾何学模様の織物が敷かれているだけで何もない。

　ロジオンが視線をすっと向けた部屋の奥には、幾いく重えにも重ねた紗しやの帳とばりが垂れ下がっている。よく見ればその奥に人影があるのがわかった。

「大神子様も一度聴いてみたいと仰おおせになるのですが、よろしいですか？」

　大神子の願いを断るなどあり得ないことで、フィグネリアはすぐに承しよう諾だくする。

　それから間もなく演奏をこわれ、クロードは周囲を不安そうに眺めた後に立ち上がった。

　半歩前に出たクロードの顔に緊張が見られたのは、笛に口をつけるまでの間。

　いざ音が流れ出すと、彼の表情は驚くほど穏おだやかだった。

　抑揚も高低もかすかな調べが狭い空間をひたひたと満たす。どこまでも静せい謐ひつな音の水みな底そこへと沈しずめられていく感覚に、意識という意識がとらわれる。
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　クロードの口元から笛が離はなれても、夢の名残なごりのように余よ韻いんが耳にとどまり、誰もその場ですぐに言葉を発することができなかった。

「今年の祭事は格別なものとなるでしょう。あなたのような才ある方が今、ここにおられることを喜ばしく思います」

　ロジオンが沈ちん黙もくを破り、厳かに告げた。彼に歩み寄られたクロードが一歩後あと退ずさる。

「……気に入っていただけてよかったです」

　絞しぼり出すように言ったクロードの顔は、薄うす暗ぐらい中でも分かるほど血の気がなかった。今にも倒たおれそうな様子に、フィグネリアはロジオンに断りを入れる。

「恐れながら、夫の体調が優すぐれないようなので下へ降りてもよろしいでしょうか？」

「ええ。そのご様子ですね。無理をさせてしまい申し訳ありません」

　許可を得るとクロードが安あん[image: 堵]どした表情で側に寄ってきて、フィグネリアは一緒に階段を下りる。その間彼はずっと息苦しそうだった。

「大丈夫か？」

　階段を下りきって明るい場所に出ると、クロードはこくりと首を縦に振る。

「……妖精が、変でした。ここに来てすぐぐらいから大人おとなしかったんですけど、あの部屋に入るとみんな急によそよそしくなって」

　ひとつ息を吐はいてクロードがそれに、とつけ加える。

「あの大神官長様、嫌いやな感じがします」　

　続けられた言葉のあまりの不ぶ躾しつけさに、フィグネリアは絶句した。

　生まれてこの十八年、大神官長を否定するようなことを口にする人間は見たことがなかった。あまつさえここは大神殿で、すぐ側に大神官長がいるのだ。

「ひとつ、言っておくが。この国でロジオン大神官長様はもちろん、神殿に関わる全ての方々に対しそのような言葉を軽々しく口にしてはならない」

　厳しい声で叱しつ咤たするとクロードは目を丸くした。

「そこまで酷ひどいこと言ったつもりじゃないんですけど……。ただちょっと話してて言葉に人間らしい音がなくて変っていうか、恐こわいっていうか」

　クロードの言い分は分からないでもないと、フィグネリアは諭さとすように話し始める。

「神殿とは、神と人を繫ぎ全ての事柄に公平な場だ。ナルフィス教とは違い、政治的な事柄には一切触れず、金品を要求することもなく、ただ心身の健康を与えることしかしない。そして、その神殿を統すべる大神官長様は神霊方に対しても公平でなくてはならない」

　フィグネリアはそこで言葉を一度切って、戸と惑まどうクロードを見つめる。

「神霊方はそれぞれ意見がぶつかることもある。甘かん言げんでもって自分の意見を通そうとするお方もいる。そういった様々な意見に耳を貸し、時に宥なだめるということも大神官長様のお役目だ。だから、ああいった人にも神にも惑まどわされない無私無欲の方でないと務つとまらないのだ。特にロジオン大神官長様は歴代の大神官長方より無に近く、あれほど若くして大神官長になられた」

　ロジオンが大神官長の任についたのは六年前。弱じやつ冠かん二十五の大神官長は異例のことだったが、誰もがその姿を目にし、声を聞いて納なつ得とくした。

「無私無欲って言われてみればそんな風ですね」

　言葉とは反対に、クロードはまだ安心できないような顔をしていた。

「だからこそ人々は神殿に信頼を寄せ、ありあまる感謝の意を奉納という形に変える」

　理解するのに時間がかかっているクロードに、つまり、とフィグネリアは最初へと話題を戻す。

「神殿とは一切の中立的立場であり、我々は安易に疑心を口にしてはいけない」

　こういった信条は自分達にとって当然すぎて、説明する必要があるとは思い至らなかった。

　フィグネリアは今後気をつけておこうと胸に刻む。

「神殿は絶対不ふ可か侵しんの場、と覚えておきます。おおらかに見えて結構厳しいな……」

「そう難しく考えることもない。常に敬うやまう気持ちさえ忘れなければそれでいい」

　慎しん重ちようにうなずくクロードの顔色はずいぶんよくなっているようだった。

「まだ、気分は悪いか？」

　窓辺に近い場所に移動しながらフィグネリアは問いかける。

「だいぶよくなりました。でも、なんとなく心許ないので手を繫いでくれたら」

「よし、問題ないな。他にもやることはある。帰るぞ」

　馬ば鹿かを言っていられる元気があるなら大丈夫だろう。

　クロードに背を向けてからフィグネリアはほっとする。

　それから先に数歩進んでもクロードがなかなかついてこないので振り返ると、反対側から来たタラスと何か話しているのが見えた。

　フィグネリアは声をかけようとしたが、その前に彼は上へと行ってしまった。

「楽士として認められましたって言ったら喜んでくれましたよ」

　クロードが追いついてきてそう言ったので、フィグネリアはああ、と曖あい昧まいにうなずく。

　ここに来たということは、タラスもまたロジオンに呼ばれて来たということだ。楽士としてクロードを推すい挙きよしたのだからおかしいことはないが。

　何か嚙かみ合わないものを感じて、フィグネリアは胸の内のわだかまりを濃こくした。
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　その夜、フィグネリアはタラスがクロードを推挙した理由をつらつらとベッドの上で考えていたが、やはり本人に聞くより他なさそうだという結論しか出なかった。

　楽士に選ばれたことに問題はないだろうが。

　テーブルに張りついているクロードに視線をやって、フィグネリアはつい笑みを零こぼす。

「その辺りで諦あきらめておけ」

　彼は地図を眺めながらうつらうつらしていた。昼間出した課題を覚えきれずにまだやっているのだ。

　クロードはしぶとく地図を睨にらんでいたが、眠気に負けたのか大人しくベッドに上がった。その位置は端は端だが、初夜の時よりわずかに中央に寄っている。

　三日目ぐらいの夜に、寝返りを打った拍ひよう子しに落ちかけたからだ。

　自分も寝返りの軋きしみで目が覚めるほど気を張っていたため、クロードが落ちる前に止められた。だが危ないので、仕方なしにそこに場所を変えさせたのだ。

「なんで、あんな似た地名をつけるんでしょう」

　クロードは地図を思い描いているのか、シーツの皺しわを指でなぞってまだ考え込んでいる。

「今日はもう寝ろ。そこはもう少し先で教えるところだったから明日でもいい。……予定より十分進んでいるから、急ぐことはない」

　思っていたよりずっとクロードは勉強熱心で、それ以上に結果も出ている。睡すい眠みんを削けずってまで無理をする必要もないだろう。今日は大神殿でいろいろあって疲つかれているし、なおのことだ。

「でも、フィグが喜んでくれるようにもっと頑張りたいです」

　クロードの言葉に、フィグネリアは虚きよを衝つかれた。

　最初に味方になりたいだとか言っていたが、まだそのつもりだったらしい。

　それと同時に、苦いものもこみ上げてくる。

　子供の頃より起き床しようから就しゆう寝しんまで、政治、経済、史学とありとあらゆる学問を叩たたき込まれた。それに加えて合間に息抜き代わりとして馬術と武術の練習と、体と頭に限度を超えるほどのものを詰つめ込まれても耐たえられたのは、同じ理由だった。

　頑張れば、父が期待通りだと褒ほめてくれる。そして兄もたくさん喜んでくれる。

　ただ、クロードは自分と違ってそれを口に出してしまえている。

　自分は言えなかった。

　国のため、兄を支える影となるために学ばされているのだ。自分の利益のためにやっているだなんて、そんなこと言えるはずがなかった。

「フィグ？」

　押し黙るフィグネリアに、クロードが戸惑いを見せる。

「それで、私が喜ばなかったら学ぶことはやめるのか？　本当はこんなことはしたくないのか？」

　このひと月で彼のことは何もかも分かった気になっていたが、何か読み違いをしていたのだろうかと思うと少し不安になった。

　クロードは首を捻ひねりながら唸うなる。

「やる気は減りますけど、やめはしないかと思います。勉強、楽しいですし。その代わり他にフィグが喜んでくれることを探します」

　楽しんでいるのは本意だったらしいとフィグネリアは安[image: 堵]する。だが、思っていた以上に諦めが悪い性格でもあるようだ。

「……私が喜んでいるかどうかの判断はどうやってつける」

　そういえばあまりあからさまに褒めた記き憶おくがないので問うてみると、クロードは目を瞬しばたたかせてこちらをまじまじと見てくる。

「自覚がないなら俺の心に留めておきます」

　そして彼は視線を逸そらして答えるのを拒否した。その口元は明らかに緩んでいる。

「いや、教えろ。一体お前は何を基準にしているんだ」

　ベッドの中央ぎりぎりまで、フィグネリアはクロードに近づいていく。しかし彼は頑がんとして答えない。

「フィグ、真ん中越しちゃ駄目なんですよ」

「私が越すことに問題はない。言え」

　小こ狡ずるく逃にげようとするクロードにしびれを切らし、フィグネリアは中央を越えた。

「駄目です。言ったら、俺のささやかな楽しみが減ります！」

　そうは言われても自分が知らない自分というのは気になる。

　フィグネリアが答えるまで退ひかないと睨むと、クロードはようやく観念したようだった。

「……笑ってくれてるんです。嬉うれしそうに。うう、それ言っちゃうともう笑ってくれないじゃないですか」

　落ち込むクロードの傍かたわらで、フィグネリアは今日までのことを反はん芻すうしてみる。

　クロードは分からないことには真ま面じ目めに悩んで、それができると目に見えて表情が明るくなる。そしてフィグ、と名前を呼んできて、できたことを認めてもらうのをうずうずと待っている姿を見ていると、多少は褒めてやらねばならないとは思ってしまっている。

　だが、喜んだのだろうか自分は。その瞬しゆん間かんのことは自分ではまったく分からない。

「お前にとって私が喜ぶことには価値があるのか？」

「あるっていうか、それが一番、俺がやっててよかったと思うことですね」

　クロードの返答は、やはり自分が日頃思っていることと同じだった。

「気にくわない」

　自分と共通点があるなど。それに、体面を取り繕つくろわず素直に言ってしまうところもだ。

「そこでなんでそういう返しになるんですか？」

　戸惑うクロードにフィグネリアはむっつりとする。

　これはただの僻ひがみのようなもので、理り不ふ尽じんな八つ当たりにすぎない。そんな子供のような態度をとってしまう自分のことが一番不服だった。

「もう少しもっともらしい理由をつけろ」

「でも、それ以外理由なんてないですよ。愛妻のためってもっともらしくないですか？」

　冗じよう談だんでもなんでもなく本気で言っているらしいクロードの眼差しを受け、フィグネリアは閉口する。

　自分に近づいてくる人間は往々にして何かを企くわだてている。それを探さぐって、隠かくされたものを暴いて叩きつけるなりなんなりして追い払う、あるいは利用するのが常だ。

　それなのにクロードはすぐに感情を表に出すし、思ったことを全部口にしてしまうので自分がするべきことがなくて困る。

「もっともらしくない。もう寝る」

　妥だ当とうな返答が思いつかなかった末に、フィグネリアはベッドの端まで逃げて横になった。しかしすぐに眠れるはずはなかった。

　クロードは早々に寝息をたてて熟じゆく睡すいしている。なんとなく見たその寝顔は起きている時より幾いく分ぶん幼く、緊張感の欠片かけらもない。

　この光景に馴な染じんでしまっている自分が嫌だ。警けい戒かい心しんを持たねばならないのに、この頃はクロードの寝返りに朝まで気づかない。

　むしろ、クロードが来る前より安眠できている気さえする。

「いや、さすがに気のせいだ」

　フィグネリアは自分自身の思考を否定して灯ひを消す。

　暗闇の中にある他人の呼吸と気配に五感はまるで過か敏びんにならない。あるのは張り詰めていたものがふっと緩むような感覚だけだった。
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　その翌日、フィグネリアはタラスに招かれ、クロードを伴って王宮と隣となり合う兵舎を訪れていた。

「兄上？」

　タラスの私室に入ると、そこにはなぜかイーゴルが座っていた。

「おお、お前達も来たか。タラスが見せたいものがあるそうだ」

　一体何をと口にする前に、タラスが細長い箱を持って隣となりの寝しん室しつから戻ってきた。中に入っている物を知っているフィグネリアは[image: 訝]しげにタラスを見る。

　厳げん重じゆうに鍵かぎのかけられた箱が開けられ、クロードが目を瞬かせた。

「これってもしかして銃じゆうとかいうやつですか？」

　フィグネリアはその問いかけを肯こう定ていする。

「見たことはないか？」

「絵で見たことはあるんですけど本物は初めてです」

　予想していた答ではあった。

　銃は隣のロートム王国が開発し始めたものの、実用にはまだ適さなかったことと、ディシベリアとの間の戦争も終息したこともあり、あまり普ふ及きゆうはしていない。ハンライダのような小国には実物などありはしないだろう。

「俺も初めてだ。こんな鉄の筒つつが本当に弓より強いのか？」

　イーゴルが銃を持ち上げて首を捻る。

「確かにこの国の男達でしか引けない長ちよう弓きゆうの威い力りよくは大きいですが」

　予想通り危機感の薄い兄の反応を見て、フィグネリアは肩かたを落とした。

「タラス殿、命中率と暴発の危険性は？」

「それは改善されています。技術的な訓練を受ければ、十発中七発は当てることが可能だそうです。撃うち手への負担も軽減されて、さほど力がなくとも撃てます」

「……俺でも？　あ、思ったより重い」

　イーゴルが軽々と持つ銃を受け取ったクロードが予想外の重量に腕うでを下げるのに、フィグネリアは苦笑する。

「兄上とお前では腕わん力りよくが違いすぎる。それでも弓を引けるようにするよりは簡単だろう。ロートムでの量産体制は？」

「まだ整ってはおりません。命中率を上げるための加工が手間がかかり、鉄や鉛なまり、硝しよう石せきの安定的な供給もできていないようです。しかし硝石の生産方法も確立しかけているらしく、南方にたびたび使節団を送り鉄の供給にも余念がありません。さらなる効率を求めてこちらの鉱脈の発見方法にも探りを入れているようです」

　突然大規模な鉱脈を見つけるディシベリアへと、ロートムが密みつ偵ていを送り込むのは今に始まったことではない。

　神霊より授さずかったなどとは向こうも信じないので探りを入れられるのはいいが、こちらからすれば神霊に頼らずここまでできていることが問題だ。

　フィグネリアはクロードから銃を受け取って重さを確かめながら、眉み間けんに深い皺を刻む。

「あの、すいません。全然話の意味が分からないんですけど」

　難しい顔で黙りこくるフィグネリアとタラスの側で、クロードが遠慮がちに言う。

「今、ロートムに有能な学者がいるらしく、ここ十年あまりで急速に銃の性能を高めている。だが鉄や硝石は安定的に入手できる術すべがまだなく、高価なものだ。これでだいたい分かるな」

「……つまり、ロートム王国は新しい銃をたくさん作って、昔みたいに侵しん略りやく戦争を起こすかもってことですか」

　自信なさげなクロードにフィグネリアは当たりだ、と笑みを作りかけて止める。そのせいでどこかぎこちない表情になってしまった。

　今のは嬉しい、とは違う。間違っていないと安心させるためだ。だがなぜそんなことを自分が考えたのかはよく分からなかった。

「戦いくさか。しかしそんな武器がいくらあろうとディシベリアの兵が敗れるとは思えん」

　フィグネリアが別のことを考える横で、イーゴルが納得できない様子で言った。こういう意見は彼だけにとどまらない。

　恐ろしいことに鍛きたえ上げられた肉体と気合いがあればどうにかなると、ディシベリアの男の大半が思い込んでいるのが現状である。

「でも、これなら俺みたいなのや、女の人や子供とかでも戦場で直接腕力で勝負しなくても、それこそ姿すら見せずに勝てるってことですよ」

　そうイーゴルに語りかけたのはクロードだった。

「クロード様のおっしゃる通りです。いずれはこちらも持たなくてはならなくなるでしょう。念頭に置いていただけたらと……」

　タラスが控えめに告げると、イーゴルはまだ懐かい疑ぎ的てきに銃を見ていた。
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「兄上、鉄や金銀、塩など資源、鍛か冶じの技術の高さ、織物。向こうには持ち得ないものがディシベリアにはまだ多くあります。それらをもっと活用できるようにしなければ銃だけでなく、様々なものの生産においても知恵と技術をもって効率化していくロートムから遅れをとるでしょう。兵力、財力、共に劣おとることとなれば、ディシベリアは確実に衰すい退たいしていきます」

「前もその話を聞いたが、木や歯車でできたものを使って今よりも多くのものを作る、ということなのだろう。だが、やはり俺達は神霊方に与えられたものは自らの手で感謝を込めて扱あつかわねばならない。それに、勝手に大地から多くのものを奪うばうことはできない」

　ディシベリアの技術発展の遅れの一因には、この思考もある。

　この国の人間はどんなことも大たい抵ていは神霊方のお恵みですませてしまい、それほど物事を深く考えない。それに神々と近しすぎるがために、広い領土を持ちながらも所有権を半なかば神霊に委ゆだねてしまっている。

「ええ。ですが兄上、神霊方もそこまで無む慈じ悲ひではないでしょう。これまでのように畏い敬けいを忘れず心に持ち続ければ、いくらかはお譲ゆずりいただけるはずです」

「それは人の驕おごりが過ぎるのではないか？　それに俺にはどうにもやり方を変える必要性がよく分からん……」

　典型的なディシベリアの人間である兄に理解してもらうのは、まだ難しいようだ。

　フィグネリアは半ば諦めが見え始めているタラスと視線を合わせて、ため息をひとつ零す。

　クロードは話に追いつけなくなってきたのか、ぽかんとしている。

「なんていうか、神様とも折り合いつけなきゃならないって大変ですね」

　神は形ばかりのものになってしまっている国で生まれ育ったクロードにとっては、その時点で理解しにくいようだった。

「クロード様、祭事の時に直に神霊方のお声を聞いていただければ、そのこともご理解いただけると思います」

「おお。そういえば今年の楽士はお前だったな」

　タラスがそう言うのに、イーゴルが食いついた。

　これ以上話しても理解は得られそうにないので、クロードには兄と一緒に先に王宮に戻ってもらうことにした。

「フィグはどうするんですか？」

「私はもう少しタラス殿どのと話すことがある。戻ったら執しつ務む室しつでいつも通り課題をこなして待っているんだぞ」

　自分はともかく、祭事を前に神霊への大事な供物であるクロードが危害を加えられることはあり得ないので、ひとりでも問題はないだろう。

「すぐ、戻ってきますよね」

　クロードが少々不満そうに言った。思えば結婚以来、こんなにも距離を取るのは初めてだった。

「そう長くはかからない」

　一時的とはいえ監かん視しを解く状況になぜ不服なのか。

　それが理解できないまま答えると、クロードはすぐですよ、と念押しして出て行った。

　夫を見送ってからフィグネリアはタラスと向き合い、引っかかりを覚えていたことを問う。

「クロードのことで少し、お話ししたいことがあります。祭事の楽士にとロジオン大神官長様に勧すすめてくださったそうですが、なぜですか？」

「九きゆう公こう家け側が、フィグネリア様がクロード様を通じてロートムと裏で繫がり、何かよからぬ企たくらみをしているのではないかと疑っています。この頃身辺に変化がおありでしょう」

「少しは脅おどしの類たぐいが増えました。しかし、見知らぬ侍じ女じよから毒入りの菓か子しを受け取ってきて、どうしましょうと聞いてくる男を、婚こん姻いんを結んでまで私が側に置いておく意味が分かりませんが」

　さすがにクロードは菓子に手をつけていなかったが、受け取った時点で罪をなすりつけられる状況が出来上がってしまっている。

　十七にもなる男に知らない人間からは何も貰もらってくるなと、厳げん重じゆう注意せねばならない日がくるとは思わなかった。

「今まで害意というものにさらされたことがないのでしょうね」

　タラスが目を丸くして言った。

　クロードの過去を考えればそういうわけでもないだろう。

　察しはけして悪くないし頭もいいだろうに、変なところでクロードは抜けている。その辺りがまだまだ心配で、外に出る時は目を離せない。

「疑いが残るのは仕方ありませんね。タラス殿はクロードに祭事の重役を任せることで九公家を牽けん制せいしたいのですね」

　祭事が終わるまでの一時的なことになるだろうが、手を出しづらくなるのは間違いないだろう。

「はい。万一あの方が密偵だとしても、神霊方の声を聞けば信条が変わるのではと思います」

「確かに、どちらに転んでも不利なことはありませんね。しかし、クロードを送り込んできたのはやはり九公家ではないということでしょうか。ボーリン伯が嚙んでいることまでは摑つかんでいるのですが……」

　クロード自身はともかく、この結婚までの経けい緯いがあまりにも曖昧すぎる。関わっている貴族も九公家に縁えんはなく、それ以上深くは探れていない。

「ロートム、という可能性もあるかと。フィグネリア様が内政に影えい響きようを与えていることは摑んでいるでしょう」

　九公家が絡からんでいないとなると、その可能性も考えないわけでもないが、やはり判断材料が少なすぎる。

「もう少し、調査を進めてみます。それとタラス殿はご実家と揉もめると厄やつ介かいなので、一度ここで手を引いていただけないでしょうか。国の先のためにも九公家にはあなたのような人間が必要ですから」

　タラスは九公家の嫡ちやく男なんでありながら、血統主義をよくは思っていない反九公家派寄りの思想の持ち主だ。家か督とくを継つぐことはほとんど決まっているとはいえ、あまり偏かたよりすぎるとなくなってしまう可能性もある。

　そう思う一方でタラスが九公家の人間である以上は、あまり情報を渡したくない気持ちもあった。

「今、国を支えているフィグネリア様の敵を廃はいさずして先はあり得ません。陛へい下かでは、やはり国の発展には……」

「タラス殿、先を考えるならば、それこそ慎重になってください。それ以前に、解決しなければならないことが多くあります。一昨年より進めている北部の食料対策が来年までに整う見通しが立たなくなっています。本来ならば今年の冬には援えん助じよを拡大する予定だったというのに」

　九公家派と反九公家派が些さ細さいなことで足を引っ張り合い、話がまとまらないことが増えてきている。帝都に限らずあちらこちらで利権の取り合いも頻ひん発ぱつして、各地から陳ちん情じようが多く上がってきているが、おかげで対応が追いつかない。

「このままでは技術の革新もままなりません。それにこの頃、大神殿に頻ひん繁ぱんに通う官吏や兵が増えていることはお気づきでしょう」

　両派共に思い通りに事が進まず疲ひ労ろうしてきている官吏が増え、誰もが心を癒そうと大神殿に縋すがる。

　そうするのは官吏に限らない。

　王宮の兵の中にはいずれ国の先を担になう貴族の嫡男も多くいて、どちらにつくかで板いた挟ばさみになっている中立派への負担も大きくなってきた。妹夫婦をどうにか取り込もうとしている輩やからの対処も、自分ができるだけ引き受けているが、それでも多少は煩わずらわせている。

　このままでは祖父の代より国は荒あれるだろう。

「だからこそです。今、先せん帝ていの遺志を正しく引き継いでいるのはフィグネリア様以外にはおられません。たとえ廃はい嫡ちやくとなることがあろうと、自分はあなたをお護まもりすることに命をかける所存です」

　タラスの眼差しに偽いつわりは見られなかった。しかしその揺ゆらぎのなさはどこか危あやうい。

「私はタラス殿が期待するほどの人間ではありません。国のことも大切な家族のためにしているだけです」

　自分が父の期待に応こたえ、ありとあらゆる不安を取り除けば、家族の誰ひとり傷つくことなく笑っていられる。望むものはそれだけだ。

「……私の話はそれだけですので、これで」

　これ以上話すことはないと言外に告げてフィグネリアが静かに腰こしを浮かせると、タラスも無言で立ち上がり、わざわざ膝を折って深く頭を垂れる。

　ここまでされても、あの揺るぎない目を見ても、九公家という彼の背後にあるものが警戒心を解とかせてはくれない。

　フィグネリアはその後ろめたさに、タラスに声をかけることもなく部屋を後にする。

　誰も彼もこの国の現状に疲ひ弊へいしている。それに最初に倒れたのは父かもしれない。国をどうにか立て直した後もやるべきことはあまりに多く、大神殿に通い滋じ養ようの薬をもらって政務をこなしていたが、父は四十半ばという若さで没ぼつした。

　父が命がけで築き上げてきたものを護らねばならないけれど、自分もまた同じように疲れてきている。

　片付かない内政問題に加え、暗殺と脅し。反九公家派から寄せられる過か剰じような期待、そこに透すけて見える打算。

　顔を合わせる人間全部が自分を利用しようとしているか、殺意を抱いだいているかのどちらかにしか見えないことも増えてきた。

　それでも家族が幸せそうにしているのを見ると、苦痛は全部、胸にしまっておける。まだ、頑張っていられる。

　そういえば、自分はクロードと向かい合っている時、何を考えているのだろう。

　ふと、フィグネリアは考えてみる。

　家族ではあるが、まだ家族の内に入れがたい人間。

　思い出そうとしてみたが、具体的には何も出てこない。しかし、不快なものでないことだけは確かだった。
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「ううむ、やはりあのふたりの話は難しいな。お前はそうでもなかったか？」

　王宮に戻る馬上でイーゴルがそう問うてくるのに、クロードは苦笑する。

「難しいけど、興味深いですね。あのふたりって昔からあんな感じなんですか？」

「ああだな。俺にはタラスの難しい話が分からないのでフィグネリアを紹しよう介かいしたら、馬が合ったようでな」

　聞けば八歳の時からフィグネリアはあんな調子で十歳のタラスと接していたらしい。

「八歳と十歳……すごいですね」

　想像してみるとあまり可愛かわいくはない子供である。

「フィグネリアも子供の頃から頭がよかった。五歳になると俺が三ページで力尽つきた歴史書を一冊全部読んだこともあったな。そうだ。七歳の時には俺が解けなかった数式の答をこっそり教えてくれたりしたぞ」

　さも自分のことのように胸を張るイーゴルにとって、フィグネリアは本当に自じ慢まんの妹らしかった。

「俺が相手してやれるのは武術や馬術の訓練だけで、タラスに話し相手になってもらえて助かったな」

「……実は、あのふたりが結婚するとかいう話が出てたりしたんですか？」

　クロードはずっと気になっていたことを思い切って訊きいてみる。

　刺し客かくに襲おそわれた時に駆かけつけてきたタラスの様子は、敬服する先帝の遺志を継ぐ皇こう女じよだからとかそういう感じではなかった。

　フィグネリアの方もタラスに対して最低限の言葉しかかけていないように見えて、それだけできちんと会話が成立している。

　あの関係は見ていて羨うらやましく、ふと自分を振り返って落ち込んでしまう。

「俺も昔確認をとったが、ふたりにそれはないと断言された。なに、気にするな。フィグネリアもお前のことをすっかり気に入って四六時中一緒にいるというではないか」

　それは監視のためだろうし、今現在はどう考えても厄介払いされている気がするのだが。

　そのことは口に出さずに、おかげさまで仲良しです、とクロードは愛あい想そ笑いを浮かべてみる。義兄は相変わらず疑うこともなく喜んでくれた。

　主に幼少期のフィグネリアの話を聞きながら王宮にたどり着くと、ちょうどサンドラに会った。流れでクロードは義兄夫婦と話すことになり、一時間ほど後に執務室に向かう。

「フィグ、そろそろ帰ってこないかな……」

　できるだけのろのろと小宮まで歩いたが、フィグネリアは戻ってこない。

　そして執務室にたどり着いて自分の席についた。しかし、あまり手を動かす気にはなれなかった。

　お気に入りの史学の本を開いてみてもいまいち頭に文字が入ってこない。

　ふらりと視線を向けた先にはいつもフィグネリアが座っている場所がある。ぼんやりとそこを見ていると風がまとわりついてきた。

「暇ひまじゃない。後で聴かせてやるから静かにしてろよ」

　今は笛を吹く気分にもなれないので要求をはねのけると、風の妖精達が銅あかがね色いろの髪かみをかきまぜて不満を示した。

「フィグがいないとやる気が出ない……」

　クロードはつぶやいて机に突つっ伏ぷす。

　頑張ったご褒ほう美びのように、厳しいフィグネリアがふっと表情を崩くずしてくれるあの瞬間が好きだった。

　その楽しみがばれた後でも、つい微笑ほほえみそうになって戸惑う彼女は可愛くて、なおさら楽しみになってしまっていた。

「あのな、うん、いろいろいい方向に予想外だったわけだよ」

　側に感じる気配にクロードは語りかける。端はたから見ればその様子はひとりで見えない誰かと喋しやべっている頭が気の毒な人間である。

「本当に、義あ兄に上うえに最初会った時には正直期待してなかったんだけど、いざとなったらすっごい美人だったわけだ。胸大きいし」

　笛の音ほどでもないがクロードの声も好きな風の妖精達が周りを取り囲み、それでと旋せん回かいしながらせっつく。

「だから書類は飛ばすなって。……朝は早いしやらなきゃならないことはいっぱいあるしで、全然自由じゃないのになんでだろうな。あそこにいた時より自由な気がする。見てて飽あきない美人付きだしな」

　思い返すのは、空ばかりが高く蔦つたの[image: 這]はう灰色の煉れん瓦がの壁に囲まれた、王宮の片かた隅すみの塔。そこで朧おぼろげな母との思い出と共に閉じこもっていることしかできなかった。一歩出れば異い母ぼ兄けいの双ふた子ごがにやけた顔で待ち構えているし、外に出たところで何があるわけでもないのでただ怠たい惰だな毎日を過ごしていた。

「意外と俺、いろいろできるみたいだし、もうちょっと人生欲張ってみてもいいかな、と思うわけだ。うん。フィグにさ、好きになってもらうってもうちょっとの範はん囲いだよな。この頃は褒めてくれることも増えたし、ちょっとくしゃみしたらすぐに侍女呼んで上うわ掛がけくれたりとか優しいし、ほら、高望みってほどでもないはず、だよな」

　高い天井を見上げてクロードは椅い子すにもたれかかる。

　とはいってもどうすればいいだろう。現状は養ってもらっている身の上だ。贈おくり物ひとつもできないし、そういうものを喜ぶとも思えない。

　つらつらと考えながらうっかり体を傾かたむけすぎて椅子と一緒に倒れかければ、風の妖精達が支えてくれた。

「ありがと。けど分かんないなあ。何が欲しいんだろうな。なんか仕事が大変そうだからその手伝いするとか？　でも、信頼してもらえないと一番大変なことは手伝わせてくれないよな」

　フィグネリアはいつも緊張状態にある。周りは敵だらけで唯ゆい一いつ信頼している家族にそれは言えず、味方がいても頼りきることができない。

　愛されているのに、彼女はひとりぼっちなのだ。

　自分はもう事情も何もかも知ってしまっているので、ふたりきりの時ぐらいはもうちょっと肩の力を抜いてくれればいいのにと思う。

　もしかすると、タラスの側ではもっと無防備な姿を見せているかもしれないが。

「ふたりきりで何話してるんだろうな……でも俺もう結婚してるし、心配はしなくても大丈夫だろ。たぶん。後は素直に愛してますって毎日言い続けてたら、どうにかなると思うか？」

　あまり遠回しな言い方が通じなそうなので、それしかないような気がする。

　尋たずねても返事がなく、クロードはまた机に突っ伏して長いため息をつく。

「どう頑張ってもタラス殿に勝てる気がしない……。フィグが側にいてくれないと寂しくて死にそう……は怒られるな」

　クロードがフィグネリアの研とぎ澄すまされた瞳を思い出して苦い笑みを零した時、扉が静かに開かれる。そこには待ち望んだ新にい妻づまが両腕を組んで立っていた。

「声が大きい。この大馬鹿者が」

　淡たん々たんと告げるフィグネリアの白はく磁じのような頰ほおは、よくよく見れば朱しゆ色いろに染まっている。

「いつから、いたんですか」

「ひとりしかいないはずの部屋から話し声が聞こえたら怪あやしまれることぐらい考えろ。だいたいそういうことを大声で話すな」

　たぶんこれはわりと最初の方から聞かれていたらしい。

　いつまで経たっても戸口から移動してこないフィグネリアの様子が妙みように初うい々ういしい。

「……まったく、自分が監視されているかもしれないことぐらい考えろ。いいか、お前は敵対国寄りの者だ。誰もがお前自身に何か裏があると疑っている」

　ようやく動いたフィグネリアがクロードに視線も向けずに自分の席につく。

「そんなのないですよ。えっと、フィグもまだ疑ってますか？」

　クロードはフィグネリアのすぐ目の前まで移動して、彼女の瞳を覗のぞき込んだ。

「今のところは白だ。だが、ほんの少し好意めいたものを受けただけで勘かん違ちがいするのはやめろ。お前のその力を利用しようと考えて近づいてくる者もいるかもしれない」

　そんな風には考えたことがなかった。この力は異い端たんで排はい除じよされるべきものなのだから隠さなくてはという認識でこれまで生きてきたのだ。そもそも利用するとしても、妖精達にまともに話を聞いてもらえていない。

「……でも、フィグは違いますよね。全然あてにしたことないですし」

　言われて初めて気づいたらしく、フィグネリアは押し黙る。

　彼女を言い負かすのは初めてで、クロードはつい好奇心を抑おさえられなくなる。

「フィグのそういうところ、すごく好きです。……さっき喋ってたことが全部俺の本音ですから」

　真まっ直すぐに見つめながら言うと、フィグネリアの頰が見る間に色づいていく。その反応は年相応の少女らしく可愛らしい。

「やはりお前は単純すぎる。私は隣で仕事をするから少し頭を冷やして考え直せ」

　先に視線をそらしたのはフィグネリアだった。彼女はさっさと机の上の書類と筆記具をまとめて出て行こうとする。

「それと、タラス殿とは何もない。勝手な妄もう想そうで落ち込むな。鬱うつ陶とうしい」

　扉を開ける前にフィグネリアはそう言って出て行った。

「……これってさ、俺、まだ望みありそうってことかな？」

　同意を求めると風の妖精達がそれより笛を聞かせろとざわめき、クロードは機き嫌げんよく窓を開けた。
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　少しだけ開けた窓の隙すき間まから笛の音ねが入り込んでくる。優ゆう雅がに跳はねていた音が転調し、哀あい切せつなものへと変わった。フィグネリアは嫌がらせだろうかと、さして動いていなかった手を完全に止めてしまう。

　そしてペンを置いて顔を両手で覆おおう。まだ頰が熱い気がする。

「まったく、ひとりで妖精と話すのは禁じておくべきだったな」

　国の行ゆく末すえや山積する内政問題に頭を悩ませながら戻ってきた時、執務室から話し声が聞こえたのでひやりとした。

　しかし耳をそばだててみればあれで、膝から力が抜けた。

　頭を悩ませるのが馬鹿馬鹿しくなるほど素直すぎる。あの生おい立ちでどうやってああいう風になれるのか、不思議で仕方がない。

　内容が内容なので喋り終えてから素知らぬふりをして部屋に入ろうと思ったのに、不ふ貞ていの疑ぎ惑わくを口に出されて思わず扉を開けてしまった。

　だが、不貞を否定しようとすると思ってもいないことまで口にしそうで、まるきり違う説教をしてしまった。もしかすると最後のあの言い方では否定にならなかったかもしれない。

「……勘違いされたままだと私の名めい誉よに関わるからだ」

　別にクロードに嫌きらわれたくないだとかそういうわけではなく、と考えれば考えるほど、どつぼにはまっていってまた熱がぶり返してくる。

　フィグネリアは自分の思考を全部振り払うように、ソファーに横になる。

　クロードの奏かなでる笛の音が低い場所からふっと高みへと上昇して消えていった。

　仰あお向むけになって高い天井を見上げたフィグネリアは、薄青の瞳を細める。ふと盗ぬすみ聞いた彼の言葉を思い出して耳が熱くなった。

　愛していると言ってくれたのは兄と妹、それに父と。

　母上、とつぶやいたフィグネリアは瞳を伏せて下した唇くちびるを嚙んだ。

　側室の子である自分のことを、前ぜん皇こう后ごうは実の子として確かに大事にしてくれた。愛していると言葉にして伝えてくれた。

　――フィグネリアは可愛いわ。娘むすめも同然だもの。でも、思うの。わたくしはあの方が望むような執しつ政せい者しやになれる子供の母親になりたかっただけなのかもしれないって。自分ができなかったことを消すためにあの子を愛しているのかもしれないわ。

　あれは、五つの時だっただろうか。なんのために皇后の部屋を訪ねたのかは覚えていないが、彼女が生家から連れてきた初老の侍女にそう話しているのを聞いてしまった。

　いつも穏やかな笑みを湛たたえているはずの彼女の声は震ふるえていた。

　母が泣いているのを聞いたのはその時と、父が死んだ時だけだ。三年前に亡なくなった時彼女は笑っていた。

　兄や妹に向けているのと同じ笑みに、自分は、彼女の期待を裏切らずにすんだのだと思った。

　そうして自分の居場所はまだここでいいのだと安[image: 堵]した。

「いかん、こんなことをしている場合ではない」

　視界が滲にじんできたフィグネリアは起き上がり、書類と再び向き合う。

　やらねばならないことは山ほどある。過ぎたことをいつまでも考えていても仕方ない。

　だが、先のことは。

「本当に、余計なことを」

　これといった正答のない問題は嫌なんだと、フィグネリアは顔をしかめた。
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　それから数日後の夜、夫婦の寝室では敷しき布ふや上掛けが天井高くまで持ち上げられてひらひらと揺れていた。それは子供がマントのように肩にかけて走っている様子に似ている。

　妖精とは子供のような姿をしているのかもしれない。部屋の隅でフィグネリアはクロードと並んでそんな想像をする。

「毒針なし、毒どく蛇へびなし、その他危険物なし、ですね」

「祭事も近いしな。あまり不用意なこともできないのだろう」

　クロードが楽士に選ばれてからは、そういったものはフィグネリアの枕まくらの下や、執務机に置かれた書類の間に仕込まれている。しかし、その二度ぐらいで最近は平へい穏おんだ。

「じゃあ、これでゆっくり眠れますねって、こっちじゃない！」

　突然上掛けと巨大な敷布が頭ず上じように降ってきて、目の前が真っ暗になる。

「何をやっているんだ。待て、動くな！」

　抜け出そうともがいているうちに、クロードとぶつかって、フィグネリアがしりもちをつく。その時、クロードの足を引っかけてしまい、転んだ彼が体の上に落ちてくる。

「ああ、すいません。これどうにかしないと笛、吹けないぞ」

　クロードがそう言うと、ふたりを覆う布の塊かたまりがふわりと浮く。だが下に敷き込んでしまっていて完全には浮き上がらない。

　こんなことになるなら妖精の機嫌がいいのでお願いして調べてみよう、というクロードの提案を受け入れるべきではなかった。

「…………今日はこのまま寝ましょうか」

　ごく近い距離で囁ささやきかけてくるせいか、吐と息いきが耳の下辺りにかかってフィグネリアはうろたえた。

「ふざけるな。まずそこをどけ」

　声だけは平静を保たもってクロードの体を押すが、不自然な体勢のせいで上う手まく力が入らない。

「やっぱり駄目ですよね」

　しゅんとするクロードがごそごそと布をかき分けて動く。しかしなかなか上手くいかないらしく、ああでもない、こうでもないというつぶやきが聞こえる。

　フィグネリアはふたりで動くと余計に絡まりそうなので、じっと寝転がったままあくびを嚙み殺す。

　ふたり分の体温で温まった布の中が心ここ地ちよすぎて瞼まぶたも重くなってきた頃、あ、というクロードの声と共に夜や気きが吹き込んできて目が覚めた。

「うわあ、火、消えちゃってますよ」

　クロードの声を頼りにフィグネリアは布の塊から顔を出す。そうしたところで燭しよく台だいの火が消えてしまっていて、真っ暗で何も見えなかった。昨日冬に向けて掛け替えたカーテンは分ぶ厚あつく、月明かりも届かない。

　蛇の一件から侍女達も近くの部屋に置かないようにしてしまったので、ここから呼びかけるのも無理だろうし、下へ手たにこの暗がりの中で動くのも躊躇ためらわれる。

「火の妖精には頼めないのか？」

「いや、消えちゃってるんで無理ですよ。俺にできるのは近くにいる妖精に何かしてもらうことなんで、いない妖精を呼ぶことはできないんです。ていうか寒いですね」

　クロードが自分の近くの布をかき寄せた。仕方なくフィグネリアは彼に寄り添そう形でふたり一緒に寝しん具ぐにくるまる。

「目が慣れるまでだぞ」

　触れ合った肩から伝わってくる温度に、自然と体が強張る。

「俺が最初に好きになったのはフィグの見た目だけど、それよりこういう優しいところが好きなんですよ」

　ふと小さく笑って、クロードがそんなことを言いながら手を重ねてくる。　

　タラスとのことは誤解だと分かったらしく、彼は想いを包み隠そうとはしない。考えてみればこれから夫婦としてやっていくのだから受け入れればいいことだ。

　フィグネリアは逃げようとした手を止めてうつむく。

「フィグ、これが答でいいですか？」

　手を握にぎられているのに振り解ほどこうとしないフィグネリアの耳元でそっと、クロードが問いかけを重ねる。

　触れられるのは緊張して落ち着かないけれど、嫌な気分にはならなかった。

「……お前のことは嫌いじゃないが、好きかは分からない」

　分かりたくないのかもしれない。

　家族の前でさえ常に自分の言動に気をつけて緊張感を保っているのに、クロードといる時は気が緩んでいることが多い。そんな自分は自分らしくなくて嫌だ。

　そうして誰かに助けて欲しいなんて思ったことはないはずなのに、あの日盗み聞いた彼の言葉に胸を揺るがされている自分が恐い。

　不意に、ひゅるりと高い音を立てて風が舞う。凍しみるような冷たい風で、ふたり同時に身をすくめると体がぶつかった。

「すいません……」

　そのはずみでクロードが手を離して、手の甲がやけに冷たく心までひんやりとした。

「いや。妖精達は笛を聞きたいのではないのか？」

「笛はサイドテーブルですし、この暗さじゃ無理ですよ。寒いから大人しくしてろよ、余計なことするお前らが悪いんだからな……しかし本当に、なんにも見えませんね」

　目が慣れてきたフィグネリアと違って、まだ何も見えていないらしいクロードが隣であくびをする。

　そういえば今日の午後は遠駆けに出て、その場で軽く護身術を教えたのだが、王宮に戻ってきた時にはクロードはずいぶん疲れている様子だった。体力はついてきているもののまだ無理だったのかもしれない。

「このまま寝るか」

　投げやりな口調で言って、フィグネリアは横になる。クロードが驚きの声を上げるのは無視する。

　床は絨毯敷きなのでそう冷たくはないから大丈夫だろう。

「すきま風が入ると寒いから隣で寝ていいですか？」

　クロードが問うのにフィグネリアは今日だけだぞ、とつけ加えて目を閉じる。背中のすぐ側に彼がいて、ひとりで眠るよりずいぶん温かい。

　クロードが眠った後、ほどなくしてフィグネリアもすとんと意識を眠りの淵ふちに落とした。

　気がつけば朝だった。

　いつ眠ったのかも覚えていない自分に驚き、フィグネリアは目を開いて今度は飛び起きそうになった。

　背中合わせでいたはずなのになぜかクロードの腕を枕にして、彼の胸に頭を埋うずめるような体勢になっていた。

　頭上からは穏やかな寝息が聞こえてくる。

　フィグネリアが怒ど鳴なり声を上げそうになるのを抑えてそろりと起き上がると、クロードが小さく呻うめいた。

　緩やかに彼の瞼が持ち上げられて目が合う。

「……おはようございます」

　舌の回りきっていないぼやけた口調で挨あい拶さつをして、クロードが琥珀色の瞳を蜜みつのように蕩とろけさせる。

「いい朝ですね。今日もフィグは綺麗だ」

　そうして腕を伸べてきて、フィグネリアの淡あわい光の粉こがまぶされた髪を撫なでる。

　彼の指先が頰に触れた瞬間、心臓が飛び上がった。

「寝ぼけてないで早く起きろ!!」

　訳の分からない動どう悸きと火を噴ふきそうな頰の熱さに混乱し、フィグネリアは大声を上げる。それでもまだクロードは寝ぼけた様子で半身を起こして、子供のような仕草で目をこすっている。

　あり得ない。いくら気が緩んでいるといってもここまで近寄られて気づかないなど、あってはならないことだ。

　動どう揺ようしながらフィグネリアは上掛けと敷布の塊から抜け出し、分厚いカーテンを一気に開けた。

（しまった。妖精にカーテンを開けてもらえばよかったのか）

　眩まばゆい朝日と一緒にそんなことが閃ひらめいて、なぜこんな単純なことに気づかなかったのかと額ひたいに手をやった。

　どうしてこう人の正常な思考をことごとく奪ってくれるのだ。

　フィグネリアはクロードが布にくるまり、もそもそしてまた横になってしまいそうになっているのをちらりと見る。

「…………眠い。分かってる、分かってるからこれ元に戻しとくんだぞ」

　ようやく起き上がったクロードは妖精にまとわりつかれていた。彼の言葉に従って布の塊がまた浮き上がり、ベッドへと移動していく。その間に彼はサイドテーブルに置かれた笛を取ってフィグネリアの隣に立った。

　真横にあるクロードの顔にまた鼓こ動どうが高鳴る。

「おはようございます。フィグは朝早いですよね。俺どうも苦手で……なんか顔赤いですよ」

　どうやら起き抜けのことはまるで覚えてないらしい。クロードにじっと顔を覗き込まれてフィグネリアは視線をそらす。

「気のせいだ。私は身み支じ度たくをすませるからその間にお前もすませておけ」

　まだ半分ぐらい眠っているクロードが間延びした返事をした後、笛に口をつける。

　そこから流れ出る音は夏の朝のように涼すずやかで、川のせせらぎにも似たものだった。

（寝ぼけていても笛は吹けるのか）

　呆あきれ半分で感心するフィグネリアは、無意識のうちにクロードが触れた自分の髪を撫でてふるりと頭を振る。

　そして深呼吸をひとつして気を静めたつもりだったが、部屋を出る動きはどこかぎこちないものだった。
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　空に雲がかかる日が増える中、二日ぶりに薄うす水みず色いろの空が広がる日に冬の祭事は行われた。

　日が昇のぼってすぐに、神しん殿でんから大おお神み子こを乗せた五色の紗しやがかけられた輿こしが担かつぎ出された。それを先導するのは、この日のために織られた幾き何か学がく模も様ようの織物を背にかけた馬に乗る、皇こう帝ていと皇こう后ごうだ。輿の後ろには大神子に仕つかえる九歳から十四歳までの少女達が付き従う。

　フィグネリアとクロードはその列の最後尾につき、騎き乗じようしてゆっくりと進んでいた。

「すごい人出ですね」

　ふた月前と違って馬に慣れたクロードが首を伸ばす。列の周囲は騎乗した屈くつ強きような兵士達が壁かべを築くようにしているので、そうでもしないと見えないのだ。

「あまりきょろきょろするな。ぶつかるぞ」

　前を歩く最年少の少女を見ながら、フィグネリアはクロードに注意する。

　十分な距きよ離りがありクロードの馬はとても大人おとなしく、何より彼自身の手た綱づなさばきも上達していて心配してはいないが、念のためである。

「……脇わき見みは事故の元、ですね。気をつけます。それにしても鈴の音ね、綺き麗れいですね」

　輿の進行に合わせて、通りに並ぶ民達が手に持った鈴を鳴らしていく。それはいくら混ざっても音が濁にごったり割れたりすることなく、美しい調和を奏かなでている。

「ああ。こういう音は妖よう精せいが好むのだろう？」

「そういえばなんかすごく楽しそうですね」

　クロードの浮うわついた様子は妖精の感情そのものであるようにすら思える。

　本当に不思議な男だ。

　結婚してから今日までは、雑事に追われているうちにあっという間に過ぎた。その中で自分でも信じられないほどクロードに気を許してしまっている。

　冷え込んできたこの頃は、手を伸ばしたら互いに触ふれられる距離で眠っている。昨日はもう少し小ぶりのベッドに変えて、その代わり大きめのテーブルを用意しようか、などと考えている自分がいて啞あ然ぜんとしてしまった。

　クロードの身辺はまだ不ふ透とう明めいで警けい戒かい心しんを抱いだいていなければならないのに、彼といるとそんなことが全て頭から抜け落ちてしまう。

「フィグ、あれ」

　クロードがふと指差す薄青の空に、灰色の鳥が並んでいるのが見えた。

「雪ゆき雲ぐも鳥どりだ。数日中に雪が降るな……」

「へえ。いよいよ人生初の雪か。なんだかわくわくしますね」

　境きよう遇ぐうは自分よりいろいろとあったようなのに、なぜこうも生きていて楽しそうなのだろう。

　クロードの横顔をちらりと見てから、フィグネリアはもう一度空を見上げて眉まゆを顰ひそめる。

　雪から逃にげるようにして南へと飛んでいく雪雲鳥の渡りが大神子の渡りと重なると、その冬は荒あれるという凶きよう兆ちようとなる。

　何も起こらなければいいが。

　胸に暗雲を抱かかえながら浮き足立ったクロードの相手もしていると、直じきに王宮の裏手に広がる森に据えられた祭さい壇だんへとたどり着いた。

　森の中の広場には石を積んでできた高い台があり、その周辺に控ひかえる数十人の神官が輿を迎むかえる。

　フィグネリア達従者は側に跪ひざまずいて、輿から降りる大神子を待つ。

　少女達が輿の紗をめくり上げ、真っ白いガウンに身を包んだ女性がゆったりとした動作でその場に降り立つ。腰こしまである髪かみも雪のように白い。

「あれ、大神子様も若いし綺麗ですね」

　大神子の白いベールの隙すき間まから覗のぞいた、三十前後の透すき通るような雰ふん囲い気きの美しい顔に、クロードが何気なくつぶやく。

「クロード」

　不ぶ躾しつけな発言に、フィグネリアは小声ながらも、きつい口く調ちようで名を呼んだ。クロードはすぐに謝って固く口を閉ざした。

　フィグネリアはため息をこらえ、視線を祭壇へ上のぼる大神子に戻す。

　ちょうど太陽を真後ろにして立つ大神子の姿に、その場にいる者達が畏い敬けいの眼まな差ざしを向けてから頭こうべを垂たれる。

　すっと大神子が両手を広げると、神官達がひとりずつ木箱を持って祭壇へ上がっていく。

　これからが長い。

　冬ふゆ籠ごもりの祭事は北から順に国の各地で行われ、大神殿から派は遣けんされた神官が現地の神子と共に祭事を執とり行う。そして帰き還かんした神官が一いつ斉せいにここに集つどい、大神子に各地で捧ささげられた供く物もつを持ち寄るわけだが、その数五十七人である。

　地理が苦手なクロードには、読み上げられる地名がどこにあるか思い出してみろとは言っているが。

（……諦あきらめたな、これは）

　半分ほど終わった頃に覗き見たクロードは、退たい屈くつそうにあくびをこらえていた。

　太陽が中天にさしかかる頃にようやく終わり、フィグネリアは隣となりの夫が半分だけでもちゃんと目を開けているのを見て安あん[image: 堵]どする。

　しかし、本番はこれからだ。

「さあ、音を捧げなさい。神しん霊れいに、妖精に、その心を潤うるおす甘かん美びなる音を」

　大神官長のロジオンの言葉にクロードが息を詰つめる。眠気も吹き飛んだようで、その顔は緊きん張ちように強こわ張ばっていた。

　立ち上がったクロードが祭壇の前に立ち、大神子に向けて一礼する。

　そうして笛に口を当てた瞬しゆん間かん、彼の纏まとう空気が変わるのが分かった。

　緩ゆるやかに、音が零こぼれ出す。

　最初は風が木々を揺ゆらすかすかな音に紛まぎれ込んでいた笛の音が、音階を上げながら次し第だいに存在感を増していく。

　軽かろやかに駆かけていく美しい乙女おとめに似た音色。

　それを追いかけていくうちにふと沈ちん黙もくが訪れる。美しい乙女のその手を取りたいと恋こい焦こがれさせる余よ韻いんを残して。

　それから高い音が音階と緩かん急きゆうを巧たくみに変えながら転がり出てきた。

　聴ちよう衆しゆうの期待と同じように音は膨ふくれ上がって弾はじけ、激しい旋せん律りつが踊おどり狂くるう。

　乙女が嵐あらしの女神に姿を変えて全てを吞のみ込んでいくようだ。

　息継つぎをしていないのではと思ってしまうほどの勢いで、音がその場を駆け巡めぐった。

　ゆっくりと嵐が静まる。

　そうすると嵐の女神はまた乙女に戻り、静かに去って行った。

　クロードが笛から口を離し、最初と同じように一礼した。人々は思わず歓かん声せいを上げかけるが、ぐっとこらえる。

　最初に言葉を発するのは大神子、いや、神霊でなくてはならない。

　これまで吹いていた風が止やんで、辺りから音という音が消える。鈴の音がどこからともなく聞こえた。

　神霊が降り立った合図だ。

「ここへお上がり」

　甘やかな声が響ひびく。クロードが大神子を見上げた後に振り返り、フィグネリアに視線を送ってくる。

　そのまま従えとフィグネリアが首を縦に振ると、彼はゆっくりと祭壇を上っていく。

　クロードと大神子は何か話しているようだが、フィグネリア達には聞こえない。

「影の娘むすめ、そう、名はフィグネリアか。この黄おう金ごん、気に入った。このアトゥスに献けん上じようせよ」

　気まぐれな西風の女神に呼ばれて、フィグネリアはきょとんとする。

　そこにいるのは紛れもなく風の四女神のうちのひとり、アトゥスだ。

「はよ返事をせよ。この妾わらわを捉とらえられる人の子など久しぶりじゃ。姉様方にも見せびらかしてやるのだ。ほれ是ぜと答えよ」

　彼女がこうして真っ先に降りてくるのは珍めずらしい。半なかば現実逃とう避ひのようにそう考えていたフィグネリアは、急せかされて現実に引き戻される。

「失礼ながら、私とその者は大いなる地ち母ぼ神しんギリルア様や他の神霊方に宣せん誓せいし、婚こん姻いんしています。私ひとりの一存では決めかねます」

「つまらん娘よのう。そういうことを訊きいておるのではない。この黄金はお前にとってこの妾に譲ゆずれぬほど大事かどうかと訊いておるのじゃ。いらぬと言うならすぐさま神界に引き返して母様や兄弟らに許可をもらってくるわ。ほれ、ほれ。はよせぬとこの者を連れて帰るぞ」

　実に楽しげにアトゥスはフィグネリアを急き立てる。

　周囲は息を吞んでふたりの様相を見守っている。

　どうやらおちょくられているらしいと分かってはいるものの、どう返答していいかは分からない。

　どうぞと言って本当に持って行かれても困る。何なに故ゆえと言われれば使いものになりそうだとせっかく手をかけているのに、取り上げられるのは腑ふに落ちない。たとえ女神様であろうとも。

　それに[image: 煽]あおるように何やらクロードの腰に手を回したり、わざわざ耳元に口を寄せて話していたりするのを見ていると胸がむかついてくる。後頭部しか見えない夫は鼻の下を伸ばしているんだろうかと思うとなおさらだ。

「その者は私が磨みがき上げる黄金です。お譲りするわけにはいきません」

　つい目つきを鋭するどくして言葉を発してしまい、我に返ったフィグネリアが自分の言動に蒼そう白はくになると同時に、高らかな笑い声が響いた。

「安心せい、このクロードには先に自分の女神はそなたひとりと断られたわ。しかしそなたからはまるで相手にされないと嘆なげくので、それが真実ならば無理にでも攫さらってしまおうと思うたが……のう」

　フィグネリアはもはや耳まで赤くするより他なかった。

「よい、よい。なかなかに可愛かわいらしい顔もできるではないか。よし、アンハルム姉様にもそなたらが永久とこしえに睦むつまじくあるよう祝福を贈おくること頼んでやろう。実に楽しいものを見せてもらった。春には妾からも恵みの風を送ろうぞ！」

　アトゥスが声こわ高だかに宣言すると、それまで抑おさえていたものを一気に放出するかのような歓声が巻き起こる。

　その熱気の中で別の意味の熱さで汗をかくフィグネリアは、今すぐここを離れたくて仕方なかった。

　しかしながら次に現れた愛の女神アンハルムに呼ばれ、ことさら目立つ羽は目めになってしまう。

　祭壇に呼ばれてようやく顔が見られたクロードの緩んだ顔と熱の籠こもった視線に、言葉は一切奪うばわれてしまっていた。

「あなたがたの愛が永遠に続くように」

　アンハルムがフィグネリアとクロードの手を取って重ね合わせた。

「さあ、愛の印しるしを唇に」

　さらりと続けられたアンハルムの言葉に、うつむき加減でいたフィグネリアは思わず顔を上げる。

　そうするとクロードの琥こ珀はく色いろの瞳が真正面にあって凍こおりついてしまった。

　逃げ場などあるはずもなく、覚かく悟ごを決めてぎゅっと目を閉じる。

　頰にクロードのかすかな吐と息いきがかかって、次に額ひたいに口づけられた。

「唇は、いずれ」

　そして赤く色づいた耳じ朶だにそっとそんな言葉を残して彼が離れる。

「あらあら可愛らしいこと」

　アンハルムが両手を合わせて、少女のようにはしゃぐ横で、フィグネリアはむくれていた。

　せっかく人が覚悟を決めてやったのに。

　そんな自分自身の思考にフィグネリアは大いに動どう揺ようする。心の内であれこれと自己弁護しているうちに次々と神霊達が降りてきて、ふたりとディシベリアに祝福を約束していった。

「……そなたの笛はこの上ない美酒だ。だが過ぎたる酒は妖精達を狂わせ、人も狂わせる。風の妹達には妖精達を抑えるよう進言しておくが、そなた自身も気をつけるがよい。その妻であるお前はこの者が心こころ愚おろかな者に利用されぬよう気をつけておけ」

　最後に降りてきた地母神ギリルアの二番目の子である闘とう争そうの男お神がみ、キサガダがふたりに密ひそやかに告げた。

　闘争の神が降り立ったこととその言葉に、速すみやかに思考を転てん換かんさせたフィグネリアの脳のう裏りに雪雲鳥が空を渡る姿が閃ひらめく。

　キサガダが降りてくる時にはふたつの意味がある。

　戦いくさの最中であれば勝利をもたらす吉きつ兆ちよう。

　それ以外の時は争乱の幕まく開あけ、だ。

「そう恐こわい顔をするな影の娘。火種はまだ小さい。己おのれをよく知ればそれは収められるであろう」

　キサガダはフィグネリアに語りかけた後、祭壇の下へと目を向ける。

「困こん難なんは多くあろう。だが、春には恵みを我が妹が約束した。人の世とは常に戦の場。お前達ならば必ずや打ち勝てるだろう」

　勇ゆう壮そうな声が響き渡り、イーゴルが前に進み出る。

「お言葉、感謝いたします!!　我ら大陸随ずい一いちの闘争心で必ずや勝利しましょう！」

　腰の太た刀ちを抜いて高く掲かかげた皇帝の宣言に、兵士らが地が割れんばかりの咆ほう哮こうを上げた。

　キサガダはよき闘争心だと満足げに言って神界へと戻っていった。それと同時に、大神子がその場に崩くずれ落ちる。

「だ、大丈夫ですか!?」

　屈かがんで抱だき起こそうとするクロードをフィグネリアは制する。

「毎年こうだから心配はいらない。後は神子様達がやる」

　ほら、とフィグネリアは顎あごで静しず々しずと上ってくる少女達を示し、入れ違いに下りていく。

　その間もキサガダの言葉が気にかかって頭を離れなかったが、不意にクロードに手を取られて思考が止まった。

　顔を上げると、クロードは調子に乗りすぎてしまったと思っているのがありありと分かる気まずそうな顔をしていた。

　フィグネリアは無言でその手を握にぎり返す。

　温度の上がる掌てのひらから、夫が喜んでいるのを感じた。

　こうして触れるだけで分かるものがあるというのは悪くない、とフィグネリアは思った。
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　降り立った神霊達が神界へと帰った後、祭壇から軍の広大な練れん兵ぺい場じように場所は移った。

　敷しき地ちは中央を柵さくで区切られ、片側には屋台が建ち並び、売り子のかけ声や民衆の楽しげなさざめきでごったがえしている。

　フィグネリア達が向かうのはもう半分の高い櫓やぐらが三つ建てられている場所だ。中央奥の櫓にロジオンと大神子と神子達、その手前の右の櫓に皇帝夫妻、左にフィグネリアとクロードが登る。

　そうすると神が何を語ったか聞こうと、民衆が柵まで集まってきた。

　今年は皇こう女じよが迎えたばかりの夫を巡り、神霊と対たい峙じして見事に死守したというところで民衆は口々に祝福を述べた。キサガダが降りてきたことに少し動揺を見せるが、たいしたことではないと分かるとすぐに賑にぎやかさを取り戻す。

「お前の力については詳くわしく聞きそびれたが、キサガダ様の言葉がやはり気にかかるな」

　食事が運ばれてきてフィグネリアはまず、火酒の入った杯さかずきに口をつける。

「よく分かんないですけど、俺の力のことは秘密にしておけば大丈夫じゃないですか。あとはフィグにかまってもらえたらいいな、と」

「神霊方もお戯たわむれが過ぎる」

　地方から戻ってきた神官がまた各地へ赴おもむき、今日の詳細を報告することを思い出して、フィグネリアはため息をつく。

「いいじゃないですか。夫婦円満が国中に伝わっておめでたいですよ」

　ため息の理由を聞いたクロードは満面の笑顔だった。

「……めでたい話題はなければならないが。……何かあったか？」

　その時、櫓へ登るための階段を踏ふむ音が聞こえ、フィグネリアは持っていた酒しゆ杯はいを置き、乾ほし肉を切るためのナイフを手に持つ。

　ゆっくりと姿を現したのは、白い軍服姿で片手に巨大な斧おのを持つ大おお柄がらな中年の男だった。その目は焦しよう点てんが合わず、異様にぎらついている。

「……クロード、あれが退しりぞいたら下に向かって走れ」

　フィグネリアはそう言ってナイフを投げつける。

　切っ先は肩口に命中していたが、筋肉に阻はばまれて深くは刺ささらず、すぐに抜け落ちてしまう。

「……防具いらずってこういうことか」

　血が滲にじむ程度の傷しか負っていないことにクロードが呆あつ気けにとられていると、男が踏み出してくる。狙ねらいは攻こう撃げきを仕掛けたフィグネリアだ。

「先に下に行け！」

　男が斧を振り下ろし、フィグネリアは階段とは反対側へと避ける。それと同時に櫓が大きく傾かしいだ。

「置いていけません！」

「いいから逃げろ！」

　雑に振り回される斧の位置は高い。

　フィグネリアは軽く身を屈め、頭ず上じようを斧が通り過ぎると一歩後こう退たいする。

　短刀を抜いたはいいが、斬きるか斬らないかで迷ってしまう。明らかに薬物でおかしくなっている様子と、一切の狩りが禁じられるこの祭事の日は人を傷つけることも同じく禁じられているとあって、[image: 迂]う闊かつに息の根を止めることもできない。

　だが、このままではやられる。

　端はしまで誘さそい込んだフィグネリアは男の懐ふところに潜もぐり込もうとするが、先に上から攻撃がくる。

　横に跳とぶと、床ゆか板いたが割れた振しん動どうで着地の時に体勢を崩した。

「逃げろと言ったのに……」

　ちらりと階段側にクロードの姿が見えて、フィグネリアは呆れる。

　恐がりのくせに妙みようなところで意地を張る男だ。

　体勢をすでに整えたフィグネリアは次のなぎ払いがくる前に、膝ひざが床につきそうなほど身を屈めて短刀で男の膝ひざの下を真横に斬る。

　その刃やいばは白い軍服の膝下を赤く染めた。

　動きを鈍にぶらせる男と距離を取って、フィグネリアは右手側の階段を見る。

　あそこまでは十数歩。走ればすぐだが、階段で斧を振り回されるとまずい。

「確実に動きを止めるしかないか……」

　つぶやいているうちに振り下ろしがくる。避けるとまた床に穴が開いて梁はりに亀き裂れつが入る。

　弱った床の上に誘い出して落とすにしても、あの巨体に踏み抜かれて櫓がもつかどうか。

　距離を詰めてくる男が斧を振り上げ、フィグネリアはまた後退する。

　その瞬間、逆に真まっ直すぐに男に向かって行くものがあった。

　狙い澄すましたかのように、高々と上げた男の腕うでを矢が貫つらぬく。

　飛んできた方向を見ると、かろうじて表情が確認できる距離にある櫓でサンドラが長ちよう弓きゆうを構えていた。

「義あ姉ね上うえ！　なりません！」

　叫さけぶフィグネリアの声すら裂さいて、彼女のすぐ横を矢が通る。

　それは男の[image: 腿]ももを貫き、さらにもう一本が残る片方の[image: 腿]も射い貫ぬいて彼を跪かせた。

　フィグネリアは下唇を嚙かんで階段へと駆かける。

　だがすぐさま矢を引き抜いた男が、立てないまま無事な方の腕で落ちた斧を握って振り回す。それはいい加減脆もろくなっていた梁を打ち砕くだいた。

　櫓が大きく揺らいで足下がひび割れる。跳ぼうとするが、それより早く、床が崩れて体が傾ぐ。

「フィグ！」

　あとわずかに届かない距離で手を伸ばしていたクロードが前に踏み出した。

　何をしているのだろうか、この馬ば鹿かは。

　フィグネリアは目を見張って、クロードの顔を見つめたまま身動きひとつできなかった。我に返って突き放そうとするより先に体を抱き寄せられる。

　しかし、もうすでに落ちかかっている状態を彼が支えるのは無理だった――。
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　揺れる櫓の上でどうにか立ったまま、クロードはフィグネリアに手を伸ばすが、襲しゆう撃げき者しやが落ちた衝しよう撃げきで櫓が大きく揺れ動く。

　クロードは前に出て落ちかけているフィグネリアを夢中で抱き寄せた。

　いつだって嫌なことには耳を塞いで目を背け、楽しいことにだけ集中して、最初から何も期待は持たないでいたのに。

　今は、逃げられない。諦めることもできない。

　クロードは足に力を込め、どうにか自分の側へと体重をかけようとするが叶わない。

　腕の中にあるフィグネリアがどうしようもなく愛いとおしい。

　出会ってからずっと彼女のことは好きだったけれど、今になって自分で思っていた以上に好きなのだと気づいた。

　ふと見せてくれる笑顔も、何気ない優しさも、強いところも厳しいところも全部好きで、でもきっとそれが彼女の全部じゃない。

　まだ自分が知らないフィグネリアのことも好きになりたいし、愛したい。

　そのためにもこのままで終わりたくはない。

　絶対に、なくしたりなんかしたくない。

　クロードの瞳が淡あわい光を帯おびて、周りの妖精達がざわめく。
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　手に取るように、彼らが命じられるのを待っているのが分かる。

「お前ら、受け止めろ!!」

　体が宙へと投げ出された瞬間、クロードは言葉を叩たたきつけた。

　それと同時に一気に周りの妖精達が結束し、気配を濃のう密みつにしていく。

　どこか一体化してしまいそうなほどの存在感の強さに、恐きよう怖ふも焦しよう燥そうも消え失うせた。

　そして落下が緩やかになる。

　大きな手に受け止められてゆっくりと下ろされる感覚がして、気がつけば足はちゃんと地面についていた。

　クロードは妖精達が離れていく気配を呆ぼう然ぜんと目で追う。先ほどまでの一体感はなく、彼らは気まぐれに辺りに漂ただよっている。

　いつもと違った妖精の動きに多少の不安は覚える。しかしそれより腕の中のフィグネリアが気になって、クロードは彼女に視線を落とした。

「……どうにか助かりましたね」

　しばらくそのままでいたかったが、顔もちゃんと確認したかったので体を離す。無言でうなずくフィグネリアの表情は暗く、どこか痛むのだろうかと心配になる。

「大丈夫ですか？　どこか捻ひねったり打ったりとか……」

「いや、そういうこともない……」

　それなら恐かったのだろうかと、クロードはフィグネリアをまた抱き寄せる。拒こばんでくることもまるでなく、むしろ体重を預けてくるのでますます不安に思う。

「フィグネリア！　クロード！」

　怒ど鳴なられるまでこうしていようかと思っていると、狼ろう狽ばいしたイーゴルの声が聞こえてフィグネリアが離れた。

「無事か!?　ふたりとも怪け我がはないな。神霊様の奇き蹟せきに感謝せねばならんな」

　目を潤うるませたイーゴルがフィグネリアとクロードをふたりまとめて抱き締める。

「義あ兄に上うえ、俺達は無事ですので」

　力が強すぎて息が詰まりそうで身を捩よじると、緩やかに解放される。その代わりにぐしゃぐしゃと頭を撫なでられた。

「フィグネリア様、ご無事で何よりです。皇帝陛へい下か、ここは私がいますのでロジオン大神官長様と大神子様にこの騒さわぎについてのご報告を」

　後のちにタラスが他の兵とやってきて、イーゴルがもう一度だけ妹夫婦の頭を撫でてから大おお股またで大神子の櫓へと向かった。サンドラは禁きん忌きを破ったことを詫わびるため、先にそちらに行っているらしい。

「義姉上にも迷めい惑わくをかけてしまったな」

　ぽつりとフィグネリアがつぶやいて、また表情を暗くした。

「すぐに救きゆう援えんに向かおうと思ったのですが、登るわけにもいかず皇后陛下のお手を穢けがすことになり申し訳ありません」

「いえ、選せん択たく肢しが他になかったことは承知しています。それよりこの男は？」

　フィグネリアが問うたので、クロードはつい襲撃者を見てしまう。首の曲がり方からして生きてはいないだろう。

「素す性じようは分かりません。すぐに調べさせます。……フィグネリア様、衛兵を常時おつけください。向こうはなりふりかまわなくなっています」

　真しん摯しに訴うつたえかけてくるタラスの瞳から目をそらし、フィグネリアが白い軍服を着て死んでいる襲撃者に視線を向ける。

「信頼できる者がいれば、そうしますが……」

　フィグネリアの様子を見たクロードは、一歩前に出る。

「あの、俺が頑張ります。フィグは俺がちゃんと護まもります」

　自分で言いながら説得力がないと思ったものの、タラスはそれで納なつ得とくしたようだった。

「……あなたは神霊方より加護を受けられているようでしたが、あれは普段からですか？」

　自分達が助かったのをタラスがいた位置からでも見えたのなら、他の大勢の民衆にも目もく撃げきされたかもしれない。そう思い柵の向こうに目を向けると、人ひと集だかりができていて食い入るように自分達を見ていた。

（ど、どうしよう。何かいい言い訳、言い訳）

　クロードは表面上だけ冷静な顔を必死に取り繕つくろって言い訳を探す。しかしそれより先にフィグネリアが口を開いた。

「あれに関しては私もクロードもよく分かっておりません。今日は祭事です。いずれかの神霊様の御ご慈じ悲ひかもしれません。護衛に関しては考えておきます。それまでは自衛に努つとめます」

「……そうですか。クロード様、フィグネリア様はディシベリアの礎いしずえとなるお方です。それをしかと覚えておいてください」

　タラスの言いたいことはよく分かるが、なんとなく面おも白しろくない言い方だった。

「それ以前に俺にとって大事な人なので、気を抜くなんてことはしません。失礼します」

　そしてクロードはいつもより大人しいフィグネリアと共に大神子の元へと向かう。

「フィグ！　怪我ないわね、本当にないわね。ああ、よかった。クロードもありがとう」

　その途中でサンドラが駆けてきてフィグネリアを抱き締め、次にクロードも抱き締めた。

　よく似た夫婦だと微笑ほほえましく思いながら、なんとなしに隣のフィグネリアを見ると、彼女はいっそう沈しずんでいた。

「お手を穢させて申し訳ありません。助かりました」

「ごめんなさい、は大神子様にだけでいいの。あたしにはありがとうだけで十分。もうちょっとゆっくり話したいけど後でね」

　どこから湧わいてきたのか神官達がぞろぞろと迎え出てきて、ふたりは大神子の櫓の下へと連れて行かれた。

　そこにはあの騒そう動どうの中ですら表情を微び動どうだにさせていなかったロジオンがいた。皆みな一斉に跪き、クロードとフィグネリアも同じようにする。

「大神子様が、無事で何よりとおっしゃっています。古いにしえの神の楽士のごとき笛の音に、妖精達も惹ひかれてお守りくださったのでしょう」

　やはりこの人は嫌だ。

　労いたわる言葉を無感情に口にするロジオンを前に、クロードは思う。

　まったく胸に響いてこない言葉は胡う散さん臭くさいとしか感じない。何よりあの、目だけに穴が開けられた仮面越しに見られているような、気持ち悪さがある視線が嫌だ。

　全てに無関心なふりをして、あの目だけは見えるもの全てを捕らえようとしている。

「兵舎の方でちょっと休みません？　静かなところに行きたいんですけど」

　やっと話が終わってロジオンが大神子の元に戻ると、クロードは胸ポケットを軽く叩いてフィグネリアに言う。

　本当は大神官長や大神子に報告するよりも先に、妖精に礼をしておきたかったのだ。

　それに、どうにも様子がおかしいフィグネリアを、人ひと気けのないところで休ませてあげたかった。
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　フィグネリアは兵舎の一室で、小春日和びよりの木こ漏もれ日びに似た柔やわらかい笛の音に全身を浸ひたしながら深く椅い子すにもたれかかった。

「大丈夫ですか？」

　演奏を終えたクロードが側に寄ってきて、青白いフィグネリアの顔を見る。

「……すまなかった、おかげで助かった」

　まさか祭事の場で騒動を起こすとは予想もせず、気が緩みすぎていた。

　もっと周囲に気を配って警戒していれば、あの男が登ってくるまでに気づけていたはずだった。そうすればサンドラに禁忌を破らせることもなかった。

　そうして、クロードも危ない目に合わせた。

　何をするにしても自分の力量を正しく図はかり、周囲に視線を巡らせて常に正しい選択をしないといけないのに、それができなかった。

「謝るのは駄だ目めだってさっきも義姉上に言われましたよね。俺も義姉上も、フィグを愛してるから当たり前のことをしただけで、迷惑かけられたとかちっとも思ってないんですから」

　愛しているなら、当然のこと。

　それは頭では理解できるし、心でも分かる。

　だがどうしたって、自分に限ってはそれを受け止められない。

「だいたい俺なんてなんにもできなくて、最後にちょっと運がよかった程度ですからね。役立たずって怒られるのはまだ分かるけど、謝るのは絶対に違いますよ。よし、なんか楽しくなるような曲吹きますね」

　クロードが明るく言って笛を吹こうとするのを、袖そでを摑つかんで止める。

　とてもそんな気分にはなれそうにない。

「あんまり思い詰めるのはよくないですよ」

「恐いんだ」

　困り顔のクロードから視線を外はずして、フィグネリアは零す。

「ひとりで何もかも護りきれないと、いらないと言われそうで。私は兄上の影となるために生まれたのに、それだけが私の生まれた意味なのに……受け入れてくださった母上も報むくわれない。全てを私に託たくして志こころざし半ばに亡なくなられた父上にも申し訳が立たない」

　どうしてクロードにこんなことを話しているのだろうと思えど、言葉は止まらなかった。

　吐はき出しきれなかった感情は涙なみだになって[image: 溢]あふれる。

「フィグ……」

　そっとクロードに背を撫でられて、フィグネリアは小さく頭を振る。

「すまない。今の私はどうかしている」

　ひりつく喉のどで言葉を押し出すと、クロードがため息をついて視線を合わせるために跪いた。

「謝る意味が分かりません。言いたいことは言っちゃった方がいいですよ。俺なんて子供の頃は兄上達の悪口とか妖精相手に言いまくってましたから。ちょっとした手違いで聞こえちゃって、酷ひどい目にあったこともありますけど」

　その様子はなんとなく想像がついて、フィグネリアは涙をぬぐい、かすかに笑う。

「お前らしいな。……私はできない。言葉は常に揉もめごとを起こさないように選ばなければならないものだ」

「それで周りが傷つかなくても、フィグ自身は苦しいでしょ」

「私だけが苦しいならそれでいい」

「それが義兄上のためだから？」

「……何が言いたいんだ、お前は」

　上から琥珀色の瞳を覗き込み、フィグネリアは眉根を寄せる。

「理り屈くつとかいったん忘れましょう。愛に打算はないんです。別に義兄上はフィグが難しいことを全部やってくれるから愛してるわけじゃないでしょう」

　一度言葉を切ってから、クロードが寂さびしげに微笑む。

「血が繫つながってたって愛し合えない兄弟だっているんです。お互い想い合えるってことはフィグにとっては当たり前かもしれないけど、たぶんフィグが思ってる以上にすごいことだと思いますよ」

「だが兄上や母上に貰った愛に報いるためには、やはり私は全て背負わねばならない」

「だーかーらー、報いるとかそういうのなしです。愛してるって言われたら愛してるって返せばいいんです。自分から愛してるって言ったっていい。それが心からの言葉なら他にはなんにもいらないものなんです」

　自信たっぷりに断言されて、フィグネリアは目を瞬しばたたかせた。

「勢いだけしかないのに説得力があるなど、意味が分からん」

「説得力があるって感じるなら、それはフィグが最初から分かってるってことですよ」

　悪戯いたずらっぽく笑った後にクロードの眼差しが優しく細められる。

「愛しています。だからフィグを失いたくなくて俺は必死になったんです。妖精達もそれに応こたえてくれたんだと思います」

　期待するような目に、フィグネリアは言葉に詰まる。

　味方になりたいと、懸けん命めいにここまで頑張ってきたクロードに返すべきものがそれならば、愛していると言うのが義務なのだろうか。

　違うな、とフィグネリアは否定する。

　そして彼が何かを成し遂とげた時に、自分が何を想ったのか今ようやく思い出す。

　愛おしさだ。

　理屈なんてものは何もなくて、ただふっと心に浮かんだのはそれだった。

　自分の心が何よりも正直に、彼の想いに答を返していたのだ。

　彼を失うと思った時に恐怖を覚えたのは、自分にとってもう大事な家族の内に入れてしまっていたから。

「……私も愛している」

　そろりと口に出してみると、その言葉の温度は家族に向けてきたような温かいものではなかった。

　自分自身で戸と惑まどってしまうほどに高い熱を持っていて、顔が火ほ照てる。

「びっくりするぐらい幸せですね」

　そんなことは言われなくても分かるほど満面の笑顔でクロードは立ち上がり、自分の感情に硬こう直ちよくしているフィグネリアを抱き締めた。

「すいません、愛してるだけでいいって言ったけど、もうちょっと欲張りになっていいですか？」

　いったん体を離してまた跪いた彼は、硬かたい声でそう言った。

「なんだ？」

　あまりの真剣さにフィグネリアは思わず半身を引いてしまう。

「唇、今ここでいただいていいですか？」

　嫌だとは思わなかった。しかしいいと言うのも恥はずかしくて、無言で首を縦に振り瞼まぶたを伏ふせる。

　そっと触れ合うものと同じ柔らかさの幸福を感じた。

　瞼を持ち上げるとクロードの顔が間近にあって、何を言っていいか分からずフィグネリアは彼の肩口に顔を埋うずめる。

　顔は見られたくないが離れたくもなかったのだ。

「フィグ……」

　とても大切なもののように名前を呼ばれて抱き締められる。フィグネリアは戸惑いながらもその背に腕を回した。
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　そしてその夜。

「すいません、なんで距離は変わらないんでしょうか」

　フィグネリアがいつも通りの間かん隔かくでベッドに潜り込むと、まだ半身を起こしているクロードが遠えん慮りよがちに聞いてきた。

「神聖な祭事の場で揉めごとを起こしてくるような奴やつらだ。ここに踏み込まれる可能性もある。警戒は怠おこたるな」

「ですね。いろいろ我が慢まんします」

　クロードが意気消しよう沈ちんした声で言うと背から倒れ込み、ベッドが軋きしむ。

「…………別に嫌なわけではないからな」

　なんとなく悪いことをした気がして、フィグネリアはぼそりとつけ足した。

「ああ、そういうのが一番辛つらいです。可愛すぎる」

「話を変えるぞ。この馬鹿が」

　サイドテーブルの燭しよく台だいの灯ひはベッドの上まで鮮せん明めいに照らしておらず、赤くなった顔を見られずにすんで安[image: 堵]する。

「話変えるって言っても、妖精のことはもうあれ仕方ないですよね」

　それについてはあの後何度も話し合った。祭事中で神霊より祝福を受けた後なのでその名残なごりと思われ、クロードが神の楽士だとは誰だれにも気づかれていないだろう。

　だが不安は濃こい。雪雲鳥の渡りにキサガダが降り立ったことといい、不吉すぎる。

　祭事が終わると妹夫婦の心配でそれどころではなかったイーゴルが、遅れてやってきた怒いかりを爆ばく発はつさせていたのも気にかかる。今まで暗殺については隠かくしてきたというのに、面めん倒どうなことになりそうだ。

「そうだな。だが兄上はどうしたものか……」

「ああ。怒ってましたね。あれは恐かったです」

　怒りの矛ほこ先さきが自分に向いているわけではないのに、義兄から逃げ出したそうにしていたクロードが身み震ぶるいする。

「厄やつ介かいなことが起きないように祈いのるしかないな」

　下へ手たをすれば内乱まで起こしかねないイーゴルのことを考えると、気が重くなる。

「そうですね…………」

　クロードがあくびをして、フィグネリアは自分も眠いことに気づく。

「お互い助かってよかったな」

　時間が経てば経つほど死に直面した瞬間の恐怖は深まり、思い出すと背筋が冷えた。

　どちらともなく手を伸べて指先を絡からめ合い、無言でお互いの温度を確かめる。

　フィグネリアは引き寄せられるままにクロードの胸に身を寄せる。

「今日ぐらいは、近くで寝かせてもらっていいですか？」

　囁ささやかれる言葉に、フィグネリアはうなずく代わりにおやすみと言って目を閉じた。

　そしてふたりは手を繫いだまま、慌あわただしい一日を終えたのだった。
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　祭事から二日、フィグネリアの執しつ務む室しつのある小宮はものものしい雰ふん囲い気きだった。

「護衛がいるっていうのは落ち着くと思ったけど、実際いたらいたでなんというか……」

　黙もく々もくと急ぎの書類を確認していくフィグネリアに、簡単な財ざい務む計算の課題を提出しに来たクロードが耳打ちする。

　その視線の先には扉とびらがあり、外には筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした兵がふたりいる。イーゴルが先日の騒さわぎの首しゆ謀ぼう者しやが見つかるまで周囲に護衛を置くといって聞かないので、今日から十数名もの兵がこの小宮に詰めているのだ。

　視界には入らなくても、これまで静かだった狭せまい小宮にかさばる男がそれだけいると思っただけで息苦しい。

「できるだけ気にせず集中しろ」

　フィグネリアはさっとクロードの課題に目を通し計算間違いを一カ所見つけ、新しい課題と一緒に返す。平静な態度とは裏腹にその内心は、クロードと同じく落ち着かなかった。

　兵達はタラスが選んだ者、つまり反九きゆう公こう家け派ばかりで九公家側への体面も非常に悪い。

「……妖よう精せいが大人おとなしいんでそれはいいんですけど、護衛はせめて半分ぐらいにできませんか？」

　妖精達は神しん霊れい達の言うことを聞いているのか、祭事の日から頻ひん繁ぱんに笛を吹かなくても暴れることはない。周りに人が多い中、それだけは助かっている。

「兄上には後で言っておく。できれば全ての兵達を退ひかせられればいいのだが……そっちは終わったか？」

　自分の政務を終えたフィグネリアは、クロードに確認する。

「終わりました。続きですね」

　クロードが終えた課題と自分の椅い子すを持ち、フィグネリアの元に来る。

　フィグネリアは執務机を挟はさんでクロードと向かい合って座り、一枚の紙を出す。結けつ婚こん式しきから今日までの暗殺未遂事件を書き出してみたものだ。

　昨日は怪け我がはなくともひとまずは安静にしろとイーゴルに政務を禁じられ、サンドラと一緒に一日を過ごしたので何もできなかった。そして今日になって護衛つきで政務に戻り、祭事の件の首謀者を洗い出し始めた。

「不自然だな」

「一昨日おとといのはいくらなんでも派手すぎますよね」

　実際書き出して並べてみると、飲食物に毒どく、毒針、毒どく蛇へび。他に毒どく蜘ぐ蛛ももあった。見事に毒まみれである。どれも地味だが失敗成功にかかわらず逃とう走そうの時間がとりやすく、首謀者を曖あい昧まいにしやすい。

　直接刺し客かくが送り込まれたのは祭事を除くと、結婚してすぐの一度きり。あの刺客についてはおそらく九公家のいずれかだろうということだ。

「いくら九公家といえど、あの神聖な場で騒ぎを起こすのもおかしいな」

　フィグネリアは頰ほお杖づえをついて、文字の羅ら列れつの向こうにあるものを見み透すかすように、目を細める。

　祭事の襲しゆう撃げき者しやの男は神官が検分したところ、やはり精神に作用する薬が盛られたのだろうということで首謀者の糸口すら摑つかめていない。しかしあれが九公家の仕し業わざとは考えにくい。祭事の禁きん忌きを破れば、神しん殿でんに楯たて突ついたことになる。

「反九公家派だけじゃなくて国民をまとめて敵に回しますね。本当に目的はフィグの暗殺だけ、なんでしょうか」

「他に目的、か……」

　ふたりで額ひたいを突き合わせてしばらく沈ちん黙もくする。

「フィグ、今起こってることから、何か出てきませんか？」

　先にクロードがそう切り出した。

「……この状況そのものが目的、ということか」

　現状といえば反九公家派の九公家への敵がい心が強まり、第一皇こう女じよが何者かに命を狙ねらわれたことが広く知れ渡ってしまっている。

「でも騒そう動どう起こしたのって、九公家じゃない可能性が高そうですね」

「ああ。だがすでに反九公家派は今までのことからそうだと思い込んでいるな。祭事を穢けがしたと言われた九公家側もどう出るか」

「どっちもすごく苛いら々いらしてて、あんまりよくない雰囲気ですね」

　顔を見合わせてフィグネリアとクロードは考え込む。

「だが、両者の対立が深まって誰だれが得をする？」

　現状を考えるだに、このふたつが争い合って得られる利などまるでない。

「うう、ディシベリアの人は困りますよね。ロートムとか？」

「ディシベリアの軍の半分は九公家の私兵だ。残り半分が反九公家派について内乱となれば、ロートムの国力でもっても収めるのは難しい。下へ手たに手を出せば共とも倒だおれする。それに、兵器の開発を進めているようだが、それ以外に戦いくさの支し度たくをしている様子はないぞ……何かが足りないな」

　答を導き出すための重要な何かが欠けている。それを握にぎっていそうなのは、とフィグネリアはクロードを見る。

「結局誰がなぜお前を送り込んだかだな。可能性としてはその神の楽士としての力だろうが……本当に誰も知らないのか？」

「母は父にも伝えてないですし、もう何代も前から隠かくしてるって言ってましたからね。大体ばれてたら今頃俺、ここにいないですよ」

　クロードの力を利用してと仮定を立てるにしても、そこで躓つまずくのだ。

　ロートムとしてもハンライダのような弱小国など年に一度思い出すかどうかの存在で、公子が何人いるかなどどうでもいいだろうし、クロードの存在を認識している人間はハンライダ公国内ぐらいにしかいそうにない。

「本当にどこから引っ張り出されてきたんだ、お前は」

「どこなんでしょう」

　本人も首を傾かしげる。そしてまた行き詰づまってしまい、ふたりは同時にため息を落とした。

　どうしたものかと考えていると、いつもより早くイーゴルが訪ねてきた。今日は兵士が扉を開いたので普段よりは静かな登場だった。

「フィグネリア！」

　しかしその声はいつも以上に切せつ迫ぱくしていて大きい。怒ど気きも感じる。

「なぜお前は黙だまっていたのだっ!!」

　何事かとイーゴルの前に立った次の瞬しゆん間かんには怒ど鳴なりつけられた。

　こんなにも激しく怒られるのは初めてで、訳が分からず呆ぼう然ぜんとフィグネリアは兄の顔を見上げる。

「命を狙われたのは初めてではないというのは本当か!?」

　フィグネリアの顔から血の気が引く。

「一体、誰がそのようなことを……」

「大勢の人間が俺に言ってきた。食事にたびたび毒が入れられていたことも、刺客が何人もお前を狙ってきたことも全部だ。五年も前から続いていてなぜ今まで言わなかった!!」

　イーゴルは恫どう喝かつしながらもその目は悲しげで、フィグネリアは見ていられずうつむいた。

「……兄上に、いらない心配をかけたくなかったからです」

　弱々しい声で言うと、肩かたを摑まれて顔を上げさせられる。

「いらないとはなんだ。妹を心配するのにいらないことなどあるものか！」

　兄の言葉に、不意に視界が滲にじんで喉のどがひりつく。

　それに気がついたイーゴルが目を丸くし、フィグネリアの肩から手を離してうろたえる。

「す、すまない。だがな、フィグネリア、兄としてお前が困っている時に何もしてやれないのは自分が情けなくなる」

　嗚お咽えつと涙なみだを吞のみ込んで、フィグネリアは首を横に振った。

「私ひとりで解決できる問題です。どうかこの件は全て私にお任せください」

　そう、自分でできる。やらないといけない。だから、兄は何もしなくていい。

　長年の間に染みついた思考は剝はがれない。できないからといってこの兄が自分を見放すことはないと分かっていても、恐きよう怖ふが先に立ってしまう。

「俺は、頼りにならないのか？」

　お互い一歩も譲ゆずらない中、兄妹の間に重たい沈黙が降りる。フィグネリアが何も言い返せずにいると、彼はそのまま肩を怒いからせて部屋を出て行こうとする。

「兄上」

　心まで離れていってしまうのが恐くて呼びかけるが、一瞬イーゴルは動きを鈍にぶらせるもののその足を止めることはなかった。

「フィグ……」

　まるで入る隙すきがなくずっと様子を見ていたクロードが、立ち尽つくしているフィグネリアの肩を叩たたいて兵士達に扉を閉めるように言う。

「……別に兄上が頼りないわけではないんだ。ただ全部明かすと、アドロフ公が関わっている可能性があることまで言わなければならなくなる。そうしたら兄上は悲しむだろうし九公全てを敵に回しかねない」

　フィグネリアはふらりと自分の椅子に戻り、イーゴルに言えなかったことをぐちぐちとつぶやく。話さない以外に兄を護まもる術すべはないのだ。しかしそのことで、かえって傷つけてしまった。

「ここまできたら全部説明しちゃった方がいいんじゃないんですか？」

　クロードが自分の椅子をフィグネリアの隣となりまで移動させ、並んで座りながら、軽い口調で問う。

「駄だ目めだ、まだ、大丈夫だと思えないんだ」

　物心ついてからずっとひとりでやってきたのだ。急には気持ちを切り替えられなかった。

「でもどうするんですか？　このままだと義あ兄に上うえひとりで犯人探し始めてしっちゃかめっちゃかになりそうですよ」

　クロードに言われてフィグネリアは、ありとあらゆる兄の取りそうな行動を考えて頭痛を覚えた。

　兄に怒鳴られて半なかば頭が真っ白で、そこまで考えていなかった。これまでの暗殺未遂のことを告げたのは反九公家派だろう。イーゴルが暗殺未遂を直接目もく撃げきしたことで堰せきを切ってしまったのかもしれない。

　あれだけ口の軽い者は信用ならないと反九公家派には釘くぎを刺さしていたのに。

「……兄上は止めないとまずいな」

　このまま誰かが九公家が裏にいると兄に告げてしまえば、それこそ内政が混乱する。

　少々冷静になってきたフィグネリアは腰こしを上げるものの、そのまま止まってしまう。

「クロード、どうやって兄上に切り出せばいい」

　さっきの今でどんな顔をして会っていいのかも分からなかった。

　クロードが首を傾げた。

「フィグ、兄きよう妹だい喧げん嘩かってこれが初めてですか？」

「……だな。というかこれは喧嘩なのか？」

　その時点でもうよく分からないと、フィグネリアはクロードに答を求める。

「意見が対立して揉もめてるんだから喧嘩じゃないんですか？　お互い思い合ってのことだから、素す直なおに話せば解決すると思いますよ」

　その素直にというのはどういうことなのだろう。何を明かして何を隠せばいいのか。

「いかん、考えが出ない」

　悩なやめば悩むほど何も浮かばなくなって、フィグネリアは父から出された課題で行き詰まった時と同じ感覚を覚える。

　十歳頃、国務のための基き礎そ学習を全部修得すると、実際に父の政務を手伝うことが出てきた。その中で父はその時起こっている内政問題を自分に考えさせた。

　すでに要因が出[image: 揃]っている過去の事例と違い、刻一刻と変わる情勢の先読みができず、迷っているうちに物事はどんどんと先へ進んでいった。父が次々と手を打って自分の意見を何も出せなくなる時の、あの焦しよう燥そう感かんだ。

「フィグ、フィグ」

　過去の記き憶おくも相まって完全に動けなくなっているフィグネリアの手を、クロードが目を丸くしながら引く。

「……兄上とどう会話していいか分からない」

「こんなに仲のいい兄妹なのに？　……あ、分かった」

　すぐに解答にたどり着いたクロードが、フィグネリアを椅子に座らせる。

「フィグ、本音だけで義兄上と話したこと、ほとんどないんじゃないですか？」

　クロードと向き合う形で座るフィグネリアは、その言葉に一種の衝しよう撃げきを受けた。

「ないかもしれない。そうだな、お前を婿むこにすると決めた時も嫌いやとは言わなかった」

　子供の頃から今日までずっと、自分は兄が一番喜ぶ言葉を探していた。兄の前では常に、褒ほめられる可愛かわいい妹でありたかったのだ。

「……嫌だったんですか」

「敵対国寄りの弱小国の第六公子。この条件だけ出されて喜んで貰もらい受けたいという馬鹿がどこにいる」

「明らかに問題物件ですね」

　クロードが肩を落とすのを見て、フィグネリアは言葉をつけ加える。

「今は全くそう思っていないからな。生しよう涯がいを誓ちかい合う相手がお前でよかった、と思っている。というかお前も期待していなかったと言っていただろう」

　恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように詰め寄ると、クロードは少し考え込む。

「確かに期待はしてなかったですけど大帝国の皇女殿でん下かですし、いい暮らしもできて家からも出られるしで、それなりに乗り気でしたね」

「……気楽にも程があるぞ」

「まあ、お互い最良の相手と巡めぐり会えてよかったってことじゃないですか？」

「それは、そうだが……待て、話の流れがおかしいぞ」

　フィグネリアは話題が大きく脱だつ線せんしていることに気づき、クロードを真顔で見つめた。

「兄上とはどう話せばいいんだ」

「ああ、そうでしたね。うーん、もう俺と話してるのと同じような感じでいいんじゃないですか？　今の全部、フィグの本音ですよね」

　改めて確認されて、自分の言動を振り返りフィグネリアは耳まで赤くする。

　それを見つめるクロードの目は優しい。

「む、無理だ。お前に接するように兄上と話すなんてことは私にはできない。そうだ、義あ姉ね上うえがいらっしゃる。義姉上がいれば兄上も無茶はしない」

　立ち上がりかけたフィグネリアは、義姉の存在を思い出して着席する。

　サンドラは国務などについてはイーゴルと同じでからきしだが、ある程度は適切な判断をしてくれる。義姉がいればすぐに大きな問題になることはないはずだ。

「……フィグ、それは根本的な解決になってないと思うんですけど」

　クロードの指し摘てきにフィグネリアは首を横に振る。

「義姉上が兄上を抑おさえてくださっている間に、私が解決すればいいんだ」

　フィグネリアはひとり思案し、まださわさわと落ち着かない感情をゆっくりと静めていく。

　そして半はん眼がんを伏せじっと思考に没ぼつ頭とうしていると、膝ひざに置いていた手を握られた。

「ちょうどいい機会だから、利用したりされたりじゃなくて、一緒に頑張る練習をしてみましょう」

「一緒に頑張る……」

　難問に取りかかるようにまた考え込んでしまい、クロードに苦笑されてしまう。

「フィグはやろうと思ったらなんでもひとりでできたから、全部やらないとって頑張りすぎてるんですよ。少し分けられる相手がいるなら、ちょっとぐらい任せたって大丈夫ですよ。俺、あんまり頼りにならないかもですけど」

「別に、頼りにならないとまでは今は思ってないぞ」

　でも、いいのだろうかとやはりまだ心は迷う。

「じゃあ、期待にそえるように頑張らないとな、俺……」

　自分で言っておきながら勝手に緊きん張ちようしてしまっているクロードの頰を、フィグネリアは優しく撫なでた。

「過度な期待はしていないから安心しろ。……一緒に、か。私も鋭えい意い、努力する」

　難しいけれど、彼とならどうにかできそうだとフィグネリアは思った。
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　結局なかなか真相にたどり着けず、それからさらに三日が経過した。

　寒さも一日ごとに厳しくなり、窓の向こうの景色は灰色の雲がべっとりと空を覆おおって陽光を遮さえぎり、そのせいで全体がくすんだ色をしていた。

　長い冬の始まりの光景は陰いん鬱うつな気分を増長する。

「早く、どうにかしなければな」

　政務を終え窓まど辺べに立つフィグネリアは、物もの憂うげにつぶやく。

　クロードが来てからほとんど毎日この小宮を訪れていたイーゴルは、あれ以来来ていない。政務は書類のやりとりで滞とどこおりなく行われているが、それだけで兄の様子を窺うかがい知ることはできない。

「早くちゃんと説明して、大人しくしてもらったらいいんじゃないですか？」

「……それは駄目だ」

　まだどんな顔をして、どんな言葉を最初に言えばいいか分からないままだ。

　自分の机で黙々と課題をこなしていたクロードがその手を止めて、フィグネリアの執務机の書類を手に取る。

「これを口実に義兄上の様子、見てきましょうか」

　クロードが半分もう行くことを決めたように言うが、フィグネリアは頼むとすぐに返せなかった。

　兄の様子は気になるが、背後に誰がいるのか分からないこの状況で、クロードをひとりにするのも躊躇ためらわれる。

「……護衛をつけるんだぞ」

　とはいえ中央宮はすぐそこで、護衛もいればそう心配することもないだろう。

「じゃあ、行ってきます」

「外がい套とう、忘れているぞ」

　フィグネリアは部屋を出て行こうとするクロードに、すぐ側の壁に掛けてある外套を渡す。

　部屋は煉れん瓦が造りの暖だん炉ろで暖められているが廊ろう下かは冷える。

「奥さんっぽくていいですね」

　クロードが顔を綻ほころばせた。

　どちらかといえば初めて子供をおつかいに行かせる母親の気分なのだが。

　フィグネリアは夫の緩ゆるみきった顔にその言葉を吞み込んで送り出した。扉が開くと冷たい風が一瞬、入り込む。

　それはすぐに部屋の温度に馴な染じんでしまったが、頰に妙みような違い和わ感かんを残した。

　それから二時間ほど。

「遅おそいな……」

　フィグネリアはいつまで経っても戻ってこないクロードに不安を感じ始めていた。

　ここから中央宮のイーゴルの執務室まで、歩いて往復で四十分ほど。話し込んでいるのだろうかともう少し待ってみるものの、さらに一時間経っても帰ってこない。

「すまない、クロードの様子を見てきてくれないか？」

　扉の外に控ひかえていた衛兵に中央宮まで行ってもらうが、クロードはやはり見つからなかった。彼についていた護衛も同じだ。

　[image: 迂]う闊かつだった。

　この小宮についている衛兵の名前と顔は全て覚えているが、一部は背後関係に関しては未調査だ。きちんと自分で選んだ護衛をつけておけばよかった。

　また、判断を誤ったのだ。

「皇女殿下、どういたしましょう」

　フィグネリアは全ての報告にクロードのかすかな痕こん跡せきすら見つけられず、次の指示を待つ衛兵に何も命じられなかった。

　クロードがどこにもいない。感情すら凍こおりついて、何かを考えるなどできなかった。

　――ふたりで一緒に。

　ふっと、とどまっていたものを揺ゆり動かすように彼の言葉が浮かんで、フィグネリアは一度瞼まぶたを伏せる。

　命が目的なら、ここまで周到に痕こん跡せきを隠す必要もない。これまで命を狙われたのも自分のついでだ。クロードだけを消し去る意味もないだろう。

　祭事のあの神霊達の戯たわむれで夫婦仲が良好であると知れ渡り、身みの代しろ金きんや政治的要求の取引の材料に使えると思った者か。

　あるいは、クロードの力を知っていて祭事で確信を得た者が動いたのか。

　前者は人ひと質じちがいないと困る。後者はその力が目的なので身の安全は保障される。

　どちらにしろ、彼の命の危険はないに等しい。彼は彼で、どうにか精せい一いつ杯ぱいのことをやるだろう。

　ならば、自分は自分でやるべきことをしなければならない。

　フィグネリアは捜そう索さくの手を増やし、最後に消えたのはどこか、護衛の素す性じよう、王宮に出入りする荷馬車、とにかく思いつく限り全てのことに人手を割さいた。それをやり尽くす頃には日が傾かたむいていた。

「皇女殿下……」

　火をつけた燭しよく台だいを持ってきた侍じ女じよが、じっと執務机に座って思考に没頭しているフィグネリアに声をかける。しかし返事がないのでその傍かたわらに燭台を置き、静かに退出した。

「まだ、帝都の外に出てはいないはずだ……」

　闇やみ雲くもに動いても無む駄だだと分かっていてもそうしたくなる自分を抑えながら、フィグネリアは集めた情報を頭の中でかき混ぜる。

　クロードは中央宮にたどり着く前に消えている。捜索を始める前に王宮を出る余裕は十二分にあった。しかし急ぎで帝都から出ようとすると目立つので、検問は間に合っているはずだ。消えた護衛に後ろ暗いものは何もなく、そこから手がかりは得られそうにない。

「要求が来ないのはクロード自身が目的だからか……外を見てくる」

　結局、フィグネリアは部屋に籠こもっていられずに外に出た。護衛ふたりが距きよ離りを取ってついてくるのが煩わずらわしいが仕方ない。

　曇くもり空で夜も間近に迫せまり、辺りはほの暗い。フィグネリアは肌はだがひりつく冷気を浴あびながら馬で王宮を出る。

　門を出る時に積み荷は必ず確認される。人ひとり運ぶならそれなりの大荷物で目立つ。

　どうやって誤魔化して切り抜けたか。

　つらつらと考えながら兵舎と市街への分かれ道にさしかかった時、市街側に続く通りへとフィグネリアは何気なく目を向ける。

　石いし畳だたみの両脇には黒い針葉樹の林があって街並みは見えない。しかし大神殿の七つの尖せん塔とうはまだはっきりと見えた。その灯ひの滲む窓辺は無数の神の目のように帝都を見み下おろしている。

「……検けん閲えつされない」

　可能性があるとすれば神殿に運び込まれる荷だ。神殿へ運ばれる物はみだりに中を見てはならず、検閲されることはない。その代わり荷を運ぶ業者は限られ、神殿からは受け取りの証文が出される。

　しかしそれを利用するにしても、途中で荷を積み替えるのは目立ちすぎる。

「フィグ、クロード見つかった？」

　ふと、声をかけられて兵舎側へ馬首を向けるとサンドラがいた。フィグネリアは弱々しく首を横に振る。

「あたしは裏の森の方を見てきたんだけど、誰かが入った形けい跡せきは見つからなかったわ。イーゴルも街の方を見に行っているんだけど」

「兄上も捜索に出ていらっしゃるのですか？　申し訳ありません、私の不ふ手て際ぎわで義姉上達にまでお手間をかけさせてしまって」

　予想外のことにフィグネリアは困り顔をする。

「そりゃ、あの人クロードのこと、フィグのお婿むこさんにしようって思ったぐらい気に入ってるしね。あんなことがあった後だし、自分が動かなきゃ気がすまないもの。あたしもそうだけど」

　サンドラが白い吐と息いきを零して微笑ほほえむ。

「イーゴルもあたしも、クロードのことは当然心配だけど、フィグのためでもあるのよ。あたし達夫婦でやっと半人前で難しいことはさっぱりだけど、腕うでっ節ぷしだけはあるんだしそっちで頼ってくれたっていいんだから。あたし達にできないことをフィグがやって、フィグができないことをあたしらがやるの。それじゃ駄目？」

　それでいいんだとクロードは言ってくれたけれど、うまく言葉を見つけられない。

　隣に彼がいてくれれば、まだ違ったかもしれない。

　フィグネリアが逡しゆん巡じゆんしていると、遠くで何かが破は裂れつする音がする。その余よ響きようが波は紋もんのように広がっていく。

「銃じゆう声せいだ」

　それがなんであるかフィグネリアが察した時、もう一度同じ音が響ひびく。

　嫌な予感がした。

「銃声って、何？」

「とにかく行きましょう」

　状況はまるで分からないが、とにかくフィグネリアは音のした市街へと方向転換して馬を走らせた。

　赤煉瓦で舗ほ装そうされた大通りを進めば進むほど、人垣が増えて馬を降りざるを得なくなる。ふたりの姿に気づいて道を空ける者達の顔には不安と恐怖が張りついていた。

　耳に入ってくる皇こう帝てい陛へい下かが、という声にサンドラが駆かけ出す。フィグネリアもすくむ足を奮ふるい立たせてそれを追った。

　そして目にした光景を、最初は受け止められなかった。

「イーゴル！　分かる、フィグもいるわ！」

　サンドラに呼ばれてフィグネリアはイーゴルの側に駆け寄り、その姿に凍りつく。

　イーゴルが数人の兵によって荷車に乗せられているところだった。側にタラスと数人の神官もいて、彼らは一様に血ち塗まみれだった。

　肩と脇わき腹ばらの辺りに巻かれた元は白かっただろう包帯が深しん紅くに染まり、兄はかろうじて意識はあるが、その瞳ひとみは虚うつろだ。

　震ふるえる指先で頰に触ふれると、兄はかすかに笑った。
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「……止血は終わりました。後の処置は神殿でします」

　タラスに言われてもフィグネリアはなかなかその場から動けず、サンドラに抱だき寄せられて荷車から離される。

「一体、何が……」

　震える声で問うと、残っている近衛このえが数すう軒けん先さきにある宿の三階のバルコニーを指差す。あそこから狙そ撃げきされたが、急なことと銃というものをよく知らないのですぐには何が起こったのかよく分からず、混乱の中で狙撃手も逃にがしてしまったそうだ。

「大丈夫よ、大丈夫。イーゴルは頑がん丈じようなのが取とり柄えなんだから」

　サンドラは自分自身に言い聞かせるようにしながらフィグネリアを抱き締めた。

　今、彼女に大丈夫だと声をかけねばならないのは自分の方なのに。

　フィグネリアは凍こごえる空気を胸いっぱい吸い込んで、内から頭を冷やす。

「義姉上、私は王宮に戻るので兄上のところへ」

「それなら一緒に行けばいいわ。今はフィグをひとりにしておけないわよ」

「私は、私のできることをします。だから、義姉上は」

　言い終わる前にきつく抱き締められる。冷えた体に義姉の体は温かすぎるほどだった。

「夜には戻るわ。今日は一緒に寝るわよ。タラス、フィグのこと、ちゃんと送り届けて護って」

　そっとフィグネリアを離し、サンドラは大神殿へと向かった。

「なぜ銃が……」

　石畳の上に広がる血けつ痕こんと転がったふたつの銃じゆう弾だんに、フィグネリアは眉まゆ根ねを寄せる。これを国内で扱あつかえる人間は限られている。

「フィグネリア様……」

「後で、聞きます」

　重苦しく名を呼んでくるタラスに疑心の目を向けて、フィグネリアは兵や近衛に聞かれないように声を潜ひそめる。

　そして頰に冷たい欠片かけらが触れて顔を上げた。

　冬を司つかさどる神霊スノウェンの足音とも呼ばれる雪が降り始めていた。夜になればいっそう冷え込み、明日の朝には帝都は白く染まるだろう。

　寒がりなクロードが外套一枚だけで震える夜を過ごさないか心配だった。
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　王宮に戻るとすでに騒そう然ぜんとして、重臣らがフィグネリアに皇帝の状態を聞いてきた。

　とにかく今は落ち着いて普段通りにするよう命じた後に、フィグネリアは中央宮の応接室へとタラスを呼んだ。

「タラス殿、あなたはあの銃の出所を知っていますね」

　確信を持って問うとタラスは重苦しくうなずく。

「フィグネリア様を帝位につけた時、万一にも内乱が起こるようなことがあればと、少しばかり用意しました」

「まさか、本気で簒さん奪だつを企たくらんでいたのですか！　万一、どころでなく確実に内乱になることぐらい、あなたなら分かるでしょう!!」

　思わず立ち上がって激げつ昂こうするフィグネリアを見上げ、タラスは小さく首を横に振った。

「クロード様さえいれば、神霊方が後ろ盾だてとなり内乱を回かい避ひして即位させられるはずでした」

　全く予期していなかった言葉にフィグネリアは愕がく然ぜんとする。

　ここまでまるでクロードの婿入りの経けい緯いが摑めなかったのは、自分が調査を命じた反九公家派が裏で糸を引いていたからだ。タラスならばイーゴルにクロードを紹しよう介かいする段取りを整えるのも簡単だろう。

「なぜ、私になんの打だ診しんもなく計画を進めたのですか。そもそも、どこでクロードのことを知ったのですか」

「全てロジオン大神官長様のご進言です。神の楽士が夫となれば神霊方も大いに祝福し、混乱を招まねくこともなく正しき治ち世せいがしかれるだろうと。そして準備が整うまでは何も知らせない方がよいと仰おおせになりました」

「あり得ません」

　フィグネリアは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「神殿が国政に関わることに口出しするなど、あるはずがありません」

　しかしクロードがロジオンに怯おびえていたことを思い出すと、否定する気持ちは弱くなる。

「自分も、最初は不思議に思いました。ですが、それが神霊方の意志となるならばやるべきだと言われた通りにクロード様を探しだしました」

　三年がかりでタラスはクロードを見つけ出したという。最初は南西の小国の王族としか分からず、それから徐じよ々じよに髪の色、目の色、年頃などを神殿から聞いてようやくたどり着いたということだった。

　銃に関しても、検閲がされないことを利用して大神殿へとひっそり運び込んでいたらしかった。

　三年もの間、その行動をよく隠し通せたものだ。

　フィグネリアは反九公家派の監かん視しに甘かった自分に歯嚙みする。

「クロードは今、神殿に？」

　理由は分からないものの、神殿が関わっているならクロードを運ぶのは容易たやすいはずだ。

「護衛についていた者は熱心な信徒ですので、その可能性が高いかと」

　タラスが膝の上で握った拳こぶしを震わせ、躊躇いがちに口を開く。

「……陛下を撃った男の顔を見ました。見たことのある神官でした」

　フィグネリアは虚きよ脱だつ状態でソファーに腰を下ろした。

　今、イーゴルが治ち療りようを受けている場所は神殿だ。そこにサンドラもいる。

　全てにおいて絶対的に信用できるはずの神殿が一気に疑ぎ惑わくに染まり、目の前が真っ暗になっていく。

「あの神官は、我わが国の民に似ていますが……ロートムの出身かもしれません」

「他の国から来る……」

　フィグネリアはロジオンが神を降ろすことについて、クロードに話していた時の言葉を思い出す。

　他国から来た人間は神殿を訪れない。なのにロジオンは他国の者と神霊の話をしたことがあるような口ぶりだった。

　大神官長は正しいという先入観にとらわれて、疑問に思うことすらなかった。

　もはや何も考えられずに、フィグネリアは誰かに答を求めたかった。それでもここで思考を止めてしまうわけにはいかない。

「九公家と反九公家派の対立が深まり内乱が起これば、国は確実に内から崩くずれる。それを武力なしで収められるのは神殿のみだな。そうなると祭事の騒動を仕組んだのも神殿か」

　政まつりごとに関わらないという神殿の鉄則を破ったロジオンならば、禁きん忌きを犯すのも躊躇わないだろう。襲撃者に薬を盛もるのも容易い。

　そして自分がそうであったように、誰も彼を疑いはしない。

「神殿の権威をさらに確実にするために、神の楽士であるクロードは連れて来られたのか……」

　フィグネリアは自分のつぶやきにしっくりこないものを感じる。

　それならば、大神官長という立場で神霊の言葉を偽いつわるだけで十分だ。わざわざクロードを使う必要はあるのだろうか。

「まだ、他にクロード自身ですら知らないことがあるのか……」

　こればかりは想像も及ばないので、フィグネリアはひとまず密みつ偵ていについての話へと戻す。

「そのロートムの者とおぼしき神官の年ねん齢れいは？　最初に見たのはいつですか？」

「三十半ばで、六年前に見たのが最初だったと思います。その時は十年ほど前からいて出自は知らないということでした」

「そうなると、密偵として今回の件に関係なく潜もぐり込んでいて、この騒動に乗じたと見た方がよさそうですね。……大神殿にいるということは他の神殿にも潜り込んでいるということか」

　神官は幼少期から神殿で従事している者が三分の二、残る三分の一はなんらかの事情で身分や名を捨てて神官となった者である。志望者を審しん議ぎするのは神殿で、受け入れないことはほとんどない。

　おそらく鉱脈を見つけるための秘策を神殿が握っていると考えて潜り込んだのだろう。

　銃の取り扱いができるということは、他にも近年訓練を受けてから入り込んだ神官もいるということだ。

「フィグネリア様、ロートムは内乱でディシベリアの兵力を削そぎ、侵略するつもりでしょうか」

「おそらくは。内乱は神殿に収めさせ、その後、まともに治世ができずに完全に弱体化したところで戦いくさを仕掛ければ、勝てると踏んでいるのでしょう」

　そう上手くいくはずがないだろうが、とにかく今はそちらよりロジオンをどうにかしなければならない。

「……兄上の無事が確認されるまでは動けませんね。神殿相手となるとなおさら」

　全てが向こうに握られていては手の出しようがなかった。

「タラス殿、後で今回の件に関わった全員の名前、それと銃の取引の詳しよう細さい全てまとめて提出してください。あなたへの処しよ罰ばつは皇帝陛下が戻り次し第だい、裁断させていただきます」

　必要なことを命じた後に、フィグネリアは一呼吸間を置いて口を開く。

「ひとつ、お聞きします。私が帝位についてあなたになんの利があるというのですか？」

　それがどうにも分からないことだった。

　タラスの身分と才能なら、独力で改かい革かくを進めることもけして不可能ではない。むしろ簒奪するより、イーゴルに上う手まく取り入った方が効こう率りつもいいだろう。

「……利、ですか。そうですね、理想の君主を得ることでしょうか」

　苦いものを嚙みしめるように言って、タラスはその瞳をフィグネリアに向ける。

「このような言い方は失礼だと思いますが、イーゴル陛下もサンドラ様も自分にとっては、よき兄、姉のような存在でした。しかし朽くちかけたディシベリアを立て直した偉い大だいな先帝の跡あとを継つぐ者として見た時、どうしても失望することが多くありました。この国の行く先に不安さえ覚えました」

　覚えていますか、とタラスが続ける。

「九つであなたは神霊方の恩おん寵ちようを受けるだけではなく、自みずからで新しいものを作り出していかねば国は衰おとろえていくと言った。自分はその時、希望を見いだしたと思いました」

　そんな話をしたことがあったかもしれない。

　兄に難しい話ができそうな相手がいると紹介されて、自分がタラスに最初に覚えたのは警けい戒かい心しん。その聡そう明めいさに期待もやがて生まれたが、九公家嫡ちやく男なんという立場も相まってそれ以上に猜さい疑ぎ心しんを膨ふくらませていった。

「あなたは、期待通りに成長された。きっと、自分は勝手な夢を見すぎたのでしょう。誰よりもあなたをお支えしたいと思いながら、そのようなお顔をさせてしまっている」

　罪悪感に似た怯えと悲しみが混じり合った顔のフィグネリアから視線を外はずし、タラスは命じられたことをまとめてくると部屋を出て行った。
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　クロードは暖炉で暖められた部屋の清せい潔けつなベッドの上で毛布を羽は織おり、ぬくぬくと過ごしていた。啜すすっている杯さかずきの中の薬湯は子供向けなのか、苦みより甘みが強い。

　簡単なおつかいの途中で神殿に拉ら致ちされて今日で三日目。

　ここまで運ばれる間に小一時間ほど屋おく外がいの荷車の中に放置されたせいか、風か邪ぜをひいてしまい、昨日まではほとんど動けずにいた。

　暖かさと薬のせいで眠気がやってきて、クロードは思い切って毛布から出る。

　足をつけた床ゆかには見るからに高価そうな毛皮の敷しき布ふ、目線の先には花や蝶ちようの透かし彫ぼりが凝こっている鏡台と、置かれているものは品がいい。すぐ側の壁かべに飾られているタペストリーも細やかで繊せん細さいな花はな模も様よう。

　要は神子である少女にとって使い勝手のいい広さと可愛らしさを兼かね備そなえた部屋だ。

「俺は何やってるんだろう」

　そしてこの部屋を一望するたびに思ったことをつぶやき、クロードは部屋の外に出る。

　外気に触れる肌がぴりぴりと痛む。体をすくめて下を向いた先には、小さな泉の湧わいている丸い庭が見えた。ちょうど太陽が真上から降り注そそいでいて、積もった雪が光を反射して眩まばゆい。

　ここは大神殿の中央、礼れい拝はい堂どうの裏に併へい設せつされている大神子が暮らす塔だ。

　神殿の他の尖塔と同じく五階層で、庭園を取り囲むように立っている。今、クロードがいるのは三階層の回かい廊ろうだ。

　風の妖精達が遠えん慮りよがちにまとわりついてくるのにクロードはまだ、と小さく答える。

　笛は取り上げられてしまっているので吹けないのだ。妖精達はいつもとは違ってすぐに諦あきらめて離れていった。

　ここへ来てから妖精達は萎い縮しゆくしている。ロジオンに呼び出されて大神子の前で笛を吹いた時や、祭事で神霊が降りてきた時と同じだ。

　特に、前者の時の閉へい塞そく感かんとまるで同じだった。

（やっぱり、誰か降りてきてるのかな？）

　そもそも神霊というのはどういったものなのか、正直よく分からない。

　自分が祭事で話した神霊はどれもナルフィス教でいうところの使徒、つまりは人間に害をなさない神霊だ。あんな神霊ばかりならいいが、自分達が悪あく魔まと呼んでいた神霊はどうだろう。

「すごく、嫌な予感がする……。あー、寒い！　暖炉よりフィグで暖まりたい」

　意外と体温が高くてあれとかそれとかふにふにと柔やわらかい妻の抱だき心ごこ地ちを思い返し、クロードはテラスの手すりに額ひたいを当てるようにしてうなだれる。

　そして一階の回廊にひとりの中年の神官の姿を見つけて、そちらに向かった。

　礼拝堂に繫つながっている扉は固く閉じられ、見張りもいるが、この塔の中は最上階を除いて自由に歩ける。

　昨日、少し動けるぐらいまでに回復した時、彼の面おも立だちがこちらの人間とは少し違うことに気づいた。それでどうにか自分をハンライダからの密偵だと思い込ませて、彼にロートムからの密偵だと明かさせた。

「どうも、今日も寒いですね」

「お前か、体はもういいのか？」

「おかげさまで。ここの薬ってよく効きますよね。皇帝陛下も回復してるっていうし。あっ、どうも」

　神官は親切に寒いだろうからと近くの部屋に入れてくれる。

「ありとあらゆる面で時代遅おくれだっていうのに、医術だけは発展してるな。あの図ずう体たいのでかすぎる皇帝も二発食くらってもう歩いてやがる」

「本当に丈夫ですよね」

　苦々しげに神官は言うが、クロードは義兄の頑丈さに感心する。

　二発の銃弾は貫かん通つうし、脇腹に至っては掠かすめた程度で臓ぞう器きに傷もなく、手当てが早かったこともあってイーゴルの容態はいいらしい。

「しかし、あれですよね。内乱起こさせて神殿が後あと釜がま狙うって、俺達からしたらすごい話ですよ」

　ここまでくれば九公家と反九公家派が争って誰が得をするのか明白だった。

（あの大神官長様、胡う散さん臭くさいと思ったらやっぱり悪い人じゃないか）

　クロードは暖炉の火を見ながら、胸の内でもう何度目かのロジオンへの悪態をつく。

「神降ろしだの、妖精だの、国民全員が信じてるってのが恐おそろしいな。地下で銃の訓練してちょっと音が漏もれても、妖精が騒いでるんじゃないかですましちまうんだぜ」

　神官の方へ視線を戻して詳くわしく聞いてみると、地下には牢ろう屋やがあり、そこは音が外にほとんど漏れないような造りのため、この数年気づかれずに訓練ができたらしい。

「お前も笛ができるだけでこんなところにまで連れて来られて苦労するな。ついでに密偵になってこいって言われても、すでにこっちが握ってる情報しか手に入れてねえし」

　いい機会だからロートムに対して何か恩を着せられるような情報を手に入れておけ。

　そう命じられていると向こうは勝手に勘かん違ちがいしてくれている。

　おかげでだいたいの事情は分かったが、これからどうするかだ。まず銃じゆう撃げき犯はんがここに潜んでいることは知らせないといけないだろうが。

（義兄上がもっと回復してからがいいな）

　クロードはぼろが出ないようにあまり自分からは喋しやべらず、神官の世間話に適当に相づちを打ちながら機会を窺うことにした。





[image: ]






　狙撃事件から五日経ち、王宮内は緊張を高めていた。

　イーゴルはもう少し傷が塞ふさがるまではと、大神殿で療りよう養ようとなっている。

　そのため皇帝代理としてサンドラが表向き取り仕切り、フィグネリアがそれを援えん護ごするという形で混乱を最小限に抑えていた。しかし日に日に反九公家派への疑いは強まり、皆口にこそしないものの、険悪な雰囲気が王宮中に広まっている。

　帝都もあの頑丈そうな皇帝に、小さな鉛なまり玉だまふたつで重傷を負わせられる見慣れない武器を持った者が潜んでいるかもしれないという話が広まって、住民達は外に出なくなってしまっている。

　そのせいで雪に覆われた街は巡じゆん回かいを強化している兵がうろついている姿しか見えず、どこもかしこも重苦しく鬱うつ屈くつした空気が漂ただよっている。

　夫と兄の無事を祈いのるという名目でここ数日通い詰めている神殿の帰り、フィグネリアも同じように気を塞がれながら街を見渡した。

　イーゴルとの接触はまだサンドラにしか許されていないが、伝え聞くところにはすっかり元気らしい。狙撃しておきながらわざわざ治療して回復させているとなると、なんらかの切り札にするつもりだろう。

　神殿の様子からして全体が今回のことに荷か担たんしているわけでもなさそうなので、踏ふみ込むならことさら慎しん重ちようにならねばならない。ロジオンが姿を見せていないことも気がかりだ。

　あとはクロードだ。どこからか笛の音は聞こえないものかと、耳を澄すませていても何も聞こえない。笛の音が聞こえるという[image: 噂]うわさすらないのは不自然だった。

　いい加減妖精達がこらえきれずに暴れ出しそうなものだが、神霊に近い場所ではそうはならないのかもしれない。

「もう少し、何かあればな」

　クロードについては何ひとつ状況が摑めない。無事だとは思うが、なんでもいいからその確証を得られるものが欲しい。

　鬱うつ々うつとした気分で小宮に戻り、いつもの時刻にサンドラが訪れてきて政務をこなしている時だった。

「フィグお姉様！」

　執務室の静けさをかき乱して飛び込んできたのは、妹のリリアだった。今まさに到とう着ちやくしたらしく、耳当てのついた帽ぼう子しや外套には雪せつ片ぺんがくっついていて、新雪の色をした肌も頰や鼻先が真っ赤になっている。

「お兄様が撃たれたって何事ですの。それに首謀者がフィグお姉様とか、何がどうなっていますの！」

「ちょっと落ち着いて。ほら、それ脱ぬいでこっち座る」

　サンドラが興奮しているリリアの帽子と雪で湿しめった外套を脱がせて暖炉の前に座らせる。

「兄上が撃たれたのは事実だが、今のところ命に別状はない。だが、首謀者は私ではない。いつそれを聞いた」

　そんな情報が流されることは予想がついたが、リリアのところまで話が行き着いて彼女がここまで来るのに五日は早すぎる。

　冷静にそう考えるフィグネリアは、リリアの側に屈かがんで乱れた髪を手て櫛ぐしで直してやる。

「分かっていますわよ。お兄様が好きすぎて婚こん期き逃のがしかけてたフィグお姉様がそんなことするなんてあり得ませんもの！」

「……いろいろと語ご弊へいのある言い方はやめてくれ。それより何があった？」

「お爺じい様さまのところに旦だん那な様さまと一緒に子供を見せに行ってたら、お兄様が撃たれたって帝都から知らせがあって、その翌日には文ふみが」

　リリアが壁に掛けられている外套の内ポケットを示す。

　アドロフ公の元からなら無茶をして馬を飛ばせばたどり着けるが、本当にろくに休む間もなかっただろう。

　改めてリリアの疲つかれ具合を気にしながらフィグネリアは手紙を取り出して、眉根の皺しわを深くする。

　――賢けん帝ていを影に貶おとしめただけにとどまらずその命を奪わんとした愚ぐ帝ていの罪は死に値あたいする。

　届いた日数からして、銃撃のすぐ後に出されたものだろう。おそらく他の九公家へも同じようなものが送られている。

「アドロフ公はなんとおっしゃっている？」

「お爺様は、あんなまだ子供も同然の若造ふたりで国政が上手くいくはずがなかった、ですって。伯お父じ様さまの方は完全に頭に血が上ってましたわね。で、わたくしは一番中立な立場ということで旦那様に子供を預けてここに」

　アドロフ公は今のところはまだ様子見といったところのようだ。

　祭事の件からここまでがあまりに早急すぎて不可解な要素が多く、さすがに下手に動く者はいないと思いたい。だが、気が短く血の気の多いのがディシベリアの男である。

　一番遠い九公領に話が行き着くまでにはまだ時間もかかる。それまでにどうにかせねばならないだろう。

「それでフィグお姉様、こんな馬鹿なことしでかした人をさっさと捕つかまえてしまいましょう。このままだとお兄様側とお姉様側の関係が悪化して、中立を通しているわたくしの旦那様の寿じゆ命みようが縮まってしまいますわ。それに内乱なんてことになったら、わたくしが旦那様や子供達と平和にいちゃいちゃしてられなくなってしまいますし」

　ふと何かに気づいたようにリリアは辺りを見回した。

「……そういえばクロードお兄様は？」

「拉致された」

　簡素に答えると、リリアが口を半開きにしてフィグネリアを見た後にその両肩を摑んだ。

「いつ、誰に!?　フィグお姉様、どうしてそんなに平然としてますの！　愛する旦那様が拐かどわかされたっていうのに！」

「いや、それはだな」

　愛する旦那様という言葉にむずがゆい思いをしながら、フィグネリアは口ごもる。

「フィグは何か摑んでるみたいだけど喋ってくれないのよね。でも、落ち着いてるように見えてあたし何回か、ベッドでクロードって呼び間違えられたけど」

「それは、ただの癖くせです。他意はありません」

　そう、ただの癖だ。普段ベッドの上で話しかける相手はクロードひとりなので、つい出てしまっただけのことである。

「まあ。ごめんなさい。フィグお姉様も寂さびしいのですわよね。ねえ、何か摑んでるならお手伝いさせてくれません？　子供の時からあんまりお手伝いさせてくれなくてつまらないですわ」

　子供の頃、自分が勉強している傍らでリリアがよく紙や本を運んだりしてきてくれたものだ。紙はともかく、本は重いので持たないように、インクは綺き麗れいな髪や爪つめが汚よごれるから触さわらないようにと言って何度泣かれただろうか。

　そしてお姉様と一緒にいたいの、という上うわ目め遣づかいにどれだけ負けたことか。

「それならあたしも手伝わせてよ。取り返しに行くんならイーゴルの代わりに先せん陣じんきるから」

　それはそれで大だい惨さん事じになるので止やめて欲しい。

　意気込むサンドラにそう思いながら、神殿が裏にいることを話すべきか迷う。

　だが、この事態を招いたのは自分があまりにもひとりよがりになって、タラスの真意に気づけなかったからだ。

　これから全部ひとりで片付けようとすると同じ轍てつを踏むかもしれない。ふたりには事情ぐらいは話すべきだろう。

「おそらく、これまでにない事態になると思います。……大神官長様と対たい峙じすることになるかと」

　意を決してリリアとサンドラの反応を窺い、そろそろと口にしてみると、やはり想定外のことだったらしく沈黙してしまった。

　しかし、ふたりはすぐにもうちょっとだけ詳しく教えて欲しいと求めてきたので、フィグネリアはこれまでのことを説明した。

「……フィグがやるっていうなら、手伝うわ」

「そうですわね。わたくしも覚かく悟ごを決めますわ」

　さすがに大神官長と事をかまえるということは重く、ふたりの表情は硬かたい。

　それでもやるという彼女達に、フィグネリアは長年の重石おもしが少し軽くなった気がした。

「できるだけ、神殿側に非がないようにはします。銃撃犯が潜んでいることにして強行突入する際は、義姉上には人を動かす手伝いをお願いします。リリアには神殿が封ふう鎖さされている間の患かん者じや達を診みる薬くす師しのまとめ役を頼む」

　ひとまずの計略を明かすと義姉と妹はうなずいた。決行は策をもう少し詰めた後に、少なくとも三日以内には動くつもりだとまで説明すると、ふたりは緊張を解いた。

「ひとまずは待機、ですわね。ところでお姉様方、一緒に寝てらっしゃるの？　だったら今夜はわたくしも交ざってもいいですわよね。もちろん真ん中がいいですわ」

「リリアが真ん中ねえ……あたしとしては義妹いもうとふたりを両脇に侍はべらしたいんだけど」

「サンドラお義ね姉え様さまはもう十分フィグお姉様を独り占めしたから、今度はわたくしがお姉様ふたりを侍らす番ですわよ」

　平和な話題で盛り上がる義姉と妹に、フィグネリアは目を細めた。

　そこにものものしい足音がわらわらとやってくる。姉妹が和なごやかに過ごす部屋に遠慮なしに入ってきたのは九公家派の兵士達だ。

「大神殿にて銃声が聞こえたということです！　負傷者はなしです。クロード様が狙撃犯と揉み合いになったそうですが、こちらも無事だということです！」

　そして告げられた言葉は、予測していた事態のどれにも当てはまらなかった。

（先に、あちらが動いたのか……？）

　これで銃撃犯がいるという根こん拠きよをねつ造する手間は省はぶけた。だが、クロードに関しては何も摑ませなかったのに、情報を漏らすということに引っかかりを覚える。

　なんらかの罠わなかもしれない。今、動くのは正しいのだろうか。しかしこの状況は動かざるを得ない。

　自分ひとりで全て、収められるのだろうか。

「フィグ」

　無意識のうちにまた自分の中に潜り込みかけていたフィグネリアは、サンドラの声に顔を上げる。

　ここにはサンドラがいて、リリアもいる。そして、神殿にはイーゴルとクロードが。

　だから、ひとりではない。

　フィグネリアは真まっ直すぐ前を見て、口を開く。

「大神殿を兵士で取り囲んで封鎖し、患者は兵舎に誘ゆう導どうして薬師達に診せろ。リリア、大丈夫そうならそちらに向かってくれ。無理はしないようにな」

「大丈夫ですわ。子供を産んでからすっかり体力がつきましたのよ」

　リリアが元気に笑んで、立ち上がる。

「……頼む。重臣全員に連絡はいっているな。義姉上、私達は王宮に」

　フィグネリアの指示に異を唱える者はおらず、それぞれが動き出した。
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　時はわずかに遡さかのぼり、発はつ砲ぽうの少し前。

「とにかく銃声さえすれば……」

　クロードは銃を隠してある一階の部屋にいた。小部屋にはタラスに見せてもらったような細長い箱が二十ほど積まれている。神子達は中身を見ることもないらしく、二日前に見た時と変わりない。

　フィグネリアがここへ来るきっかけにするにはこれしかないだろう。

「俺にも撃うてればいいんだけどな」

　訓練を受けていなくても、撃つだけならなんとかなるかもしれない。

「お前、どうした？」

　箱の中身を確認しようとすると、すっかり顔なじみになったロートムの密偵である神官が声をかけてきて、クロードはゆっくりと後ろを向く。

「えっと、自分にも撃てないかなあって思って……」

　彼はクロードが来た中庭に面した扉とは違う扉から入ってきたらしい。その手には銃が握られている。

「……俺、実は妖精とか信じてるんですよね」

　ふとあることを思いつき、中庭側の扉へとクロードは移動する。

「妙な薬でも盛られたのか？」

「いいえ。ずっと昔からですよ。子供の時からずっと、俺の友達でしたから……後で好きなだけ聞かせてやるからちょっとだけ、力貸してくれないか？　ちなみにあそこから出る鉛の弾が俺に当たるともう二度と笛が聞けなくなるから」

　クロードはぶつぶつ言いながら庭に降り立つ。そして不ぶ気き味みそうにこちらを眺ながめている神官に微笑みかけた。

「おもいっきりその辺暴れろ！」

　わざと神官に聞こえるように叫さけぶと風の妖精達が庭を駆けた。神官は風の中心に立っているクロードにひっ、と息を吞んだ。

「ほら、妖精はここにいるでしょう」

　神官に笑みを浮かべたまま近づく。

「く、来るな。この悪魔の使いが！」

　怯えた神官が引き金を引く。弾は横なぶりの風にそらされてクロードの銅あかがねの髪を掠めていった。

　銃声は思ったよりも大きく、少し耳が痛いぐらいによく響いてくれた。

（あ、当たるかと思った）

　顔を引きつらせながらも、クロードは腰が抜けている神官に急いで駆け寄ってその銃を奪う。上の方で見ていた神子達が悲鳴を上げているのが聞こえる。

　クロードは奪った銃を見下ろし、その重さに沈黙する。

「あれ、これはこれでまずいか？」

　そうしてそんなことをつぶやいたのだった。
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　俗ぞく世せとは醜しゆう悪あくなものだ。

　ロジオンは地ち母ぼ神しん像の前に立ち、無人の礼れい拝はい堂どうを眺ながめる。

　幼い頃から人々が俗世の汚お濁だくを神聖な場に持ち込んでくるのがたまらなく嫌いやだった。

　神しん殿でんという清い空間に上がり込み、さも当然の顔をして嫉しつ妬と、欲、憎ぞう悪おとありとあらゆる感情を吐はき出していく。

　当時の大神官長になぜ、我われ々われはあのような醜悪なものに触ふれねばならないのかと、問うたことがある。

　彼かの人は清めるためだと答えた。

　しかしそれになんの意味があるだろうか。どれだけ清めても毎日、人は汚濁を撒まき散らしていく。

　神の御み許もとにあるこの場のように、なぜ清せい浄じようでいられないのだろう。

　慌あわただしい足音が聞こえる。汚濁の根源ともいえる者達が駆かけ込んでくる。

　扉とびらが開き、冷気が吹き込んできた。

　屈くつ強きような男達の間にひとり異い彩さいを放っている女が、こちらを見み据すえている。銀ぎん糸しの髪かみに白しら雪ゆきの肌はだ、薄はく氷ひようの瞳ひとみ。

　穢けがれなき色の彼女は、この世の汚濁の全てを象しよう徴ちようする漆しつ黒こくの軍服を身に纏まとっている。

　なんとも醜悪だ。

「どうかなさいましたか」

　胸の内で蔑さげすみながら、ロジオンはおもむろにそう口を開いた。
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　騒そう然ぜんとしているかと思った大神殿は静かだった。

　ここに向かうことに反対する大臣連中を主おもにサンドラがやり込めて、彼女に王宮を任まかせてくるまでに時間がかかったせいだけではないだろう。

　一緒についてきた兵の一部に患かん者じやの保護を任せて、フィグネリアは残る兵と礼拝堂へと入る。

　そこにいるのは地母神像の前に立つロジオンひとりだった。

「どうかなさいましたか」

　何事もなかったように彼はそう言った。

「……ここから銃じゆう声せいが聞こえたとのことで、来たのですが」

「いえ、そのような音は聞こえてきませんでした。ですがちょうど皇こう女じよ殿でん下かにお話ししたいことがあったので、他の方々はどうかお下がりいただけますか？」

　大神官長の言葉に従わない者はいなかった。フィグネリアは広い礼拝堂にロジオンとふたり、ぽつんと残される。

　婚こん礼れいの時と同じように中央を緩ゆるやかに進み、ロジオンとの距きよ離りを詰つめる。

「あなたの為なしたことは全て分かっています。どうかこれ以上、神殿を穢すようなことはなさらず、ロートムの密みつ偵ていを引き渡し、夫を返してくださいませんか？」

　単刀直入に言うと、ロジオンが首を横に振った。

「穢しているわけではありません。浄じよう化かのためです。皇こう家か、九きゆう公こう家け、欲に穢れる全てが世界の汚濁の素であることを内乱をもって人々に知らせるのです。そしていかに人が治める世が醜悪で、苦しみに満ちたものか知った彼らは、やがて神が治める世界こそが真に必要と知るでしょう」

　罪を否定することなく滔とう々とうと語るロジオンの無表情に、フィグネリアは息を吞のんだ。

　彼の目にはどこまでも澄すみきった狂気しかなかった。

「……あなたは人間です。神ではない」

「ええ。私は神ではありません。真に世界の王たるに相応ふさわしい方はただひとり。妖よう精せい王おうたるあの方です。その存在を神しん霊れい様に聞いた時に私は悟さとりました。この世の汚濁を浄化し、妖精王を真の世界の王とすることが私の定めなのだと」

「妖精王……？」

　どうやらクロードのことらしかったが、あの妖精に弄もてあそばれている夫がそんな大層なものにはまるで思えなかった。

「分かっていただけましたか？」

　フィグネリアはいいえ、と静かに答える。

「心惹ひかれる要素はひとつとしてありませんでした。清浄な世界のために自分も、家族も犠ぎ牲せいになどできません」

　どれほど先にある世界が美しかろうと、大切なものを全て失い、自分を捧ささげるなどそんなことを受け入れられるはずがなかった。

「そうですか。ですが父君が望むものを得るにはそうするしかありません。彼はここで安あん泰たいした世を築き、心安らかになりたいとおっしゃっていました」

　ロジオンが地母神像を見上げる。

「私は、感かん銘めいを受けました。望むものは同じだと。だから先にギリルア様の御許にお送りして差し上げました」

　ロジオンが告げた言葉にふっと意識が遠のく感覚がした。

「あなたが、父に渡していた薬は毒どくだったのですか？」

　憤いきどおりに声が震ふるえる。

「いいえ、毒などではありません。世界を浄化するための薬です。彼かの皇こう帝ていは多くの汚濁をここに吐き出しに来ました。そして自分の命が潰ついえれば脆もろく崩れ去る世を築いた」

「違う。父上は国を立て直した。腐ふ敗はいした全てを取り去り新たな世を築こうとした！」

　フィグネリアはロジオンの言葉を遮さえぎる。

　脳のう裏りには必ず自みずからで神殿に通い、滋じ養ようの薬を飲んでいた父の姿があった。長年の疲労が溜たまった体を薬で労いたわり、神霊に未来を望んでいた父は、信じていたはずのものに裏切られて何もかもが断たち切られてしまったのだ。

　この男が全てを奪うばった。

　フィグネリアは摑つかみかかりたい衝しよう動どうをわずかな理性で押しとどめる。

「いいえ。人が世界を治める限り世界は穢れたままです。どうして誰も理解できないのでしょうか。先の大神官長とて私の話をご理解いただけなかった」

　だから殺したのだと暗にその言葉は語っている。

「もういい！　貴様の馬ば鹿かげた妄もう執しゆうにこれ以上耳を貸す気はない！　クロードはどこにいるっ!!」

　声を荒あららげて詰め寄ろうとした時、閉められていた礼拝堂の扉が開かれた。兵と神官が駆け寄ってきてロジオンから引き離される。

「皇女殿下！　一体ロジオン大神官長様に何をなさっているのですか!?」

「たいしたことではありません。ただ己おのれの罪深さにいたく苛さいなまれていたようです」

　実に白しら々じらしく言いのけるロジオンを、フィグネリアは歯は嚙がみして睨にらむ。

「フィグネリア、何があったのだ？」

　最後に不思議そうな顔でイーゴルがやってきた。誰の支えもなくひとりで歩いている姿は健康そうで、フィグネリアは束つかの間ま怒いかりを忘れて安あん[image: 堵]どする。

「皇こう帝てい陛へい下か、皇女殿下はあなたを暗殺しようとしたことを詫わびたいそうですよ」

　しかし、ロジオンの言葉で穏おだやかな気持ちは続かなかった。今いる兵は九公家派と反九公家派が半々。そんな馬鹿な、やはりと様々な声が乱れて堂内に響ひびく。

「……なぜ、妹が俺の命を狙ねらうのでしょうか」

　ひとり心底理解できないといった顔で首を傾かしげたのはイーゴルだった。

「皇帝として相応しい教育を受け、その役目を担にないながらもけして表に立つことはできず、影となるしかなく、そうして疎うとまれ命を狙われる。それにもう耐たえられないと、おっしゃっていました」

　そこまで追い詰められていたのかと反九公家派が同情の声を上げれば、九公家派が浅ましいと詰なじる。

　兵達を眺めていたロジオンの瞳がフィグネリアに向けられる。

　自分が正しいと言わんばかりの視線だった。

「それがなぜ俺を殺す動機になるのですか？」

　イーゴルがますます混乱するのに、堂内は一時的に静まり返った。彼の側にいる兵が、つまりフィグネリアは皇帝になるために兄殺しを企くわだてたのだと説明する。

「……それは理り屈くつに合わんぞ。俺はこのまま世よ継つぎができなければフィグネリアに跡あと目めを継つがせるつもりだ。フィグネリアにも言ってある。何より、俺に心配かけさせまいと命を狙われていることを隠かくしていたのに、なぜ俺を殺して解決しようとするのだ？」

　さっぱり分からんと、いつものようにフィグネリアに答を求めてくる。

　兄の率直さと純真さに感動を覚えつつ、フィグネリアは大きくうなずく。

「今のは兄上のご意見が正しいです。私は帝位に興味もないし、兄上のお役に立てることに不満はない。それと兄上、銃の音を聞きませんでしたか？」

「おお、聞いたが、あれは何か別の音だと神官様がおっしゃっていた。俺の耳には同じものに聞こえたが、神官様が違うと言うなら違うのかもしれん」

　イーゴルの発言とロジオンの言葉の矛む盾じゆんに、周りが動どう揺ようし始める。

　そこへ新たにひとつ、銃声が響いた。

「これはなんの音だというのですか？」

　フィグネリアが問うても、ロジオンはこの事態においても表情を何ひとつ崩くずしはしなかった。そこに不ぶ気き味みさはあるものの、クロードの身に何かあったわけでもなさそうだと安心した。

　すると、その場にいた兵の一部が出入り口を塞ふさぐ。ロジオンの近くにいた兵も彼の盾たてになるように動く。

　よく見れば、そのほとんどの顔ぶれが連れてきた兵とは違う。おそらく大神殿前の広場で対応に当たっている兵に紛まぎれ込んでいたのだろう。そして自分がロジオンとふたりきりになっている間に、適当な理由をつけて入ってきたのだ。

　彼らが何をしようとしているのか察したフィグネリアは眉まゆを顰ひそめる。

「潰つぶし合いに見せかけるつもりか」

　クロードを連れ去った護衛は、熱心な信徒。他にロジオンに取り込まれている兵がいてもおかしくはなかった。

　イーゴルが話を信じて争いになるか、ここで皇帝と皇女が骸むくろとなり、大神殿で騒動を起こしたことにより国民から両派が信を失って内政が混乱するか。どちらに転んでもいいように仕組んであったのだ。むしろ後者の方が手間がかからず、都つ合ごうがいいだろう。

　これまでの件、全てにおいてもそうだ。

　祭事の時に自分が死ねば、反九公家派は九公家を疑い内乱を起こす。次の手である銃じゆう撃げきでイーゴルが死んでも同じことだ。反九公家派による犯行と見せかけるための書状が九公家に送られ、対決は避さけられない状況が作り上げられている。

　どの時点で何が起ころうと、最終的に内乱が起こり、国民は神殿に縋すがるしかなくなる。

　その結末を覆くつがえすには、ここで兄とふたりで生き延のび、クロードを取り戻す以外にない。

　フィグネリアはロジオンを見据えて短刀を抜いた。

「あの神を知らぬ者達もいずれ浄化されるでしょう。これより流れる血は不浄を洗うもの。正しき神の国のために」

　ロジオンの言葉に十五人ほどの兵が武器を構える。ロジオンに荷か担たんしていない残る十名ほどの兵も臨戦体勢に入るものの、迷いが見えた。

「皇女と皇帝。この両派の争いにこれ以上心を磨すり減らす必要はありません。終わることのない争乱か、永久とこしえの平へい穏おんか、選びなさい」

　堂内に響く声に四人の兵が向こうへつく。残る兵は六人。自分とイーゴルを合わせても八人。

「全員、フィグネリアを護まもれ！　俺はひとりでかまわん！」

　味方についた衛兵らに囲まれたイーゴルが命じれば、ふたりが動いてフィグネリアへと向かっていた兵士を止める。

　だがすでに五人の兵が彼女のすぐ側まで来ていた。

　中央の広い場所から長なが椅い子すが並べられている右手側へとフィグネリアは移動し、繰くり出された槍やりの穂ほ先さきを避よけ、屈んで長椅子の背に身を隠す。

　そして椅子と椅子の間を半ば転がるようにして逃にげた。

　兵達は椅子が邪じや魔まで、集団では追ってこられない。

　だがいずれは追い詰められる。

　フィグネリアは兵達がまばらになったことを確認してわずかに動きを遅おそくする。

　槍が突き出されると同時に、右に避けて椅子に飛び乗る。

　勢いづきながらフィグネリアを狙った穂先は、彼女が乗る椅子の背をぶち抜いた。

　堂内の長椅子の材質は屈強な男が十数人座っても耐えられるほど硬かたい。刺ささってしまったら抜くのは容易ではない。

　そのまま兵が動きを止めた隙すきに背後に飛び下り、同時に足の腱けんを切り裂さいた。

　これでひとり。

　だが、そこですでにフィグネリアの息は上がっていた。

「くそ、体力がもたん！」

　どうしても政務が立て込むと鍛たん錬れんの時間がなくなる。

　ここを無事切り抜けたらクロードと仕事を分担して走り込みでもするかと考えながら、フィグネリアは長剣を持って迫り来る男から逃げる。

　残る四人は厳しい。

「兄上！　それは！」

　隙を見て兄の様子を確認したフィグネリアはぎょっとする。

　イーゴルは長椅子の端はしを両手で抱かかえていた。そして雄お叫たけびを上げてそれを持ち上げ振り回し、一気に四人を沈しずめた。

　兄の腕わん力りよくを考えれば不思議ではないが、さすがに撃たれて五日だ。無む謀ぼうすぎる。

「なに！　この程度の怪け我が、たわいも、ない！　お前達は早く、フィグネリアの元へ急げ！」

　イーゴルは声を張り上げているが、いつもよりやや弱い。痛みを食いしばっているようだった。

　フィグネリアは踏ふみ込まれてもすぐに避けられる距離であることを確認して、椅子の上に立つ。

「この愚おろか者どもめが！　争いを生んでいるのは貴様ら自身だ！　私は兄上の影だ。けして別たれることもなければ、拒こばむこともない。それを無理にふたつに引き裂いて自じ滅めつしていることが分からないのか！」

　息を吸って恫どう喝かつすると、兵らがしばし動きを止める。

　実際声を張り上げてみると、思った以上に自分の心は怒りに満ちていた。

　自分は争いなど望んでいないのだ。それなのに自分勝手に動き回る彼らのせいで兄はこんな目に合うし、夫は拉ら致ちされてしまっている。

　何よりも腹立たしいのは、自分だ。

　自分の感情を押し殺しすぎて、周りに思い違いをさせ、暴走させてしまった。こんなことになるまで気づけなかった。

「なんだかよく分からんが、とにかく俺はフィグネリアを敵と見なすことなどない！　俺の可愛かわいい妹の敵は全員俺の敵だ!!」

　さらにイーゴルが畳たたみかけて再び長椅子を持ち上げた。

「兄上！　だから無茶はおやめください！」

「いいや、やめんぞ！　この五年のお前が受けた屈くつ辱じよく、ここで全部はらしてやる！」

「兄上に万が一のことがあれば、私は一生、自分を恨うらみます!!」

　怒ど鳴なり合う兄妹に誰だれも動けなかった。その間に、外から大勢の足音が聞こえてくる。

　新手か、銃声に駆けつけてきたものか。どちらにしろこの状況を見られれば混乱は大きくなる。

　身構えていたフィグネリアは、現れた兵団の中心に立っているタラスの姿に目を見張った。

「皇帝陛下、皇女殿下のおふたりに武器を向ける者、全て捕とらえよ！」

　タラスの命に兵が雪な崩だれ込んできて、次々にロジオンに従った兵達を捕らえていく。味方についてくれた者達は捕らえるなと、イーゴルが命じる。

「兄上！」

　その人垣の向こうでイーゴルが膝ひざを床ゆかにつけるのが見え、フィグネリアは急いで駆け寄った。兄の顔には汗が伝い、負傷していた場所には血が滲にじんでいる。

「誰か早く治ち療りようを！　言ったでしょう、そのお体では無理だと」

　イーゴルの手を握にぎりフィグネリアは顔を歪ゆがめる。

「痛むが、それほどでもない。しかし、銃というやつはすごいな。この俺があの距離からたった二発でやられるとは。あれで攻めてこられたら確かに手こずりそうだな」

「ええ。後でそのお話はゆっくりしましょう。今は体を休めてください」

「……この五年の間に、何があったかも全部だぞ」

　しっかりと手を握り締められながらフィグネリアはうつむき、震える唇くちびるをどうにか笑みに変えた。

「その代わり、あまり怒りすぎないでくださいね」

「ううむ。難しいが、こらえてみる」

　やってきた薬師にイーゴルを託たくし、フィグネリアはそれをずっと見守っていたタラスを振り返る。

「タラス殿どの、助かりました。しかしなぜここに……」

「姿の確認できない兵がいると気づいた時に銃声がしたので、もしやと思い、来ました。皆、フィグネリア様のためならばと動いてくれました」

　その言葉にフィグネリアはタラスが連れてきた兵達の中に、刺し客かくが潜もぐり込んできた時、いつも駆けつけてきていた者がいることに気づいた。それから、タラスに戸と惑まどい気味に視線を戻す。

　タラスとはあれから一度も顔を合わせておらず、どこか気まずい。

「このような事態を引き起こし、本当に申し訳ありませんでした」

　言葉を探していると、タラスが先にそう言った。

「いいえ。全て、私が利害にばかり目を向けていたせいです」

　子供の頃から父によく諭さとされていた。近づいてくる人間はなんらかの利益を得ようとしている。ただそれは全部悪いことだと決めつけるのではなく、その個人の利は多くの人間が共有できるものかどうか見み極きわめ、相応しい対価を与えろと。

　今になってそれができていなかったことを痛感させられている。

　地位や名めい誉よ、財産ならすぐに見極めがついたが、それ以外のこととなるとまるで間違っていたのだろう。

　兄や家族に対しても、タラスや他の皆にも。

「私はもっと、共に歩んでくれている人間の気持ちを慮おもんぱからねばならなかったのです」

　それに気づかせてくれたのはクロードだった。ここまで多くのことがあったが、彼と出会えたことは不幸中の幸いだった。

　フィグネリアは地母神像の背後の開かれた扉へ目を向ける。

「……クロード様はあちらに？」

「おそらく。ロジオン大神官長もそこでしょう」

　気がついた時には、ロジオンは堂内にいなかった。逃げる場所など、もうそこしかない。

　そしてクロードもそこで迎むかえを待っているはずだ。

　フィグネリアは夫を取り戻すべく、扉の奥へと向かった。
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　うっかり銃じゆう撃げき犯はんにされるかと思ったクロードだったが、幸さいわいそれはなかった。

　軍人上がりと見られる屈強な神官が数名すぐに集まってきて、丁てい重ちように保護されたのだ。さらに神み子こ達も集まってきて身を案じてくれた。

　それを不思議に思いながらも、ひとまず一階の応接間で猫ねこ脚あしのソファーに座る。かけてもらった毛布にくるまってクロードは一息ついた。

　これで自分の居場所はともかく、イーゴルを撃うった人間が大神殿にいることは伝わったはずだ。

「ここでのんびり助けてもらうのを待ってる……わけにもいかないか」

　目に見える出口は、中庭の向こうに見える礼拝堂へと繫つながっているだろう扉ひとつのみ。あの厳いかつい神官は一階に控ひかえているので突破は無理そうだ。

「一番上にたぶん、もう一個出口がありそうなんだけどな」

　大神殿は今いる五階建ての塔と礼拝堂が合わさった建物を七つの尖せん塔とうが取り囲む構造だ。

　そしてこの真裏が大神官長のいる塔。この塔の最上階に住む大おお神み子こが自分で礼拝堂を通ってあそこまで移動するのは大変だ。最上階同士が繫がっていると考えるのが妥だ当とうだろう。

　が、さすがに最上階は大神子がいるだけに近寄らせてもらえない。

　妖精達も上に行こうとすると妙にそわそわし始めるので、そこも気がかりだ。

「今ちょっとばたばたしてるし行ける、かな」

　クロードは応接間を抜け出て周囲を見渡す。神子達は少し不安そうな顔でうろうろしていたが、三階の部屋に戻りたいと言うと快こころよく許可してくれた。

　ほんの少し罪悪感を覚えながら、近くに人がいないのを確認して一気に五階まで駆け上がる。そこまではいいが息切れしてしまった。

「もうちょっと、体力欲しい……」

　うずくまってぜえぜえ言いつつ、クロードは息を整えてどうにか立ち上がる。

　窓がなく薄うす暗ぐらい廊ろう下かを見る限り、下の階と構造はさして変わらないようだった。階段の位置と礼拝堂への道の位置を頭の中で確認しながら、もうひとつの通路がありそうな場所を探さぐる。

「あ、そうか。部屋から直接繫がってるのか」

　明らかに大神子の部屋と思われる、不思議な文もん様ようが彫ほり込まれた両開きの扉の前で、クロードは落ち込む。

　肝かん心じんなところが抜けていて、フィグネリアが聞いたら呆あきれることだろう。

　どうしようかと考えていると、風の妖精達が自分の周りをぐるぐると回り始めて髪を揺ゆらされた。

「誰が降りてきてるかぐらい教えてく……っ!!」

　妖精に語りかけるクロードの声は銃声にかき消された。妖精達がそらしてくれたようで、扉に銃弾がめり込んだだけですんでいる。

「悪魔など、いるはずが……」

　撃ってきたのは別の密偵だった。先ほど妖精を暴れさせていたのを見られたのかもしれない。

　男が震えている間に、クロードは急いで部屋に飛び込む。

「さっきからうるさいなあ。本当に嫌な音！　兄様達はどうしてあれが好きなのかな？　ねえ、君もそう、思……あれ、妖精王？」

　部屋の奥の御み簾すの向こうから、文もん句くを言いながら出てくる人物がいた。声から少年かと思ったが、真っ白い髪からして大神子らしかった。

　白い飾り気のないドレスに毛皮のガウンを羽は織おっている大神子の造ぞう作さくは、年を重ねた色香と少女めいた幼さが絶妙に溶とけ合っていて美しい。

　その紅こう玉ぎよくの瞳だけは、ひどく幼い雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「大神子様、じゃなくて神霊様？　しまった、扉、塞いでなかった！」

　クロードが問いかけていると、震えていたはずの襲撃者が乗り込んでくる。

「ちょっと、何やってるんだよ！　僕の前でそんな音立てないで！」

　神霊の怒りに風が大きく動き、男が部屋の外へと吹き飛ばされて、銃が折れ曲がる。そしてそのまま扉が閉まった。

　自分が普段知っている妖精の動きとはまるで違っていて、クロードはぽかんとする。

「あ、大丈夫？　どうしよう。もっと劇的な対面を想定してたんだけどな。あともうちょっと準備ができてからの方がよかったな」

　十分、劇的だとクロードは思う。神霊は年頃の少女のように髪を整え、服の乱れを直しあたふたとしていた。

「初めまして、久しぶり？　まあどっちでもいっか。妖精王、僕はラウキルっていうんだけど、知ってるかな？」
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　知っているも何もなかった。

　それはナルフィス教においては、一度捕つかまったら最後、死ぬまで演奏をさせられるという音楽家達の間で恐おそれられている悪魔の名だ。

　これは相当まずい状況かもしれない。

　クロードはそのまま抗あらがうこともできずに手を引かれ、大神子のための広いベッドの上へと連れて行かれた。

（ちょっと手、繫いじゃったけど、浮うわ気きじゃない。これは不ふ可か抗こう力りよく。中身はラウキルだし）

　妻に対する言い訳を考えながら、クロードは熱っぽい目でこちらを見ているラウキルからわずかに身を引く。

「ラウキル、様。ええっと、俺をこの国まで連れてくるように言ったのはあなたですか？」

　尋ねてみるとラウキルが嬉しそうに顔を綻ほころばせた。

「そう！　大変だったんだよ。母様にばれないようにこっそり出てきてちょっとずつ教えて。ああ、僕の妖精王、ようやく会えた……」

　ラウキルが手を伸べてクロードの銅あかがねの髪に触れる。

「綺麗だなあ。昔の銀色の髪に金色の目もすごく綺麗だったけど、今のが断然いいや」

　ラウキルが身を乗り出して前屈みになっているせいで、豊かな谷間が見える。そこから視線を引きはがしてクロードは意識を別の方向に向ける。

「妖精王ってなんですか？　そもそも人違いだと思うんですけど」

　疑問を口にするとラウキルは不思議そうな顔をした。

「妖精王は妖精王だよ。奏かなでる音も、姿も綺麗で完かん璧ぺきな妖精達の支配者。人でありながら人でなく、神の力を持つ、影の王」

　うっとりと陶とう酔すいした瞳でラウキルがクロードを見つめる。

「すいません、残念ながら俺、そんなたいしたものじゃないんですけど。妖精を支配とか全然できませんし。そもそもそこまですごい呼び名じゃなくて、神の楽士とかいうやつなんじゃ……」

　若干伝承と重なる部分もあるが、やはりこんな自分がそんな王、などと呼ばれるのは身の丈たけに合わなくて落ち着かない。

「神の楽士なんて、妖精王の存在を誤ご魔ま化かすためだけのものだよ。人間達も僕の兄姉達もみんなして妖精王を独り占めしたくて取り合うから、君は逃げてしまったんだ。母様がそれに力を貸して、妖精王の存在は隠されたんだよ」

「……で、隠されてた俺をなんで引っ張り出してきたんですか？」

　あんまり返答は聞きたくないが、一応聞くだけ聞いてみた。

「もちろん、僕だけのものにするためだよ。昔、どうにかして手に入れようとしたけど逃げられちゃったんだ」

「そうなんですか。ところでですね、一番肝心なこととして、逃げたのは俺じゃなくて俺のご先祖だと思うんですよ」

　クロードはラウキルからずりずりと距離を取る。だがすぐに迫せまってこられてしまう。

「そうか、人間は一度死んじゃうと別のものになるんだよね。でも僕にはどうだっていいことだよ。必要なのは魂たましいの本質が抱える力なんだ」

　ちょっと、もう理解できない。

　クロードはそろそろ投げ出したくなってきた。

　それにこのラウキルの保護者は何をやっているのか。昔助けてくれたなら今回も助けてくれたらいいのに。

　地母神への不敬な文句を胸の内でつぶやいて、どうやって逃げるか考えていると、部屋の扉が開く音がする。

「少し、予定が狂くるいました。かの皇女が妖精王を奪いに来ます」

　静かなその声は、ロジオンのようだった。

　フィグネリアがすぐ側まで来ていると知ってクロードは、すぐにでもここから飛び出したくなる。

「奪いにくるんじゃなくて迎えにくるんですよ。なんにしたって俺はあなたの都合のいいように使われる気はないですから」

「使うなど、おこがましいことは思っておりません。むしろ私はあなたに仕つかえたいのですよ。あなたによって築かれる浄化された世界を私は待ち望んでいるのです」

　こっちもこっちでよく分からない、とクロードは頭痛を覚える。

　ラウキルは神霊なので人間の常識が通じないのはまだ分かるとして、ロジオンの方はもう少し理解できる範はん疇ちゆうで話して欲しい。

「浄化された世界ってなんなんですか？　だいたい俺にそんな世界を築くとか無理です」

　ロジオンはそれに滔とう々とうと答えた。

　今回の件でなく先帝の暗殺までしていたことを聞き、クロードはこの男が正常ではないことを思い知らされる。

「妖精王、あなたさえ力をお貸しくだされば世界は浄化されるのです」

「……言っておくけど、俺に妖精を従える力なんてないですよ。それに俺だって人間で、そんな綺麗なものじゃないですから」

　ロジオンのように無む私しとは絶対になれない。

　ここに来るまではそれに近い状態だったけれど、今は違う。得たいものがたくさんあるし、ここへ来て得たものも何ひとつ捨てられない。

「いいえ、あなたはもうすぐそちらのラウキル様によって真の力を得るのです」

　ロジオンが言い切った時に銃声が響く。

「フィグ……」

　不安に思わず妻の名を零すと、ラウキルが不快そうに眉を顰めた。

「絶対に、奪わせないでよ。婚こん姻いんを結ばせるなんてやめさせとくんだった」

　ラウキルが唇を尖とがらせてお前達、と妖精を呼ぶ。

「少しあの人間の言うことを聞いてやってよ」

　その声と共に周囲の妖精達が動き、いつも身近に感じている気配が遠ざかっていく。

　クロードは感覚を研とぎ澄ますが、風の妖精以外は指先が掠かすめる程度にしか存在を摑めない。

「行くな」

　声をかけても彼らはもう何も聞き入れない。

　いつも煩わずらわしいほどまとわりついてじゃれていた風の妖精すら離れていってしまう。

「恐こわがらないで。少し、借りるだけだから」

　ラウキルが優しく囁ささやく声はまるで安心できるものではなかった。

　孤こ独どくを埋うめてくれていた彼らの存在が失われようとしていることは、恐きよう怖ふ以外の何物でもない。

　全て、遠ざかってしまう。

　最後に風の妖精が別れを惜しんで、硬こう直ちよくするクロードの頰ほおにすり寄ってから帳とばりの向こうへと行ってしまった。

「では、仰おおせの通り、邪魔者を排はい除じよして参ります」

　ロジオンが静かに礼をする衣きぬ擦ずれが聞こえて、クロードはそれを追おうとする。しかし背後からきつく抱だき締められて動けなかった。

「駄だ目め。もう絶対に逃がさない」

　そうして耳元で、ラウキルが楽しげに笑った。
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「この近きん距きよ離りで外はずしたらこうなることを覚えておけ」

　大おお神み子この塔とうに乗り込んだフィグネリアは、動どう揺ようして発はつ砲ぽうしてきた神官の一いち撃げき目めを避よけて引き倒たおし、その肩かたを外す。

　ロートムの銃じゆうは遠距離からの正確な狙そ撃げきを目的として開発され、照準を定めるのに少し手間を取る。なので近接戦に持ち込み一発目を上う手まくそらせば、二発目までに大きな隙すきができてしまう。

　建物の構造上、庭にさえ降りなければ銃じゆう撃げきはそこまで恐こわくない。

「フィグネリア様、神み子こ様達の避ひ難なんが終わりました。銃も外に運び出しました。上へお供させていただけないでしょうか」

　一階の回かい廊ろうにいるフィグネリアの元に、タラスがやってくる。これで最後と見られるロートムの密みつ偵ていは、さらにもうひとり来た兵に引き渡す。

「しかし、五人も潜もぐり込んでいたとは。クロードはよく無事でいたな」

　連れて行かれる密偵を見ながら上がった息を整える。

　最初の発砲はクロードの力に驚いた密偵で、次の発砲はそれを遠くから目撃していた別の密偵が恐きよう慌こう状態に陥おちいったため、ということだ。

　妖よう精せいの存在を信じず、理解の範はん疇ちゆうを超えた事態にそのふたりはずいぶん錯さく乱らんしていた。

　悪あく魔まだのなんだのとわめき散らしてくれているおかげで、密偵ではないと白しらを切られることもなさそうだ。

「ええ。やはり妖精がお守りくださっているのでしょう」

　それならばよいが、とフィグネリアは重くなってきた足を奮ふるい立たせて、回廊へと出る。

　クロードは二日も風か邪ぜで寝込んでいたというし、病やみ上がりで無理をしていないか心配だ。

　この国の寒さにまだ慣れていないのだから、連れて行く時には毛布で巻いてくれればよかったものを。

　クロードを連れ去った護衛への恨うらみ言を、胸の中でつぶやいてフィグネリアは階段へと向かう。

　しかしそこまで行く途中で風が吹きつけてきて足を止められる。まるでこれ以上進むなと言わんばかりの叩たたきつけるような強風だった。

「これは一体」

　妖精に違いないだろうが、道を阻はばまれる理由は思いつかなかった。

「クロード！」

　フィグネリアは一度回廊側へと出てみて夫の名を呼ぶ。その声は庭の真上の薄うす青あおの空に吸い込まれ、冷たい沈ちん黙もくが落ちる。

　その時寒風が頰ほおを嬲なぶり、痛みが走った。

　初めは冷気のせいかと思ったが、違い和わ感かんに頰に触ふれると指先に血がついていた。

「フィグネリア様……」

　タラスが目を見張る先では、中庭の泉が蛇へびのようにくねりながら水の柱となる。それはそのまま床ゆかに倒れ、いつの間にか閉じている礼れい拝はい堂どうの扉とびらへと向かっていく。

　そしてその水の塊かたまりに触れられた扉が凍こおりついた。すでに他の兵達は礼拝堂へ戻っていて、大神子の塔に残るのは自分とタラスだけだ。

「閉じ込められたのか。なぜ……」

　これがクロードの仕し業わざとは思えなかった。彼がまともに妖精を使えたとしてもこの行動はおかしい。

「皇こう女じよ殿でん下か。私は正しいのです」

　不意に声が響ひびき渡る。姿を探せば正面の回廊に、ロジオンが佇たたずんでいた。ちょうど階段のある辺りだ。

「これが、その証明です。神しん霊れい様は私に力を貸し与えてくださった。これでもまだあなたは私の言うことを妄もう執しゆうだとおっしゃいますか？」

　風が雪せつ片ぺんを巻き上げながら吹き荒すさんでいく。

　神霊が味方についているということが不可解だ、とフィグネリアは目を細める。

　神々は人に恵みばかり与えるものではないが、こんな関わり方をしてくるのは神の楽士と同じぐらい遠い昔の話だ。

　とはいえ、今さら誰だれが敵に回ろうと退ひく気はなかった。

　フィグネリアはロジオンを見み据すえて、タラスが止めるのも聞かずに中庭に出る。

「ああ。そうだな。だが、その世界を治めるのはクロードだ。家族を蔑ないがしろにされてそんなものを築くはずがない」

　いたぶるように風がフィグネリアの柔やわ肌はだを浅く傷つける。

「妖精王はそんなことに囚とらわれはしません。救いを求める民に必ずや手をさしのべるでしょう」

「ならば試してみるか？　ここで私を殺してみるがいい。私の夫はけして貴様を許しはしない」

　フィグネリアは雪を踏ふみしめてロジオンへと近づいていく。こうなったら力ちから尽づくで上に行くしかない。

「もはや、あの方はあなたの夫ではありません」

「誰がそれを決める？」

　会話で気を引きながら、じりじりと距離を詰つめていく。その間、妖精達の動きは鈍にぶくなっていた。ロジオンの意識がそこに集中していないせいかもしれない。

「神霊、ラウキル様のお言葉です。人の裁量ではありません」

　出された神霊の名にフィグネリアは逡しゆん巡じゆんする。

　音楽を司つかさどる彼かの神霊は、純じゆん粋すいに音を好むが祭事で降り立つことはない。過去に勝手に楽士を攫さらって独どく占せんしようとしたために、他の神霊達や地ち母ぼ神しんにより地上に降り立つことを禁じられているという逸いつ話わが残っている。

「……ロジオン大神官長、地母神ギリルア様は何もお言葉を授さずけてくださっていないのでは？」

　何においても地母神の決定が最上のものだ。それもなしに過去に罰ばつを受けたとされる神霊が好き勝手しているのはおかしいと思わないのかと、フィグネリアは冷静に問いただしてみる。

「ラウキル様はいずれはギリルア様も降り立ち、世界は妖精王によって浄じよう化かされると確かにおっしゃいました」

　ひとりの神霊の言葉のみを鵜う吞のみにするのは危あやうい。大神官長ともあろう人間がそれに気づかないのは、自分の理想にとりつかれて何もかもを都つ合ごうのいいように捉とらえてしまっているからか。

「だが、クロードは妖精を使し役えきできない。それでどうやって王と名乗れる」

「ええ。それは妖精王自身ですら知らなかった」

　ロジオンまで残り、十歩をきる。

「妖精王は神霊ラウキル様と婚こん姻いんを結ぶことによって、その力を発はつ露ろするのです」

　そしてロジオンが告げた言葉に、フィグネリアは眉まゆを顰ひそめる。

「なぜ、それを担になうのがラウキル様なのだ？」

「音楽を司る神ですから。その力を完成させるのに必要でしょう」

　あと、五歩。

「どうにも、私には疑問が多く残るな」

　短刀は抜かなくてもいい。背せ丈たけはあっても細身のロジオンならば、素す手ででどうにかできるはずだ。

「あなたは神を疑うのですか？」

「この場合は理ことわりに合わないと感じているだけです」

　フィグネリアはロジオンの視線を引きつけたまま、妖精達の動きが収まっていることを確認する。

　集中が散さん漫まんすると上手く操れないのかもしれないという予測は当たったようだ。

「……あなたも、多くを望みすぎた」

　しかし、風がまた強くなる。

「タラス殿！」

　フィグネリアの意図に気づいたタラスが回廊を移動し、すでにロジオンの左側に迫せまって攻こう撃げきを仕掛けていた。

　その体は強風に押され、突き出した槍やりは凍りついて真ん中から折れた。

　それでも彼はロジオンに向かって行こうとする。

　フィグネリアは地面を蹴けり、タラスと共にロジオンを挟はさみ撃うちにする形を取る。

　だが、風が狂暴に唸うなった。

　吹き飛ばされたフィグネリアは、側の柱に強したたか体を打ちつけられる。

「……あなたの言ったことを試してみましょう。私はけして間違ってはいないのですから」

　床に倒れ伏したフィグネリアを見み下おろすロジオンの瞳には、明確な殺意があった。
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「僕との婚姻が鍵かぎっていうのは、すごくいい噓うそだったと思うんだ」

　クロードはベッドの上から逃にげられず、呆ぼう然ぜんとラウキルの話を聞いていた。

　ふふっとラウキルが悪戯いたずらっ子のように微笑ほほえむ。

「俺を連れてくるためだけに、ここまでする必要がどこにあったんですか？」

　あまりにも多くのものが犠ぎ牲せいになりすぎている。それがどれだけの重荷となってフィグネリアにのしかかっているかを考えると、怒いかりを覚えずにはいられなかった。

「だって、僕ひとりじゃ無理だから。母様にばれないようにこっそり降りてくるのも大変なんだよ。君が暮らしてた場所には干かん渉しようできないしね。で、この頃、地上の争いが地味で退たい屈くつしてた兄様達に協力してもらったんだ」

　ラウキルがあげる神霊の名は、どれもナルフィス教において悪魔と呼ばれるものだった。

　彼らはラウキルが勝手に降りている間のことを誤ご魔ま化かしたり、代わりに降りて痕こん跡せきを消したりと小こ細ざい工くをしたらしかった。

　そして神霊達は全員が全員好きな時に降りてくるわけではなく、冬ふゆ籠ごもりの祭事の後に降りることができる神霊が入れ替わるそうだ。ラウキルは隙が多くなるその調整期を狙ねらって、大神子の体を独占したということだった。

「面めん倒どうくさくて大変だし、兄様達に君を貸してあげなくちゃならないけどそれは仕方ないよね。君の力がすごく不安定なこんな機会、滅めつ多たにないんだから逃のがす手はないよ」

　ラウキルがガウンの中から見慣れた銀の笛を取り出した。

「……それ、俺のです。返してください」

「どうしようかな」

　指先で笛を弄もてあそびながら、ラウキルはつぶやく。

「僕も、すごく、すごく、君の音を聞きたいよ。でも、それが僕のためだけのものじゃないとやだ」

「人のもの勝手に取っておいて、それは駄だ目めです」

　このクソガキとでも罵ののしりたい気持ちを抑おさえて、クロードはできるだけ声を穏おだやかに保たもつ。

　下の方でかすかに騒さわがしい物音が聞こえてきていた。妖精達はまだ大人おとなしくしているらしく、気配が薄い。

　彼らを好きに動かされる前にどうにかしないとならない。

「好きな雰ふん囲い気きを言ってくれたら、なんでも吹きますよ。楽しい曲とか、きらきらしてたり、丸くてふわふわしてるとか、そういうのでもなんでも」

　できるだけ自然な笑顔で語りかけると、ラウキルがうずうずとした様子を見せる。

「だ、駄目だよ。約束が先！」

　しかし、向こうもずいぶん警けい戒かいしているようだった。笛を吹かれるとまずいらしい。

「ちょっとだけですよ」

　自分から歩み寄ってみると、じいっとラウキルが目を覗のぞき込んでくる。

　あまり見つめられると困る。フィグネリアにすぐになんでも顔に出しすぎだと何度か注意を受けたが、自分でも噓が下へ手たなのはよく分かっている。

　すでに顔の筋肉がつりそうだ。

「僕との婚姻、本当にしてくれる？」

　小動物のような顔で迫られて、クロードは言葉に詰まった。

「……すいません、ラウキル様、男同士で婚姻はちょっと」

　さっきからやたらその辺りが気になっていたものの、考えないようにしていた。しかし婚姻とまで言われるとそう断るしかなかった。

　ラウキルの方はきょとんとした顔をした後に頰を膨ふくらませる。

「僕、女の子だもん。そりゃ、本当の姿はこの器うつわとかあの人間みたいに胸がおっきくなくて男の子みたいって言われるけど。酷ひどいよ」

　傷ついた顔をして泣きそうになっているラウキルの声も表情も、言われてみれば少女のものだった。

（それはそれですごく、面倒くさい）

　クロードは戸と惑まどうが、妖精が激しく動いている気配を遠くに感じ、気持ちが焦あせってくる。

　ここに入り込んできたロートムの密偵がいともあっさり吹き飛ばされたのだ。

　フィグネリアなど、ひとたまりもないはずだ。それに庭には水の妖精も雪の妖精もいて、どちらも使いようによっては危ない。

「……約束します。俺はあなたのためだけに笛を吹きます」

　クロードはひとつ深呼吸をして、真しん摯しにラウキルを見つめる。

　だが、その気持ちは全てフィグネリアに向かっていた。

　彼女はたった数日で自分の閉じきった世界を開いた。

　この力をありのまま受け入れ、自分の可能性を見つけて成長を喜んでくれた。

　それだけではなく、彼女は『愛している』と返してくれた。

　ここへ連れて来てフィグネリアと引き合わせてくれたことは、ラウキルに感謝する。でも、自分は自分の意思で、ここで生きていく。

　愛する妻と、その家族、そうして騒がしすぎる友人達も共に。

　クロードはラウキルから視線をそらさずに手を伸べる。

　まだ届かないフィグネリアにもう一度触れることを思いながら。
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　笛の音が階上から降りてきて、フィグネリアに向けられていたロジオンの視線が上へと移動する。

　その隙にフィグネリアは痛む体を起こし、ロジオンを床にうつぶせに倒すと、腕うでを後ろ手にねじ上げた。風はざわめいているが、こちらに向かってこようとはしない。

「どうやら、私の方が正しかったようだな」

　ロジオンは諦あきらめたのか、何も答えずに抵てい抗こうはしなかった。

「フィグネリア様、お怪け我がは？」

「ありません。タラス殿も無事ですね。……ロジオン大神官長をお願いします」

　フィグネリアはタラスにロジオンを任まかせて[image: 訝]いぶかしげに眉根を寄せる。

　笛の音がいつになく激しい。乱暴とすら思えるほど様々な音階が入り乱れていながら、音のひとつひとつが、精密に計算されて絡からみ合い、極ごく彩さい色しきの旋せん律りつを形作っている。

　その嵐あらしのような音を体現するかのごとく、風達が踊おどり狂くるい、積もった雪は空へと綿わたのように跳とんでいき、泉の水も帯状になって舞う。

　やがて足下の地面すら小刻みに揺れ、建物もみしみしと音を立て始めた。

「一体、何を……」

　これまでにない異常な力の流れに、フィグネリアは啞あ然ぜんとする。

　そこへ鈴の音がふたつ、響ひびいた。神霊が降りてきた合図だ。

「あらまあ、大変」

　そして聞こえてきた柔やわらかな女性の声は、この状況下ではあまりにものんびりしすぎたものだった。

「ギリルア様……」

　ロジオンが言って、フィグネリアは声の方へと目を向ける。

　そこにはどこから入ってきたのか、十とおになるかどうかという幼い神子が口に手を当てながら目を丸くしていた。
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「思ったよりずっと不安定ね。まあ、どうしましょう……」

　そう言いつつもギリルアにまるで動揺した様子はなく、落ち着き払っている。

「ギリルア様、私は神の国を……」

　なんの言葉もかけられず戸惑いを見せるロジオンに、ギリルアが微笑みかける。

「あなたは少し勘かん違ちがいをしています。あれは争乱こそ巻き起こせど平へい穏おんなど与えないもの。けして[image: 迂]う闊かつに触れてはいけない、と言っても手遅れですね」

　柔らかながらも、その声にははっきりとした侮ぶ蔑べつが込められていた。

　ロジオンの瞳ひとみに失望の色が浮かび、フィグネリアは目を伏せる。

　もう永えい劫ごうに叶かなわない望みを抱だいて、生きながらえていけばいい。父を殺し、自分から大切なものを奪おうとしたこの男には、一度刃やいばを突き立てる程度では気がすまない。

「……ギリルア様、これは私の夫のなしていることで間違いないのでしょうか」

　澱よどんだ感情を振り払い、フィグネリアはギリルアに目を向ける。

「おそらく、ラウキルから妖精の支配権を取り戻そうとして加減が分からなくなってしまっているのでしょう。とにかく上に行きましょう」

　ギリルアが小さな体を懸けん命めいに動かして、よたよたとフィグネリアの側まで来る。

「……差し出がましいことかと思いますが、抱きかかえてもよろしいでしょうか」

　あまりにも動きにくそうなギリルアの様子に、フィグネリアは申し出た。

「あら、助かるわ。動かせる体がこの子しかなくて、不便で困っていたんです」

「では、失礼します。……この状況は大神子様がふたりということになるのでしょうか」

　フィグネリアは階段を上りながら、腕の中にいるギリルアの栗くり色いろの髪を見下ろす。

　本来なら大神子に選ばれた者は髪が白へと変わり、その者しか神を降ろせないはずだ。

「それが、あちらの器をラウキルに侵しん食しよくされてしまって……」

　ラウキルは十数年かけて、大神子の体を自分だけが使えるようにひっそりと細工をしていたということだった。クロードを手に入れ、今は神界側との繫つながりを絶ってしまっているらしい。

「そんなことが、できるのですか……」

　説明されてもよくは分からず、フィグネリアはそう答えるしかなかった。

「いいえ、普通はできないのですけれど、妖精王がいると神界と人間界の境界が揺らいでしまうので可能になるのです。今回は特に妖精王の力が不安定で、それに引きずられるようにして揺らぎが大きくなっていて、こうやって同時に降りてくることもできるんです」

　本当に困ったわ、とギリルアがため息をつく。

「……妖精王とは、ただ妖精を従えられる王というだけではないのですか？」

「わたし達にもなぜあのような存在が人の世界に生まれ落ちるのか、分かりません。一時期は妖精達を従えるわたし達との均きん衡こうを図はかるためのものでもあると考えていました。だから世界の影の王、とも呼んでいました」

　ですが、とギリルアが耳を塞ぐ素そ振ぶりを見せる。

「この音は妖精達を従属させ、その力に人が群むらがり、神もまた、この音に引き寄せられてしまう。全ての均衡を崩してしまいかねません。彼の存在は遠いようで近い神界と人間界の境界の調整を行っているのかしら」

　フィグネリアは話を聞いてもやはり、あのぼんやりとしたクロードがそこまでのものとは信じがたかった。

　だが現に今流れている旋律は、あまりにも感情を揺らされすぎて耳を塞いでしまいたくなる。それなのに永久に聴き続けていたいという誘ゆう惑わくにかられてしまう。

　ただの人間の自分がこれならば、妖精達や神霊達はどうなのかと考えると空恐ろしい。

「ギリルア様、クロードの力が発露するのにラウキル様との婚姻が必要というのは？」

　ラウキルの伝承を合わせて考えると、どうにも胡う散さん臭くさすぎる。

「まあ。誰がそんなことを？　ラウキルが言ったのかしら。あの子ったらなんて噓を。昔からあの子は妖精王がお気に入りで、欲しがって仕方なかったんです。今回も妖精王の誕生にそわそわしていたからちょっと心配してたのですけれど、まさかこんなことになるなんて」

「……勘づいていたならもう少し、監かん視しの目を厳しくしてはいただけなかったものでしょうか」

　ひとまずそれが噓ということなら、夫はラウキルに奪われてはいないだろうと安あん[image: 堵]どしつつ、フィグネリアは問うた。

「ええ。それがまだ神界側には影えい響きようを及ぼしていませんでしたし、珍めずらしく兄妹で仲良く楽しそうにしてるのに邪魔するのも可か哀わい相そうなので、のんびりと構えていたのですが。ラウキルが想定外のことをしてしまっていたもので対応が遅れてしまいました」

　まったくもっていい加減な対応である。

　フィグネリアは揺らぎそうな自分の信しん仰こう心しんを押しとどめて、最上階へとたどり着く。笛の音は近い。

「ギリルア様、場合によってはラウキル様に対して暴言を吐はくかもしれませんが、よろしいですか？」

　大神子の部屋の前で、フィグネリアはギリルアを下ろす。

　場合によってはと言ったものの、すでにラウキルに対する敬意は皆かい無むに等しい。夫を奪われかけているのに、そんなことにこだわる余裕などない。

　踏み込んだ広間では暖だん炉ろの炎が異様な大きさで燃え上がり、風が部屋中を引っかき回していた。置かれていたもの全てが床になく、天てん井じようか壁かべにぶつかったのか、折れたテーブルや椅い子すの有あり様さまに先へ進むのも躊躇ためらわれる。

　そして奥でばたばたとはためく帳とばりの向こうから[image: 溢]あふれ出てきている笛の音に、一気に心を摑つかみ取られた。

　思考も感情も何もかも、その音に搦からめ捕られてしまう。

　自分がここに何をしに来たのかさえあやふやになっていきそうなほど、間近で聞く笛の音の誘惑は強い。

　だが、自分が欲しいのはこんな音ではない。

「クロード！　もう終わりだ。そこまででいい！」

　必死に理性を保って音の嵐をかいくぐり、声を発するが、それは届かない。

　フィグネリアは飛んでくる椅子や机の破片や、敷しき物もの、小物達を避よけたり払いのけたりしつつ、部屋の奥へと真まっ直すぐに突き進んでいく。

　この先にクロードがいる。

　彼さえいれば、それでいい。

　その感情は音への誘惑に勝まさる。

　呼吸をする暇ひまさえ惜おしいほどに心が急せいて心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打ち、フィグネリアは求めるままに帳を摑んで開く。

「クロード！」

　そうして見えたのは、ベッドの上に夫と他の女がふたりきりでいるところだった。

　こういう場合は妻としてどういう顔をしたらいいのだろうか。

　フィグネリアは一いつ瞬しゆん動きを止めてしまったが、笛を吹いているクロードの様子が尋じん常じようではないことに息を吞のむ。

　半なかば伏せられた瞳は金色になり、妖精を狂わせる音を途切れさせることのない彼は、もはや人の摂せつ理りから外れたものだった。

　そこにいるのは妖精王、そうして世界の影の王と呼ばれる存在。

　その真意を初めて知った気がした。

　だが、クロードであることは間違いない。自分の愛いとおしい夫だ。

「邪魔しないでよ、妖精王はもう僕のものなんだから。僕のためだけに音を奏かなでてくれるの。綺麗で、激しくて、こんなにも強い力を持っている音。人間なんかには相応ふさわしくない」

　クロードに近づこうとするフィグネリアを、ラウキルがベッドから下りて阻む。

　白い髪を風に揺らめかせて睨にらみつけてくる姿は、神霊だけあってさすがに気け圧おされるものがあった。

　だからといって、一歩も退く気はない。

「笛の音が欲しいだけなのか、お前は」

「妖精王の奏でる音が欲しくない神霊なんていないよ。君だってそうだろう、この音を独り占めしたくて仕方ないんだ」

　陶とう酔すいしたラウキルに、フィグネリアは[image: 嘲]ちよう笑しようを浮かべる。

「いらんとは言わない。だが、それがクロードの全てではない。ただの笛を奏でる道具扱あつかいするお前にこそもったいないというものだ」

　取とり柄えはそれだけなんてことは、ない。

　彼はたくさんのものを持っている。これからもずっと成長していくだろう。それも含めて全部、自分のものだ。

　誰にも譲ゆずらない。

「クロードは、私の夫だ」

　フィグネリアはラウキルを射い貫ぬくように見据えて断言する。

「違う。お前との婚姻はこっちに妖精王を連れてくるためと、兄様達に手を貸してもらうのに面おも白しろいことを見せなきゃいけないから仕方なくなんだよ。先に妖精王を見つけたのは僕なんだから！」

「だが、婚姻を結んだのは私だ。さっさと捕つかまえておかなかったお前が悪い。たとえ神であろうと、人の亭てい主しゆを奪うというのなら覚かく悟ごしてもらう」

　フィグネリアはラウキルの間近まで迫る。

　もはや目の前にいるのは神でもなんでもなく、自分とクロードを阻む障しよう害がいにすぎない。

　殴なぐり倒さねばクロードに触れることが叶わないなら、そうしてもいい。

「お前達！　追い出して！」

　怯ひるんだラウキルが切せつ羽ぱ詰つまった声で妖精に命じたが、吹き荒れる風は音に合わせて踊るばかりだ。

「なんで……」

「さあな」

　小こ馬ば鹿かにするようにそう言って、呆然とするラウキルの横を通り過ぎる。

「ちょっと、駄目、勝手に触さわらないでよ」

　ラウキルの言葉はまるきり無視して、フィグネリアは夫の肩にそっと触れる。

　指先に伝わるぬくもりに安らぎを覚える。

　でも、まだ足りない。

　視線が欲しい、声も聞きたい。そうして愛していると口づけて欲しい。

「クロード、迎えに来たぞ」

　自分だけのものだと背中からゆっくりと抱きつくと、音が止まった。

　クロードが笛から口を離し、寝起きのようなとぼけた顔で振り返る。その瞳は名残なごりなのか、朧おぼろげな月明かりに似た金色になっていた。

「フィグ……」

　名前を呼ばれると、心の奥で抑えていたものが弾はじけて、泣きたいのか笑いたいのかよく分からなくなる。

　体を一度離すと、向かい合った彼はまだどこかぼんやりとこちらを見ていた。

「まったく。やりすぎだったぞ」

　とにかくもっと彼の温度を確かめたくて、その胸に顔を埋うずめる。聞こえてくる鼓こ動どうの音が心ここ地ちよい。

「あれ、ちょ、あっちこっち怪我してるじゃないですか!?」

　ようやく自分を取り戻したらしいクロードが、フィグネリアの負傷に声をひっくり返した。

「このぐらいはたいしたことない。お前はもう体はいいのか？」

　体は離さずに下から顔を覗き込むと、クロードはきまり悪そうな顔をした。

「俺が風邪ひいたこと聞いたんですね。すごく間抜けだから隠かくしておこうと思ったのに……それより顔にまで怪我！」

「お前が抜けているのは今さらだろう。傷はそのうち塞がるし問題ない」

　笑ってみせると、抱きすくめられた。打ち身や切り傷が少々痛むが、それがどうでもよくなるほどにその力も温度も幸福だった。

「俺がもうちょっとしっかりしてれば、こんなことさせなかったのに……」

　悔くやむ声が耳元で聞こえ、フィグネリアはその背を撫なでる。

「おかげで、こうも早く解決できたんだ。私は、お前と兄上が無事に帰ってきてくれればそれでいい」

　クロードが抱き締める力を緩ゆるめ、フィグネリアの頰を撫でる。

　そのままフィグネリアは彼に顔を寄せて唇くちびるを軽く重ねた。

「で、もうその辺でいいだろ！」

　二度目の口づけを前にしたところでラウキルの不ふ機き嫌げんな声が割り込んできて、夫婦は不満げに体を離す。

　ふてくされているラウキルの側には、いつの間にかギリルアが立っていた。

「こら、邪じや魔ましてはいけません」

「だって、これ見よがしにひどいよ、僕のものになってくれるって約束したのに！」

　駄だ々だをこねるラウキルを見て、フィグネリアは視線でどういうことかと夫に問う。

「笛を取り戻すのに必要だったんです。俺にはフィグだけですから」

「ならばかまわん」

　必死に弁明してくる夫に、フィグネリアはあっさりと答える。

「ギリルア様。そちらのお子様が二度と夫に手を出さないようにしていただけますか？」

　フィグネリアはひとまずベッドから下りて、ギリルアと向かい合う。

「ええ。それは気をつけますけど……」

　なんとなく不ふ穏おんな気配を感じ取って見下ろすと、ギリルアは曖あい昧まいに微笑んでいた。

「この通りすっかり境界が揺らいでしまって、うちの子達も何かとっかかりがあれば降りてこられる状態なので。今後もまたうちの子がご迷めい惑わくをおかけすることもあるでしょうけど、その時はごめんなさいね」

　その意味はだいたい把は握あくできたが、したくない。ほんのひと時だけでも現実逃とう避ひしていいだろうかと、フィグネリアはベッドから下りてきたクロードに寄りかかる。

「すいません、迷惑かける前になんとかしてくれませんか？」

　すでに言葉を発する気力のない妻に代わり、クロードがお願いすると、ギリルアが困ったように首を傾かしげる。

「そう言われましても、なにぶん子供の数が多いので目が行き届かなくて。それに子供達にはできるだけ好きにさせてあげたいので……人間の言葉で言うと放任主義？　というものでしょうか」

　それはけしていい言葉ではない気がするのだが。

　激しく信仰心を揺さぶられながらも、フィグネリアはギリルアに名前を呼ばれて姿勢を正す。

「妖精王のことはあなたにお任まかせいたします。彼が心穏やかであれば、ここまでの騒そう動どうはあまり起きないはずですから。おそらく」

　あまりとかおそらくとかはっきりしない言葉に、夫婦は顔を見合わせて同時にげんなりした顔をする。

　それからクロードがギリルアに問う。

「一個だけ教えてください。王っていっても俺、妖精に敬うやまわれるようなことないんですけど」

「きっと、距離が近すぎるせいでしょう。あなたはこれまで、あまりにも妖精と深く接しすぎています。だから、均衡が取れずに揺らぎが大きくなっているのだと思います」

「これまでみたいに、妖精達に話しかけたり、ねだられたらすぐに笛を吹いたりしちゃ駄目ってことですか？」

　そう言うクロードはひどく寂しげだった。無理もないだろう。長年ずっと寄り添そっていてくれた友人達と離れていなければならないのだ。

「できれば、そうした方がいいのでしょうけれど、妖精達ももうすっかりそのことに馴な染じんでしまっていますし、引きはがそうとするとそれはそれで今回のように均衡が崩れてしまいます。自分でちょうどいい加減を見つけてください」

「……努力します」

　完全に人任せなギリルアにクロードは力なく答えた。

「さて、ラウキルを連れて帰るのはいいのですけれど、大きな器の方は侵食が酷くて、他の子達が使えなくなってしまっていますね。こちらの小さな器は不ふ便べんだけど……すぐに成長するからいいかしら」

　ギリルアがうなずくと同時に栗毛が一瞬で真っ白に変わり、その瞳も深しん紅くに変わる。

　ラウキルはベッドへ行くよう母に言われ、渋しぶ々しぶと仰あお向むけに寝転ぶと胸の上で手を組む。

「……ねえ、妖精王。次に会ったら、今度は僕を選んでくれる？」

　瞳を閉じる前に、ラウキルが問いかけた。

「次、がいつかは知りませんけど、とにかく俺が俺である限りはフィグ以外の誰も選びませんよ」

「誰が来ようと私も渡す気はありません」

　フィグネリアは自分の手を握にぎるクロードの手を握り返した。

「やっぱり婚姻が最大の失敗だった」

　ラウキルが最後に言って目を閉じる。その額ひたいにギリルアが触れると同時に、髪の色が漆しつ黒こくに変わった。

　胸がゆっくりと上下しているところを見ると、眠っているらしかった。

「さあ、これは後片付けが大変ね」

　ギリルアは物が散乱し、ぐちゃぐちゃになった広間を見ながらため息をつく。

　フィグネリアも事後処理のことを考えて頭痛を覚えつつ、また新しい器に慣れないギリルアを抱きかかえてクロードと下に降りていく。

　ようやくたどり着いた礼拝堂には多くの神官や兵がいて、フィグネリアが新たな大神子を抱かかえていることに騒そう然ぜんとしていた。

「ああ、待って。これはお礼とお詫わびです」

　寄ってきた神官と神子達に託たくそうとした時、ギリルアがフィグネリアの頰に触れて傷を癒いやした。他の場所も同じように痛みが引いた。

　それからギリルアは神子達がいつの間にか用意していたベールを被かぶり、では、と神官らと共に礼拝堂を出て行った。

　地母神自みずからが人間に癒しを与えるという異例のことに、周囲がさらにどよめくのを他よ所そにして、フィグネリアは近くの長椅子に深く腰を下ろす。

「……この椅子、そういえば高かったな」

　全く同じ長椅子をふたつ作るのにいくらかかるか、頭の中で試算して嫌いやになった。

「フィグ、一体何があったんですか？」

　後ろの方の席の大穴を指すクロードが恐おそる恐おそる聞いてくるのに、フィグネリアはかいつまんで説明する。

「……なんか、俺のせいでもありますよね、この騒動。というより元げん凶きようのような気もするんですけど」

「お前に罪はない。ラウキル様が騒動を拡大させたとはいえ、結局、火種を撒いたのはディシベリアの不安定な情勢だ。責任を取り違えるな」

　これを全てクロードとラウキルの責任としてしまい、大きな問題から目をそらすわけにはいかない。

　政治闘とう争そうに疲ひ弊へいして、ロジオンの妄執に追つい従じゆうする者が多く出てしまったことは、重大な問題だ。たとえ父の死がもっと先だったとしても、この争いを根本から断ち切るのはそう容易たやすいものではない。

　そこに、隣りん国ごくがつけいる隙すら与えてしまっている。

　誰かに責任を押しつけてしまえば、この国の先はないだろう。

「難しいですね」

「だが、なんとかしなければならない。……今日のところはもう休みたいがな」

　やらなければならないことは山さん積せきしているものの、今日は今すぐクロードを側に置いてぐっすりと眠りたい。

「フィグネリア様、クロード様」

　ふたりが疲ひ労ろうにぐったりして沈黙していると、タラスがやってくる。

「皇帝陛下は傷が少し開いただけで、特に問題はないようです。今は薬でよく眠っています」

「そうですか。起きたらクロードを連れて会いに行きます」

　兄のことだからそう心配はしていなかったが、それを聞いてとても安心した。

　それからタラスは跪ひざまずき、クロードに向けて頭こうべを垂れた。

「クロード様、このたびは本当に申し訳ありませんでした。この国へあなた様をお連れしたのは自分です。そのお力を利用し……」

「ああ、そういうのもういいです。俺はフィグと結婚できてよかったです。どっちかっていうといいことの方が多かったから、感謝してるぐらいです」

　クロードに謝罪を遮さえぎられたタラスは顔を上げて、寂しげに微笑んだ。

「……あなたがフィグネリア様の伴はん侶りよとなられたことは、自分も間違ってはいなかったと思っています。そのお力がなくとも、フィグネリア様にはあなたのような方が必要でした」

　その後に何か続けようとしたタラスはそのまま口を噤つぐみ、一礼してから立ち去っていった。

「あの人、どうなるんですか？」

　クロードが気き遣づかわしげに聞いてくる。

「……処しよ罰ばつは重いものになる。あれだけ有能な人材を失うのは痛手だが、こればかりは仕方ない」

　銃の密輸に、簒さん奪だつの画かく策さく。これを許すわけにはいかない。

「全部、帰ってからだな。義あ姉ね上うえとリリアに、先に、報告して。それから重臣達を集めて、ロートムの、方も……」

　フィグネリアは言いながら、クロードの肩にもたれかかる。

　疲労がそろそろ限界にきて瞼まぶたが重くなってきた。やはりもう少し体力はつけておかねばならない。

「……仕事が一段落したら走り込みをするぞ」

「なんで、そんな余計に疲れそうなこと。うう、でも俺もつきあいます。あと寒さにも慣れます」

　それからふたりはぽつぽつととりとめのない会話をしながら、全てを包み込むような穏やかな微笑みを湛たたえる地母神像を見上げる。

「ギリルア様って、あの像と印象違いますよね。慈じ愛あいに満ちてるっていうより……」

「それは言うな。けして言ってはならん」

　人間のいざこざはまだしも、神霊達が介入してくることがあったらというのは、今は考えたくない。

　ふたりはもう一度物もの憂うげに地母神像を見上げる。

　神本人に止めるのは難しいと言われた以上、もはや救いを求める先はどこにもなさそうだった。
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　イーゴルがようやく王宮に戻ってきたのは、神しん殿でんでの騒動が終わって六日後だった。まだ傷は塞がりきっていないものの、自室で安静にしていればいいということだ。

　事件は表向き、タラスを中心とする反九きゆう公こう家け派の一部が簒奪を企くわだてていたことを、大神殿に潜り込んでいたロートムの密偵が知り、ロジオンを人ひと質じちにとって皇こう帝てい、皇女を潰つぶし合わせて内ない紛ふんを起こそうとしたとする方向で落ち着いた。

　フィグネリアはイーゴルと連名で、九公家に今度の件の説明を書しよ簡かんで出し、王宮内でも事の帳ちよう尻じり合わせにかかっていた。

　そしてリリアがアドロフ公へ報告ついでに書簡を送り、夫と子供達を呼び寄せたのが到とう着ちやくすると、兄妹とその家族全員が一室に集まっていた。

「……むう、半分ぐらいよく分からん」

「要するにみんなが仲良くしないせいでそうなっちゃったってことよ」

「そこは分かるが、それ以外が分からん。とりあえず、きちんと話し合いするなりなんなりすればすむ話なのか」

　事の顚てん末まつやら、父の死後に起こっている内政混乱やらについてフィグネリアが説明した後のイーゴルとサンドラの反応はそんなものだった。

「……そこを分かってくだされば問題はありません。その話し合いというのがあまり上手くいっていないのです」

　フィグネリアが言うと、イーゴルが少し理解を深めたようにうなずく。

「俺ではどうにもどっちが正しいのか、ああいうのは判別がつかん。小難しいことを並べられると、どっちも正しいように思えてくる」

「あたしも」

　サンドラが同意する。それを聞いてリリアの夫のデニスは無表情で固まっている。おそらく皇帝、皇こう后ごうのふたり[image: 揃]ってここまで政務に不向きだとは思っていなかったのだろう。

「……お父様がいたら、こんな大変なことにもならなかったし、フィグお姉様だって酷いことをされることもなかったんだわ」

　リリアがそうつぶやくと、部屋が静まり返った。その目が潤うるむのを見て、デニスがそっと妻の肩を抱いて慰なぐさめる。

　父の死の真相については先に兄妹三人だけで話し、それぞれの伴侶へと伝えていた。

「……うむ。そうだな。父上がいてくだされば俺達を叱しかってくれたかもしれんな。俺達はフィグネリアに頼りすぎていた。お前は賢かしこく、なんでもできるものだから過信しすぎていたのだ。もっと、お前の身の周りに気をつけてやらねばならなかったのにな」

　兄の言葉に、フィグネリアは小さく頭を振る。

「いいえ。気づかれないようにしていたのは私です。……見放されたくなくて。兄上もリリアも、そんなことはしないと分かっていた。それでも、ふたりのことが好きで、愛しているから、自分にできることはそれぐらいで……それしかなくて、それができないと居場所がない気がして」

　家族に対して自分の感情を言葉にするのは、これまで挑いどんできたどんなことよりも難しかった。

　あまりのつたなさに情けなくて、フィグネリアはうつむいてしまう。

　すると、大丈夫という言葉の代わりに隣となりのクロードが手を重ねてきたので、それに縋すがるように握り返した。

「俺は、赤子のお前を初めて抱かせてもらった時、こんなに可愛かわいい赤ん坊は初めてだと思った。同じぐらい可愛かったのはリリアだけだ。何があってもお前達を護まもろうと決めた。俺はこの通りでお前に頼らねばならないことも多いが、望むのはお前に頼られる兄になることだ」

　イーゴルが声を張り上げることなく静かに言って、フィグネリアはゆるりと顔を上げる。

「フィグお姉様はいつもひとりで何もかもやってしまうから、わたくし、寂しいわ。お父様が亡なくなられた時だって何かしたかったのに、フィグお姉様はリリアは何もしなくていいって、いつもそればっかりで……」

　さっきからずっと感情が高ぶっていたリリアが、ついにぼろぼろと泣き出してしまった。

「す、すまない。リリア、これからはもう少し、頼るから、な」

「本当に？」

　妹に泣かれると弱いフィグネリアがうろたえると、リリアが昔と変わらない拗すねた顔で問うてくる。

「……ああ。ひとりではやりきれない。手伝って欲しい。兄上にも、リリアにも」

　そしてフィグネリアは兄と妹のそれぞれの伴侶にも目を向ける。

「義姉上も、デニス殿もお願い、できますか？」

　それに対する返事はひとつだった。

「とはいえ、俺にできそうなことは軍の強化ぐらいしかないが……」

「あたしらそれ以外にできることないけど大丈夫？」

「それで大丈夫です」

　兄と義姉にフィグネリアがうなずくと、デニスが口を開く。

「私達は中立の立場を保ち、これからの国造りにお力添えをしたいと思っています」

「わたくしは旦だん那な様さまを助けて、お爺様との橋渡し役をしますわ。何か困ったことがあったら絶対に！　わたくしとお兄様に言ってくださいますわよね」

　リリアが言うのに、笑ってそうする、と答えたつもりだったが、喉のどに引っかかってしまってできなかった。

　ずっと、ずっと抱えていた不安がもうどこにもない。

　あるのは温かな幸福感だけで、幸せすぎて涙が[image: 溢]れてくる。引き寄せられるままにクロードの肩に顔を埋めて、少しの間そうしていた。

　その間、誰ひとりとして口を開くことなくふたりを見守った。

「フィグ、俺も一緒に頑がん張ばりますよ」

　そうして嗚お咽えつが収まって顔を上げると、クロードが涙をぬぐってくれながら言った。

「ああ、お前にはこれから一番頑張ってもらわねばならんからな」

「もちろん、愛妻のために頑張りますよ。やっぱりこれって一番もっともらしいと思うんですけど、駄目ですか？」

「それで十分だ」

　小首を傾げる夫に答えて、フィグネリアはようやく笑顔を見せた。

「新婚ってやっぱりいいですわよね」

　肩の力を抜いたリリアが楽しげに微笑めば、残る皆も温かい眼まな差ざしを向けてくる。

「……それは、置いておいて、具体案に移ります」

　さすがに身内全員の視線はおもはゆく、フィグネリアは真ま面じ目めな顔を取り繕つくろって場を仕切る。

　それでも家族の誰もがその赤い頰を見て、緩む口元を引き結ぶことはなかなかできなかった。
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　翌日、フィグネリアは兵舎へと馬を走らせていた。兵舎の門もん扉ぴにはラピナ家の家か紋もんの旗を持った一個兵団が見えて、馬を降りる。

「タラス殿！」

　兵達の中央にいるタラスの名を呼ぶと、彼は驚おどろいた顔をしてこちらを見る。

「フィグネリア様……どうされたのですか？」

「せめて、見送りをと思ったので」

　タラスを始めとして、簒奪と銃の密輸に深く関わった者達は皆、無期限の謹きん慎しん、領地の一部を没ぼつ収しゆうとなった。首しゆ謀ぼう者しやが九公家の嫡ちやく男なんということもあり、爵しやく位いと領地の全没収とまではいかなかった。実家にて追放、あるいは廃はい嫡ちやく処分となり、神官となることを決めた者も多くいる。タラスも廃嫡は保留となっているが、本人はもう弟に家か督とくを委ゆだねることに決めたらしかった。

「そうですか。ありがとうございます。最後にあなたの顔を見ることができてよかったと思います」

　子供の頃からずっと変わらない表情で、タラスが目を細める。

　あの時、話し相手ができて本当は嬉しかった。自分自身で認められなかったその思いをちゃんと分かっていたなら、彼とは志こころざしを共にできるような友人になれたはずだった。

「……私はあなたと、盟友になりたかったのだと思います」

　思いを口にすると、彼は喜ばしいのか悲しいのか、複雑な笑みを口元に刷はいた。

「もったいない、お言葉です。これよりは己おのれのなしたことを自省し、日々を慎つつましく生きていく所存です。……本来ならば、今すぐ神官となり、俗ぞく世せから離れるべきでしょうが」

　ロジオンが深く関わっていたことを知るタラスが、そうできないのは当然だろう。

　彼は縋すがるべき場所をなくしてしまったのだ。

「私は、父のなそうとしたことをあなたの期待通りにひとりではやり遂とげられません。これから兄や夫、家族の他に、多くの人の手を借りていくでしょう」

　それでもいいのだろうか、フィグネリアは不安げに瞳を揺らす。

「きっと、それは先帝がなされたよりも素す晴ばらしいものになるでしょう」

　タラスが笑ってくれて、安心した。彼は兵達に促うながされて騎き乗じようする。

「では、自分はこれで失礼いたします」

　兵団が動き出す。タラスが一度も振り返らずに、いくつもの蹄ひづめの跡あとが残る雪道を進んで行くのをフィグネリアは見送り続ける。

　去りゆくものが残していく足跡も大切にしていかなければならない。よいことも、悪いことも、きっとこれからの自分を導いてくれるだろう。

　そうして自分は自分の足跡をつけていこう。

　ひとりではなく、たくさんの大事な人と共に。

　フィグネリアは自分も馬に乗り、道を引き返した。
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　そしてその夜、皇帝の復帰の宴うたげが行われることになった。

「お姉様方、子供達を寝かしつけてくるから後をお願いしますわね」

　リリアがそう言って、子供と夫と共に客間の方へと消える。

「ああ、任せておけ」

　宴の前に王宮の大広間で今回の件に関する朝議があり、書類に目を通していたフィグネリアは、眠たげな目で手を振る姪めい達に手を振り返した。

「クロード、その書類はそちらではなくあちらだ」

「ええっと、そっち？　そうか、だからそっちか」

　書類の文面を確認しながらクロードがうなずき、玉座に近い席につく。他の重臣達の手元に行くものはすでに係の者によって配られているが、自分達が扱う分はさらに細かい記述があるので、自分で確認しないとならない。

　朝議が始まる頃にはイーゴルが玉座につき、サンドラもその傍かたわらの椅子につく。

　この場で多くの発言をしたのはフィグネリアだったが、皆、粛しゆく々しゆくと聞いていた。

　過去に例を見ない事態が重なり、事後処理にフィグネリアがいないと困るとこの数日で全員、理解していた。

　話し合うことはイーゴル不在の間に協議したことを、皇帝へ報告する形だけのもので、そう多くの時間はとらなかった。

　全てが終わると、その場はそのまま宴の場となる。

　書類などが下げられると酒や料理が次々と運ばれてきて、続きの間へ繫がる両扉が開かれ、朝議には加わらなかった兵達も入ってくる。

　誰もが真っ先に酒杯を取って頭ず上じように掲かかげ、皇帝の復帰祝いわいの言葉を口にする。

「皆、今日まで俺が不在の間、よく務めを果たしてくれた」

　イーゴルが声を上げると、賑にぎわっていた場が一斉に静まり返り、その言葉に耳を澄すます。

「とはいえ、俺がいてもさして何もできなかっただろう。もう皆、誰がこの国のために多くのことをなしているか、分かっただろう」

　全員の視線がイーゴルの近くにいるフィグネリアに向かう。

「俺には難しいことはさっぱり分からん。しかし今回のことで、この国はひとつにまとまったものではないと分かった。それが、俺の力不足であるせいだということもな。そしてまとまりがないがためにロートムに入り込まれ、神殿を奪われかけた。このディシベリアの大地もまた然しかりだ。俺だけならこれに気づくこともなかっただろう。たとえ気づいたとしても、これほど首尾よく奪だつ還かんはできなかった」

　イーゴルがそこで言葉を一度切り、語気を強める。

「今、国に必要なのは団結だ。そして、先見の明を持った賢き者だ。フィグネリア、こちらへ来い」

　名前を呼ばれてフィグネリアは、クロードと一度目を合わせてからイーゴルの隣に立つ。

「今後一切の内政の統とう括かつは、フィグネリアに任せることとする！」

　イーゴルの宣言に場がどよめいた。

　それは実質の譲じよう位いと変わりないではないかと批ひ難なんの声が上がる。

「だがしかし、軍の統括は俺が取り仕切る！　いいか、ロートムはいずれ大きな戦いくさを仕掛けてくる。その時のために、この大陸随ずい一いちの軍をさらに鍛きたえ上げ、あちらの銃に対たい抗こうする手段を講じる。今、必要なのは、それぞれが己が得意としできることをやり抜くことだ」

　イーゴルの言葉に、場はゆっくりと静まり返っていく。そして皇帝はフィグネリアを前に立たせて促した。

「私は、今までの自分の立ち位置を悔くいたことも、嘆なげいたこともない。そして、我が兄が皇帝として相応しいと思う。協調を重んじ、己をよく知るこの方は、よき人のあり方を民に示すだろう。そんなあり方は私にはできない。私にできることは父の遺志を継つぎ、兄のあり方を見習う民が生きやすい治ち世せいをしくことだ。これに不満を持つ者はいるか？」

　誰も、反論はしなかった。

　それは自分が己の利害しか考えていないと表明するも同然だからだ。

「よし、これより新たな国の門かど出でを祝うぞ！」

　それぞれに、先への不安や期待の表情があったが、もう一度全員が祝杯を掲げた。

　その中にいつの間にかリリアとデニスも紛まぎれ込んでいて、彼らを見つけたサンドラがふたりを前まで手て招まねく。

　クロードもフィグネリアのすぐ隣に立つ。

　これから先はどこまでも不ふ透とう明めいで、多くの困難が待ち受けているだろう。

　それでも、とフィグネリアは側にある家族の楽しげな笑みを目に映うつす。

　この光景が鮮せん明めいである限りは大丈夫だと強く思った。
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　あれからひと月半が経たち、帝都が雪に沈しずんでいくのと同じように、フィグネリアは忙いそがしさに埋うもれていた。

　帝都は皇こう帝てい暗殺未み遂すい事件と、その実行犯が隣りん国ごくの者で、大だい神しん殿でんに籠ろう城じようしたという一大事にまだ浮き足立っている。だが、ロートムの密みつ偵ていに人ひと質じちにとられて負傷し、療りよう養ようのために辞職したとなっているロジオンの次の大神官長が正式に決まり、落ち着きを取り戻し始めていた。

　これ以上の混乱を招まねかないために、神殿には被害者という立場を貫つらぬいてもらうことになった。再発の防止も向こうが対応するらしい。神殿の再編成には政府側が口を挟はさめないので任まかせるしかない。

　そして、フィグネリアが内務を取り仕切る件については、九きゆう公こう家けは反対はしないが賛さん成せいも明確にせず、静観するという立場を取っている。

　大おお神み子この交代が各地の神殿に伝えられ、フィグネリアが地ち母ぼ神しんの手により奇き蹟せきを賜たまわったことも一緒に広まったからだ。

　民が唯ゆい一いつ安心を得られる神殿を救い、地母神に感謝されたフィグネリアを今、糾きゆう弾だんするのは分ぶが悪い。そしてロートムの密偵が本物であったため、これ以上内政を混乱させることもできないので静観するとしか言いようがなかったのだろう。

　事後処理で最も面倒だったのは、ロジオンに従った兵達の処分だった。真実に関しては口止めし、降格や減給という処分は下したが、ロジオンの失しつ脚きやくに信条を折られて無気力になった彼らをどうするかが最大の問題になった。

　しかしこれにはイーゴルやサンドラが文字通り体当たりで接して、どうにか彼らは心を持ち直している。

　それだけでなく、イーゴルは今回身をもって知った銃じゆうの威い力りよくについても、教え込んでくれているようだ。

　これで意識が変われば、技術革新に向かって半歩ほどでも前に進めるはずだ。

　ロートム側も動いた。銃が密売されてその首しゆ謀ぼう犯はんを捕つかまえたので、証しよう拠こ品ひんでもある銃を返して欲しいというふざけた申し出があった。

　知らぬ存ぞんぜぬを貫く密偵を吐かせたところ、結局ロートムは銃の実用試験と内政混乱を引き起こすことに成功して十二分に満足、といったところらしい。

　おそらくまだ国内に多数潜ひそんでいるだろう密偵をあぶり出すには、まだ骨が折れそうだ。

　以上の問題を片付けるのに必死だが、クロードがどうにか実務をこなしながらいろいろ手伝えるようになったので、フィグネリアも少しは息を抜けるようになってきた。

　執しつ務む室しつは中ちゆう央おう宮きゆうに移動してはという案もあったが、長らく過ごした小宮からは離れがたく、そのままになった。

　そうして王宮が落ち着きを取り戻した頃に、フィグネリアはもうひとつ片付いていないことがあったと思い出したのだ。

「わざわざこれを引っ張り出すことはなかったか。いや、しかしこれが正式な衣い装しようだからな。けしてクロードがこれを好きだから出してきたわけではなく」

　寝しん室しつの暖だん炉ろの前で独り言を言いながら、うろうろするフィグネリアは薄うすい絹でできた夜よ着ぎを纏まとっていた。

　結婚式の日の夜に着ていたものである。

「やはり、気負いすぎかこれは……」

　着替えるべきかどうか迷っている間に扉とびらが叩たたかれる。

「入っていい！　あ、いや……」

　とっさに許可してしまい、駄だ目めだと言い直す前に扉が開かれてしまう。

「フィグ、どうしたんですか、その格かつ好こう」

　隣の部屋で夜着に着替えてきたクロードがまじまじと上から下まで眺ながめてきて、頰ほおに血が上った。

「察しろ！」

「……答は分かってるんですけど。本当にいいんですか？」

　信じられないといった顔をしながらも、クロードはちゃっかりと近寄ってきて、腰こしを引き寄せられる。

　薄うす布ぬの越ごしの体温に心しん拍ぱく数すうが上がり、間近にある黄金の瞳ひとみが優しく溶とけるのに、胸の奥が詰つまる。
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「さ、寒いから、もうごたくは」

　本当は恥はずかしさで体の芯しんから熱いのだが、そう言ってしまうと言葉を奪うばわれた。

　いつもより少し長い口づけはどこまでも優しく、ふっと強こわ張ばっていた肩かたの力が抜ける。

　そして無言で手を引かれて、ベッドへと誘さそわれた。

「……これからもしばらく平へい穏おんと呼べない日が続くと思う。おそらくお前にもこれまで以上に負担をかけるはずだ」

　ベッドの上に座り、フィグネリアは夫を見上げる。

「俺の方もたぶんこの力で訳の分からないことに巻き込んじゃいそうですし、お互い様ですよ」

　クロードの指先がフィグネリアの銀ぎん糸しの髪かみを梳すいて、こめかみに口づけをひとつ落とす。

　その指がどくどくと脈打つ首元に下りてきて、フィグネリアは体を硬かたくする。

「せめてこの時間だけは心穏おだやかでいましょう」

　それはそれで別の意味で落ち着かないのだが。

　耳元で囁ささやかれる言葉に、フィグネリアは頭の中がぐるぐるしてきていた。

「愛しています。誰よりも、あなたを」

　肩を撫なでたクロードの手がフィグネリアの手を取り、彼はその甲に唇くちびるを押し当てる。

　そこからじんわりと熱が広がり、想いが胸を満たしてすうっと気持ちが落ち着いてくる。

「私も、愛している。だから一番近くにいて欲しい。これからもずっと」

　そのまま掌てのひらを重ね合わせてふたりはベッドに倒れ込んだ。

　見つめ合うと自然と笑みが零こぼれて、喜びを分かち合うように唇を重ねる。

　風の妖よう精せいがそっと天てん蓋がいを閉じ、燭しよく台だいの炎を消す。

　もう言葉はいらないと思えるほど、重ねた掌や混じり合う呼吸から愛に満たされて、ほんのひと時の穏やかな夢の中へとふたりは沈んでいった。








終
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　はじめまして。天あま海みりくです。

　本をお手に取っていただきありがとうございます。




　本作はツンデレ巨きよ乳にゆうヒロインが、誕たん生じよう日びの贈おくり物としてやってきた、顔以外に取とり柄えなしのヘタレヒーローと結婚してなんやかんやな話です。……書き始める前の予定ではフィグはツンデレ巨乳だったはずですが、別物になった気がします。巨乳はぶれてません。そこはとても重要です。

　そんなあほなことを考えながら書き始めて一年以上経たち、こうしてあとがきを書く状じよう況きようになっていまだにぽかんとしています。

　この機会を与えてくださり、賞の選考に携たずさわってくださった方々に感謝いたします。

　刊かん行こうにあたりご指し導どういただいた担当様。右も左も分からない中、本当にいろいろとお世話になりました。これからもよろしくお願いいたします。

　イラストを担当して下さった犀さい川かわ夏なつ生き先生。美人でかっこいいフィグや、ぽやんとしてるけどちゃんとかっこいいクロードなど、素す敵てきなイラストをありがとうございます。キャラはもちろんですが、衣い装しようの細こまやかさにも感動しました。

　校正様、編集部の皆みな様さま、本作に関わってくださった全ての方にお礼申し上げます。

　そしてたくさんの方の力を借りてできたこの作品を、読んでいただいた読者様。少しでも楽しい時間を過ごしていただけたのなら幸さいわいです。

　では、またお会いできることを願っています。











二〇一三年一月　　天海りく　　　










著者

天海りく

Riku Amami




高知県在住。８月生まれ。

第14回えんため大賞ガールズノベルズ部門で奨励賞をいただき、ファンタジーと女の子という大好きなものを詰め込んだ本を出せることになりました。

よろしくお願いします。










イラスト

犀川夏生

Natsuki Saikawa




二人がヘタレかっこかわいいあのシーンがお気に入りです。

兄上のあのシーンとタラスさんのあのシーンも好きだけど色々な意味でここで書くわけにはいかない……!!
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